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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　　１




　ヒロインレースという言葉がある。ラブコメ系の創作で多くのヒロインが登場した結果、その中で最終的に主人公とくっつくヒロインが勝者、その他大勢が敗者と見える構図が、レースのように見えるから定着した用語である。

　ある程度人気の出たラブコメではもはや風物詩と化したこの現象は、ネットで誰とでも意見をやりとりできるいまの時代になって、ときに「炎上」と言われるほどの騒動に発展することもある。

　ラブコメ作品の作り手側からすれば、多くのヒロインを登場させるのはメリットしかない。色々な特徴を持つヒロインを複数人用意すれば、彼女たちのどこかがツボに入った読者が、作品を追いかけてくれるかもしれないわけで。

　それに、登場人物が多いほど話を引っ張りやすくなり、ネタ切れ防止にもなる。もっとはっきり言うと、「新しいキャラを登場させる」というそれだけで一話は稼げるので、ネタに困ったらとりあえず新ヒロインという安易な手法に走る創作家もいる。

　俺はこれを、密ひそかに「新ヒロイン依存症」と呼んでいる。

　──かくいう俺、薬やく師し錬れん太た郎ろうも新ヒロイン依存症に陥り、痛い目を見た男の一人だ。

「……それじゃ『薬やく師し寺じ』先生。まずは完結、おめでとうだね～」

　そう言ってテーブルの向こう側から、ジュースの入ったグラスを差しだしてくる少女に、俺は自分のグラスをカチンと当てて応えた。

　場所は、近所のファミレス。先日、連載していた漫画が終了し、打ち上げを兼ねて久しぶりに会おうと提案された俺は、断る理由もなくここにやってきていた。

　目の前にいる彼女は「茶さ菓か上がみ陸む奥つ」のペンネームで活動している漫画家で、二年ほど前、俺と同じ漫画雑誌に同期受賞した過去がある。

　本名は茶さ菓か上がみむつき。

　内まきミディアムの髪に、ベージュ色のベレー帽がトレードマーク。

　俺のライバルを自称していて、ちょくちょくこちらの近況に探りを入れてくる変わった女の子だ。

「先生はやめろよ。いまや俺は、連載を持っていない一般人にすぎない」

　俺が不服そうに言うのを見て、茶菓上はくすくすと笑った。

「連載始まったときは、『先生をつけて呼べぃ！』って言ってたのにね」

「粋がってたんだ。いまやそれを恥じ入るばかりだ」

「ほう、殊勝な。大人気漫画『増ます井いさん増殖中！』をお描きになった薬師寺先生のお言葉とは思えませんな」

　ニヤニヤ笑う茶菓上から目を逸そらし、俺はグラスのジュースをぐいっとあおった。

「……炎上してみれば、茶菓上だって俺の気持ちがわかるさ」

「茶菓上じゃなくて、茶菓上先生、ね。私、こないだから連載始まってるから」

　ドヤ顔を浮かべる茶菓上を、俺はジロリと睨にらみつけた。

「あはは、冗談だってば。そんなに睨にらまないでよ」

「……嘆かわしい。いまの茶菓上は、昔の俺を見ているようだ」

「え？」

「連載を勝ち取って、すべてが自分を中心に回っているように感じているんだろう！　だがな、そういう自惚うぬぼれは必ず巡り巡って自分に返ってくるんだ！　悪いことは言わない、調子に乗るな！　そして、ヒロインを増やすな！」

「私が描いてるの、ラブコメじゃないけど」

　知ってる。茶菓上が描いているのは、某有名週刊少年誌に載るようなバトル漫画だ。萌もえ系に寄っているうちの雑誌の中では、かなり珍しいタイプだと思う。

「ラブコメじゃなくっても、ヒロインはいるだろ！　これと決めたヒロイン以外は、絶対に登場させちゃいけない！　これはキミより二年も早く連載を勝ち取った先人からの忠告だあ！」

「……なんか腹立つなあ」

「いや、ヒロインで読者の対立を煽あおるのはよくないって」

「そこじゃないよ！　私よりも先に連載を勝ち取った云うん々ぬんの物言いが、当てこすりっぽいって言ってるの！」

　茶菓上は、むーと頰を膨らませる。それを見て、昔飼っていたハムスターを思いだした。怒ると思って口にしたことはないけれども、彼女はちょっと小動物っぽいところがある。

　俺がそんなことを考えていると、茶菓上はふんと鼻を鳴らして、また得意そうな表情を浮かべた。

「ま、まあアレだし？　私の漫画は、これから薬師くんのやつよりも人気になるし？」

「がんばってくれ。応援してるよ」

「……む、他ひ人と事ごと？　そんなことなら、ほんとにすぐ追い抜いちゃうからね？」

「はあ、炎上するくらいなら、人気漫画になんてならなければよかった……」

「だから、いちいち腹立つな！」

　ヒステリックに叫ぶ茶菓上。

「なに怒ってんだよ」

「悩みの次元が違う、みたいな達観した態度が許せない！　こっちはいま炎上してでも人気が欲しいってのに！」

「やめとけって。ずっとファンレターくれてた人から、『お前の漫画は二度と読まない！』とか言われてみろ。心折れるぞ」

「知ってる？　ネットにはもっとひどいこと書かれてるんだぜい」

「最近、ネットは見ないことにしてるんだ」

　書き込みだけではない。完結してすぐのころのネットには、直接的に炎上させられて（＝燃やされて）いるコミックスやグッズの写真も挙がっていて、作者たる俺にはとても直視できるものではなかった。

　まさかここまでボコボコにされるなんて。

　またジュースをあおる。やけ酒って、こんな感じなのだろうか？　成人したら酒浸りになりそうで、いまから怖い。

「ていうかさ、薬師くんはなんで姫ひめ乃のエンドで終わらせたの？　人気投票では鏡きよう花かちゃんの方が人気あったでしょ？」

　茶菓上が興味深そうに訊たずねてくる。

　彼女の言う「姫乃」や「鏡花」というのは、『増井さん増殖中！』に出てくるヒロインの名前である。

　ちなみに、苗みよう字じはみんな増井。「また苗みよう字じ、増井かよ！」というキャッチコピー（？）ありきで始めたコメディ重視のラブコメのはずだったのに、あれよあれよというままにラブ偏重気味になってしまった。その結果がいま。

「私も正直、姫乃よりは鏡花ちゃんの方が好きだったな」

「……だって、一番初めに登場したヒロインが姫乃だったしさ。そしたら、メインヒロインっぽくなっちゃうだろ。そこに着陸させれば、とりあえずみんな納得してくれるかなって」

「そういう打算的な顔色うかがいも、よくないと思うけどなあ」

「そんなこと言ったら、俺個人の好みだと姫乃エンドでも鏡花エンドでもないからな！　それをぐっと我慢して姫乃エンドにした、こちらの心中を推し量っていただきたい」

「知らないよ」

　茶菓上は冷たい。

「……ふーん、でもそれって初耳だね。薬師くん的には、誰推しだったの？」

「気になるかね？」

「うん。制作裏話みたいで面白そうだし」

「教えない！」

　俺はきっぱりと言い放った。新ヒロイン依存症に陥った俺が、二年の連載期間の中で積み上げたヒロイン（＝増井さん）の数は十六人。これは、そのまま俺の罪の数でもある。

「えー、なんで！　教えてよ！」

「じゃあ、ヒントだけ。苗みよう字じは増井さん」

「いや、みんな増井さんじゃん！」

「明らかに作画に力が入ってた増井さんがいるだろ？　その子だよ」

「知らないよ」

　茶菓上はやっぱり冷たい。

「……漫画家なら、他の漫画家の描く絵の違いくらいわかるべきだ」

「薬師くんの絵って、特徴的過ぎてよくわかんないんだよね。下手じゃないのはわかるんだけど、いまの時代の絵じゃないっていうか」

「要するに、俺の絵ってばハイセンスなんだ」

「で、誰？」

　話を戻す茶菓上。

「だから、言わないって。自分の性癖がバレるみたいで嫌だ」

「こっちは、だからこそ知りたいんだけどな」

「はあ？」

　言葉の意図がよくわからずに訊きき返すと、茶菓上はブンブンと首を横に振った。

「い、いや、いまのはその……ちょっとした言葉のあやっていうか？　つ、つまりライバルとして、敵の情報はどんな些さ細さいなものでも摑つかんでおく必要があるってこと！　そう、私は薬師くんのライバルだからね！」

「ならば、早く俺の高みまで上がってきたまえ」

　俺がそう言うと、途端にムキーと歯をむき出しにして、小動物めいた威嚇をしてくる茶菓上。顔がずいぶんと赤い。よほど頭に血が上っているらしい。

　しばらくしてから、コホンと咳せき払ばらいすると、茶菓上は「……まあ、いいや」と呟つぶやいた。

「そうそう、気にしないことだって。んー、ただ、どうしても気になるなら、『増井さん増殖中！』をすべて読み返して、ヒロインたちの作画の違いを注意深く見てみれば──」

「『増井さん』は、もう終わった作品だしね」

　食い気味に放たれた彼女の言葉が、俺の心をえぐる。

「……茶菓上って、結構ナチュラルに鬼畜発言するよな」

　こっちはまだ引きずってるってのに。なにしろ、いまだにネットでは『増井さん』を叩たたいている人もいると聞いている。

「さっさと終わらせた薬師くんが悪いんじゃん。しかも、よりによって私の連載が始まるタイミングでさ」

「なんだよそれ」

「だって、ずっと頑張ってきてさ。せっかく一緒に連載できると……」

　と、言葉の途中でまた顔を真っ赤にする茶菓上。

「へ、変な意味に捉えないでよ！　私はあくまでも、ライバルとして張り合いがないって言ってるんだから！」

「張り合いがない？」

「そ、そう！　それ以外の意味はないのであって、つまり──」

「ふ、その点なら安心しろ」

　俺がキメ顔でそう言うと、茶菓上はポカンと口を半開きにして止まった。

「……へ？」

「なぜなら、俺はすぐに次の連載を始めるつもりだからな」

「……次の連載？」

「そうだ。俺の地に堕おちた名誉を回復するためには、次回作でみなが納得する作品を描き上げるしかないと思ってる」

　もちろん、俺は『増井さん』を失敗した作品だと思っていない。十六人の増井さんたちに非はないし、彼女たちを生みだしたのが俺でなかったら、ひょっとしたらヒロイン全員が幸福な結末を迎えるようなエンディングを描けたのかもしれない。

　つまり、誰が悪かったかといえば、作者である俺を置いて他ならない、ということだ。俺の技術不足が、彼女たちや、彼女たちのファンを不幸にしてしまったのである。

「連載が終わったばかりなのに、もう次回作のネタがあるの？」

「もちろんだ。俺を誰だと思ってる？」

「ネタを思いつかないから、ヒロインを増やしていった人」

　強烈な一撃を受け、俺はうっと身体からだをくの字に曲げた。

　こいつ、思ったよりバトル漫画向いてるかもな。結構いいパンチ撃ってくるじゃねえか。

「『増井さん』は、ヒロインが増えていくこと自体に面白さがあるからいいのお！　ネタ切れになることを見越して作り上げたコンセプツだからいいのお！」

「その結果がヒロインレースからの炎上でしょ？」

「茶菓上がいじめる」

　俺はテーブルに突っ伏してすすり泣いた。

「な、泣かなくたっていいでしょ？　わかったから……」

「なにをわかったって言うんだ！　俺の気持ちなんて、誰もわかってくれないんだい！」

　ガバっと身を起こして言う。

「連載してる作品のネタは出なくても、新作のネタは別って話だよね？　わかるよ。それで？」

　全然わかってない気がするけど、まあいいか。

　俺は気持ちを切り替えて、温めている次回作の構想を切りだした。

「『ヒロインレースはもうやめませんか？』……今度は、そういうテーマを世に問う漫画を描く。間違いなく面白いし、これはそのまま俺の贖しよく罪ざいにもつながる」

「……ギャグ系統？」

「いや、形式としては一強ヒロインもののラブコメ」

「ラブコメかあ」

「得意分野だしな。ラブコメはもはや、俺の庭と言ってもいい」

「別に薬師くんが世に問わなくても、もうそういう漫画あるじゃん。登場するヒロインが一人で、主人公との何気ないやりとりを楽しむ系のやつ」

「そういうのは、ヒロインレースそのものを排除した作品であって、ヒロインレースを否定する作品じゃない。俺が描きたいのは、ヒロインレースを否定する作品なんだ」

「ヒロインレースを否定するって、どうやって？」

「ヒロインレースのお約束とか、テンプレートみたいなのがあるだろ？　そういうのを主人公に経験させつつも、たった一人のヒロインと向き合っていくすばらしい作品なんだ」

「ごめん、よくわかんない」

　このわからずやめ。わからせが必要だな。

「たとえば、いきなり海外から金髪ブロンドの超絶美少女が転校してくるとするだろ」

「うん」

「しかもその子は、昔主人公の家に隣に住んでいた過去があって、すでに面識があったりするわけだ。ラブコメにおいては、そんなのもう明らかにヒロイン追加フラグだろ」

「そりゃ、そうならないとなんで登場したのかわからないしね」

「でも次回作の主人公は、その子よりも、物語の最初からずっと一緒にいるヒロインの魅力のことばっかり考えてるわけだ。一いち途ずで、きっと読者の好感度も上がること間違いなし」

　だいたい、ラブコメ作品の主人公は優柔不断すぎるんだよ。だから読者からヘイトを向けられることが多いんだ。

「それって結局ヒロインレースをして、他のヒロインが読者の想像よりも早く脱落してるってだけじゃない？」

「いや、それが、その子はヒロインレースには加わらないんだよ。その子の好意が主人公に向いてたら、ヒロインレースが始まる。この子はこんなに主人公のことが好きなのに、応えないなんてかわいそうだ！　って」

「……ん？　ってことは、そのヒロイン候補は主人公のことが好きにならないの？　思わせぶりに登場しといて？」

「そのとおり。とはいえ、ある程度キャラが近くにいてもらわないと話を転がせないから、別の理由で主人公のそばにいるようにする。だが、絶対にヒロインレースには加わらない」

「な、なるほど」

「思い入れがあるヒロインが脱落するから、みんな悲しむわけだ。そうならないように、フラグは即時粉砕していく。多種多様な方法で」

「それ面白いかなあ？」

「面白いって！　ああ、言葉じゃこの作品のエモさが伝わんないかなあ！」

「担当さんはどう言ってるわけ？」

「……まあ、待ってくれ。いまあの人の話はどうでもいいだろ。問題は、俺がどういう漫画を描きたいかということなんだ」

「いやいや」

　そう言ってから、茶菓上は露骨に鼻で笑う。その様子は、どこか自嘲気味でもあった。

「担当さんの同意がないと作品なんて描けるわけないじゃん。私が連載もらえるまで、どれだけ苦労したと思ってるの」

　会うたびに愚痴を聞かされていたから、茶菓上の苦労は俺もよく知っている。アイデアにあれこれと文句をつけられて、「あいつらは、人の漫画を否定すればいいと思ってる！」と猛たけり狂くるう彼女をなだめたことが、いったい何度あったことか。

　担当編集を納得させることは、漫画連載を勝ち取る上で、最初の、それでいて極めて高いハードルと言っていいだろう。

「……そこまで言うなら教えてやるが、感触はよくない」

「じゃあダメじゃん」

「面白さを理解してないだけなんだ。俺は、ほとんど勢いとライブ感を大事にしてきた漫画家！　連載が始まってしまえば、どうとでもなる！」

　俺は血気盛んに立ち上がり、

「実際、『増井さん』だって、最初やろうと思ってた方向性とはまるっきり変わっていったからな！」

「その結果が？」

「……ヒロインレースからの炎上です」

　しおらしく席についた。そして突っ伏す。

「茶菓上がいじめる」

「いや、だから泣かないでってば……まあ、ほら、いま薬師くんも言ってたみたいにさ？　言葉じゃ面白さが伝わらないこともあるわけだし、ネーム切って見せてみたら？　そしたら、担当さんの気も変わるかもよ」

「いや、あの人もコンセプト自体はいいって言ってるんだよ！」

　ガバっと顔を上げて言うと、茶菓上は小さく身体からだを震わせた。

「わっ、びっくりした……って、え、なんて？　コンセプトはいい？」

「そうそう。誰もやったことのない物事に挑戦するのは悪いことじゃないって」

「そしたら、どこがいけないの？」

「一番のネックは、やっぱり『一強ヒロインもののラブコメ』っていう構造にあるんじゃないかって。俺って、ネタ切れを色んなヒロインのキャラ性能でカバーしてきただろ？」

「うん、まあ」

「そのキャラをどこから持ってきたかって言ったら、他のラブコメ作品からなんだよな。漫画の一番の資料は漫画──そんな先人の教えに啓発され、ラブコメ漫画を読よみ漁あさった。その結果として、キャラを小手先で生みだすことだけはできるようになったわけだけど」

「薬師くんって、たまに自己評価高いのか低いのか、わかんなくなるときあるよね」

「まあ、聞いてくれ。自慢じゃないが、俺は十七歳になるいまのいままで、彼女という存在がいたことがない。つまり、女の子とつき合ってドキドキしたこととか、リアルな対象に萌もえを感じたことがないってことなんだ」

「……っ！」

「つまり俺の薄っぺらい人生経験じゃ、一強ヒロインもののラブコメは描けないだろう……と、そういう判断を下されたわけだ。今後は、小手先のキャラで誤魔化すことができなくなるわけだからな。相手のちょっとした態度から感じる機微とか、恋の駆け引きによって得られる繊細な心の動きとか知っとかないと、一人のヒロインを可か愛わいく描き続けることはできない、って」

「た、担当さんがそう言ったの？」

「そうそう。もっと突っ込んで言うと、『彼女を作れ』って」

「──ふにゃあ!?　か、彼女!?」

　茶菓上が素っ頓狂な声を上げる。

「ああ。彼女ができたら一強ヒロインものを描かせてやるって、こうきたわけだ。あの『萌もえ暴君』らしい横暴この上ない条件だけど、考えようによっては納得せざるを得ないところもある。俺は高校生活のほとんどを漫画連載に費やしてきたわけだしな。ここらでひとつ彼女でも作って青春とやらを謳おう歌かしとくのも、後々の漫画家生活にとってはプラスかもしれない」

「か、簡単に言うね……？　彼女でもって……」

「え？　だって漫画の連載を勝ち取ることに比べたら、彼女を作るなんて余裕だろ？」

「ひょ、ひょっとして、当てとかあるの？」

　おずおずしながら、茶菓上が訊たずねてくる。

「いや、まったくない。いま言っただろ。俺はこれまでの高校生活のほとんどを漫画に捧ささげてきた。学校にいる間はほとんど寝てばっかりだから、クラスには友だちすらいない」

「なあんだ、じゃあダメじゃん」

　急ににこやかになって言ってくる茶菓上。なんだろう、台詞せりふと態度が一致してない気がするんだけどな。

　若干むっとして、俺は彼女に訊たずねた。

「……そういう茶菓上はどうなわけ？　俺含む漫研メンバー以外で、友だちとかいる？」

　あ、いたらそこから交流を広げていけばいいかもしれない。うーん、やはり俺はライブ感を大事にする漫画家。いまのはなんの気ない質問だったけれども、すぐにそこからアイデアを引っ張りだすことができる。

「いないよ。私だって学校では寝てばっかりだから。学校で話すのなんて、薬師くんとしおりちゃんくらい」

　ダメでした。八つ当たりこの上ないが、イラっとした。

「なんで寝てばっかりいるんだよ！　茶菓上は連載持ってなかったろ!?　もっと高校生活をエンジョイしろよ！」

「連載持ってない漫画家が暇とか、決めつけはやめてよね！　アシスタント作業とか、ネーム切ったりとか、私にもやらなきゃいけないことがたくさんあったの！」

「彩いろどりのない青春を送って、悲しくならないのか!?」

「そっくりそのまま、言葉をお返ししますぅ！」

　俺たちは、しばらく睨にらみ合あっていた。が、すぐにどちらからともなく、それがあまりにも無意味で虚むなしい行為か気づいてやめた。争いは同レベルの者同士でしか発生しないのである。

「……まあ、いいか。俺はやる気になればとりあえず動いてみる男。そして動くだけでなく、これまで必ず結果を出してきた男。そんな俺が彼女を作ろうと思ったが最後、すでに彼女は作れていると言っても過言ではない。近い未来、俺の隣にいる彼女に同情するぜ！　なにせ、すでに攻略は終わっているようなものだからな！」

　俄が然ぜんとして、俺がやる気に燃えているときだった。

　茶菓上のやつが、なにやらもじもじしながら切りだした。

「あ、あのさ……薬師くん？」

「ん、なに？」

「そ、その……いま特定の女の子とつき合ってなくて……でも、つき合いたいっていう意志はあるんだよね？」

「そういう話をしてただろ」

　いったいなにを聞いていたのか。

「そ、そしたらね？　その……たとえばだよ？　本当にたとえばの話だけど、わ、わた、私とか──」

　そのとき、ポケットの中で携帯がくぐもった着信音を発した。

　取りだして見ると、画面には「巡めぐり川かわ萌も絵え」とある。担当編集からだ。

「ごめん、茶菓上。『萌もえ暴君』からだ。ちょっと出るな」

「……ふえ？」

「もしもし」

　目を丸くして固まる茶菓上からすっと視線を逸そらし、俺は通話を開始した。
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「え？　なんですって？　ヒロインは一人でいいから、多重人格にしろ？　いや、それは違いますって！　そしたら、人格間でヒロインレースが始まっちゃうじゃないですか！」

　私は、顔が火ほ照てるのを感じながら、薬師くんが担当さんと電話で言い合いをする様子を見ていた。

　私、茶菓上むつきと、彼が出会ったのは、二年前の春──高校に入学したてのころの、クラブ見学会でのことだった。

　小学生のころから絵を描くのが好きだった私は、他のクラブに入るくらいなら～程度の軽い気持ちで、漫画研究会を覗のぞきに行ったのだ。

「新入生？」

「あ、は、はい」

「奇遇だな。俺もなんだ」

　部室にたった一人しかいなかった彼が、薬師くんだった。

　新入生というわりには、すでにその空間に馴な染じみきっているように思えた。お茶も出してくれたし。

「俺は三日前から来てるんだけどさ。先輩に会ったのはその日だけだったな。ここって先輩が三人しかいないらしい。三年生が二人。二年生が一人。で、みんなほとんど顔を出さないんだって」

「へえ、じゃあこの部って、ほぼ活動してないってことか」

「いや、それは違うぞ、茶菓上さん」

　そのときの彼は、私のことをさんづけで呼んでいた。

「違うって？」

「あの人たちは、学校にいる時間が惜しいんだよ！　きっと日々、投稿原稿や持ち込み原稿を描くので手一杯か……あるいは、すでに連載を持っていて忙しいに違いない！」

「会ったとき、そう言ってたの？」

「いや、言ってなかったけど、普通に考えればそうかなって」

　そう言って、彼はカバンの中から大量の原稿用紙を取りだした。

「これ、俺がいままで描いてきた漫画の一部」

　そのあまりの量に、私はひどく驚いた。原稿用紙の束は、高校に入って買わされた英語の辞書よりも分厚かったからだ。

「こ、こんなに漫画描いてるの!?」

「全部ボツだけどな。投稿したけど、落選して返ってきたやつ」

「……よ、読んでもいい？」

「むしろ、読んでもらいたいんだよ！　やっぱり漫画は読者がいないと、独りよがりになるからな。客観的な意見を聞きたくてここに来てたんだ。やっと他の人が来てくれた！」

　彼の漫画は独特のデフォルメが効いた絵で描かれていて、いま風ではないような気がした。けれども、それは彼自身にしか描けない世界に他ならず、内容の面白さは関係なく、純粋にすごいと思った。

　一方の私はといえば、好きな漫画やアニメのキャラを描いたりするくらいで、まだ一度も自分の漫画というものを描いたことがなかった。

　薬師くんは少し前まで中学生だったというのに、もう自分の世界を持っている……その事実に、嫉妬とか、悔しいとか、そういう類たぐいの感情は抱かなかった。そんな感情を抱いていいのは、自分に才能があると少しでも感じている者だけの特権だと思う。

　そのときの私は、ただ漠然と「ああ、きっとこういう人が漫画家になるんだろうな～」とだけ思った。

「茶菓上さんの漫画も見せてよ」

　私が薬師くんの描いた漫画を夢中で読んでいると、彼が突然そんなことを言いだした。

「え？　う～ん、実は私、漫画って描いたことなくて」

「……噓うそ、マジで？」

「マジで。絵を描くのは好きだけど」

　と言って、その日の授業中、適当に描いていた落書きを見せた。

「普通に上う手まいじゃん！　これだけ描けたら漫画描けるって！　なんで描かないの？」

「なんでって言われても」

　むしろ、いまの時期からバリバリに漫画を描いている方が異質な気がする。

「絵をデジタルで描いたことは？」

「あるよ。ペンタブなら持ってるし」

「じゃあ描けるじゃん。いまの時代、デジタルならアナログよりもほとんど手間をかけずに漫画描けるよ。めちゃくちゃ手が早ければ、アシスタントとかもなしで連載してる漫画家さんもいるらしいし。俺だってこの原稿、デジタルを印刷したやつなんだ」

　そう言ってから、彼はまたごそごそとカバンをまさぐって、今度はなにかの雑誌を取りだした。

「ほら、これ。俺、いまこの雑誌の賞目指して漫画描いてるんだけどさ」

「コミックノア？」

「そうそう。目標があった方が、なにかやろうって気になるだろ？　茶菓上さんも、この賞に出そうよ」

「いや、私は……」

「締め切りはゴールデンウィーク開けくらいまでだから、あと約ひと月。一本原稿仕上げるくらいなら余裕で間に合うって。俺は最低、三本は出す気でいるけど」

　半ば強引に私に「うん」と言わせると、薬師くんは嬉うれしそうに笑って、三日おきにこの部室に集まって作戦会議をしようと言いだした。

「初めてだから、わかんないことばっかだろ？　その都度、俺が教えてあげるからさ。デジタルなら、資料とかフリー素材をダウンロードするサイトとか、知らないと損な場所があるんだけど、必要性がわからないうちから言っても無駄だろうし」

　思えば、そのときからすでに私は薬師くんに惹ひかれていたんだと思う。

　とにかく、思いついたらやってみる。

　そんな彼の姿勢は、まさに私に足りないものだと思った。漠然と絵が好きだな～という気持ちから、はっきりと絵を仕事にしたいと思うようになったのも、そうやって彼に引っ張られるようにして漫画の道に足を踏み入れたからだ。

　薬師くんと部室で会って賞に向けた作戦会議をするうちに、気づいたとき、私はすでに彼のことが好きになってしまっていた。

　夢中になって人生初の原稿を仕上げたのも、漫画賞に応募するためというよりは、彼に自分の描いた漫画を見てもらいたいという気持ちの方が強かったと思う。

「……やばい、茶菓上だけが受賞したらどうしよう？」

　私の応募用原稿を見ると、途端に薬師くんは青ざめてそう言った。

「受かるわけないよ。初めて描いたのに」

「初めてとか関係ないんだ！　漫画の世界では、経験じゃなくて面白さが認められるもんなんだから！　悔しいけど、茶菓上は天才かもしれない……」

　彼は頭を搔かきむしると、私をジロリと睨にらんで、逃げるようにして部室から出ていった。

　嫌われてしまったかもしれない、とショックを受けていると、携帯に『もう一本描く！　茶菓上のよりも、もっと面白い漫画を！』とメッセージが入った。

　そうだ、こんなことでへこたれるような薬師くんじゃない。

　それから彼は三日で新しい原稿を仕上げ、賞の締め切りに間に合わせた。

　二人で一緒に原稿を投とう函かんして、そのだいたい二週間後に、私はコミックノアの編集さんから、受賞の連絡を受けた。あまりに突然のことで、会話の内容はよく覚えていない。ただひたすら、ペコペコしながら、はいはいと言っていた気がする。

　現実のことと思えずに、ぼーとしていると、そのすぐあとに薬師くんから電話がきた。

『──じゅ、受賞した！　茶菓上！　俺、受賞したぞ！』

　開口一番に彼がそう言うのを聞いて、私はようやくハッと目が覚めた気になった。そして、自分が受賞したことよりも、薬師くんの受賞を喜んでいる自分に気がついた。

「やったじゃん！　おめでとう、薬師くん！」

『最後に描いたやつが、ギリギリ佳作賞に引っかかったってさ！　だから、これは茶菓上のおかげだよ！　あの茶菓上の漫画に危機感を覚えてなかったら、俺は受賞できてなかったってことだからな！　ありがとう！』

　そう言われて、私は顔が熱くなるのを感じた。

「や、薬師くんの役に立てて嬉うれしいな……えへへ……」

『今度は茶菓上も受賞できるように、これから俺、もっと手伝うよ！　恩返しってやつだ！』

「あ、私も受賞したよ」

　それからしばらく、沈黙があった。

『……え、マジ？』

「うん、マジ。さっき編集さんから連絡があったの」

『……何賞？』

「えっと、コミックノア賞だって」

『佳作より上じゃないか！　ふざけんな！』

　すぐに通話は切られた。しかししばらくして、『本誌の連載デビューは俺の方が先だからな！』というメッセージが届き、私は感じたことのないような幸福感でいっぱいになって、携帯をぎゅっと抱きしめた。

　そのときには、私の薬師くんへの気持ちは、もうどうしようもなくなってしまっていた。
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「……だからあ！　俺が描きたいのはそんな絶望的な話じゃないんですよ！　だって、どう考えても嫌でしょ？　将来的に、勝ちヒロインとの行為とかピロートーク中に、負けヒロインが表に出てくるようなことがあり得るわけですよ!?　そんな脳が破壊されるような展開は、想像の余地にすらあっちゃいけない！　多重人格はダメ！　ヒロインは一人で、人格も一つ！」

　叩たたきつけるように言うと、薬師くんは苛いら立だった様子で通話を切った。

「くそっ、あのわからず屋の萌もえ暴君め。急に変なこと言いだしてきやがって……」

「新作のこと？」

「そうそう。俺の思い描くヒロインに、余計な属性をつけ加えようとしやがる。でも絶対に、思いどおりにはさせないからな。今度の作品は、俺が可か愛わいいと思う女の子を目いっぱい描くんだ！」

　可か愛わいいと思う女の子、と聞いて私はドキリとした。

　薬師くんが可か愛わいいと思うのは、どんな子なんだろう、と。

　思えばさっき、『増井さん』の中で彼のお気に入りがいるという話だった。

　帰ったら、また『増井さん』を読み返そう、と私は密ひそかに決心した。

「え～と、それでなんの話をしてたっけ？　ああ、そうだ！　いまから彼女を作るっていう話だったな！」

「そ、そうだね……」

「そういえば電話の前、茶菓上、なにか言いかけてなかったっけ？」

　それで、私は先ほど自分が勢いで薬師くんに告白しようとしていたことに気づいて、顔が赤くなるのを感じた。なんて無茶なことをしようとしていたんだろ、私！

「い、いや、なんでもないよ！」

「そうか。まあ、見ててくれ。俺が本気を出せば、彼女なんてすぐできるからな」

　腕を組み、自信満々な様子でうんうんとうなずく薬師くん。

　と、とりあえず、彼の好みを把握するのが先決だよね！　そうしてからじゃないと、自信を持って動けないし……。なんにしても、今日いきなり告白なんてことは無謀すぎる。ひとまずの様子見……うん、それがいい。

　思い立ったらすぐ動いてみる薬師くんのような行動力は、残念ながらいまの私にはまだ備わっていなかったのだ。
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「……心が折れた。誰も俺を仲間に入れてくれない」

　放課後、俺は久しぶりに訪れた漫研の部室で、絶望的な気分を味わっていた。

　彼女を作るためにまず人脈を広げよう、と勇んでクラスメートたちに声をかけてみたものの、返ってきたのは「なんだこいつ……」と言わんばかりの白い目だった。

　思えば、俺は高校入学以来、周りとまったくといっていいほどコミュニケーションを取らず、一いつ匹ぴき狼おおかみ（自称）としてのアイデンティティを築き上げてきた。そんなやつが、高校生活も後半に差し掛かった三年生のいまごろになって、すでにできあがっているコミュニティに切り込もうとしても、跳ね返されるのは当たり前というもの。

「せ、せめてクラス替えのタイミングだったなら……！　そうすれば新学年デビューという名目で、まだ周りの目も温かかったものを！　ああ、完全に機を逸した！」

　いまはもう梅雨入り間近の六月。大学に進学する気のない俺と違って、クラスメートたちの話題は、ほとんど受験一色になり始めている時期である。そんなときに、漫画やアニメの知識を武器にして切りかかっていくのは無謀、と考えたまではよかった。そこで俺は「勉強」と「漫画」の折衷案として、ネットで見たことのある面白ネタでみなに話しかけた。

　──オッス、オラ素数、いっちょ割ってみっか──

　……結果は前述。白い目の雨あられ。

　いまから思うと、それはもうひどいしくじりだった。死にたい。

「……元気を出してください、先生」

　そう言って、机に突っ伏したままの俺の手を取るのは、一学年下の女の子だった。

　名前は都と喜き村むらしおり。

　さらっとした長い黒髪に眼鏡という、文学少女チックなルックスの彼女は、去年からこないだの連載終了まで俺の漫画のアシスタントをしてくれていた、最初にして唯一のチームスタッフである。

　ちなみに、去年の春に文学部と間違ってこの部室を訪れていたところを茶菓上に捕獲され、半ば強引な方法で入部してもらったとき以来のつき合いだ。

「先生はやめてくれ、都喜村さん。俺はもはや、連載を持たない一般人にすぎない。受験もせず、新しい連載も勝ち取れず、このままニート人生を送っていくんだ……はあ……」

「いいえ、先生はどんな状況になっても、わたしの先生です！　先生はいつも、優しくわたしを導いてくれたじゃないですか！」

　そう言って、握る手にきゅっと力を込めてくる都喜村さん。

　彼女は中学時代に児童文学の賞を取った才媛だったが、絵で自分の世界を構築できる漫画にも興味を示し、いまはその勉強をしているところだった。

　とはいえ、極めて優秀で、なにを教えても吞のみ込みが早い彼女に、もう俺が教えられるようなことはほとんどない。一を聞いて十を知るという言葉は、こういう人のためにあるのだと思う。

「ずっと一人でも連載できたのに、わざわざ漫画技術を教えるためだけに、わたしをアシスタントにしてくれましたよね？　先生には、本当に感謝しているんです」

「……いや、あのときは本当に猫の手を借りたいくらい大変な時期だっただけだよ……」

「だったら、素しろ人うとを使うのはおかしいじゃないですか。先生がなにからなにまで手取り足取り教えてくれたから、いまのわたしがあるんです。ようやく最近になって、マシになってきたかもって……」

「本当にもうやめてくれ、先生なんて。俺は所詮、負け犬なんだ。孤独で誰とも割かり合えない素数なんだ。こんな俺から、君が学べるものなんて、もうなにもないんだ……」

「そ、そしたら……」

　そう言ってからひとしきりもじもじして、都喜村さんは続けた。

「……先生がダメなら、先輩って呼んでもいいですか？」

　突然、放たれたその言葉で、俺は内心がざわつくのを感じた。

　──先輩──だと？

　確かに俺は三年生。そして彼女は二年生。いままでほとんど意識したことはなかったが、俺と彼女は、なるほど先輩と後輩の間柄なのである。

　先輩、先輩、といまの彼女の言葉が、俺の中で反はん芻すうされる。

　うわあ、どうしよう！　なんていうか、すごくいいかもしれない！　すごくラブコメっぽいシチュエーションかもしれない！

　よくわからなかったが、とにかく理屈を超えた元気が出てきた気がする！

「……先輩か」

　俺は、ゆっくりと身体からだを起こした。

「もう一回呼んでもらえるかな？　ん？」

「薬師先輩！」

「いいぞお！　もう一声！」

「薬師先輩、元気出してください！　周りの人は、先輩の人柄や魅力に気づいてないだけなんです！　わたしは、先輩のいいところをたくさん知っています！」

「ありがとう、都喜村さん。ふっふ、ちょっとした失敗でくよくよするなんて、確かに俺らしくなかったな。失敗は成功のママ！　失敗にバブミを感じてオギャる、最高に尊い！」

「『増井さん増殖中！』第十三話のネタですね！　流石です、先輩！」

　俺はキメ顔でゆっくり立ち上がると、窓まど際ぎわまで歩いてカーテンをさっと開いた。

　キャラが立ち直ったとき、漫画的な演出として快晴の空を用意するものだが、梅雨入り間近の今日はあいにくの大雨だった。

　くそっ、空気読めよ、世界。

　とりあえず、俺は「やまない雨はない！」と、それっぽいことを言って元の席に戻った。

「あの、先生……あ、いや、先輩」

　そのとき、都喜村さんがなにかを言いかけて、慌てて言葉を訂正した。

「ああ、いいよ。もう別に、好きに呼んでくれたら。さっきのはちょっと新鮮なシチュエーションで胸がときめいたってだけだし。おかげで立ち直れたから」

「そしたら、やっぱり先生」

　言いながら、もじもじと恥ずかしそうに身体からだを揺らす都喜村さん。

「じ、実は今日、先生に伝えたいことがあって……」

「伝えたいこと？」

「はい。連載中はこんなこと、きっとご迷惑だろうなって思ってたから、ずっと内緒にしていたんですけど……」

　上目づかいで見つめてくる後輩の女の子。そして、舞台は放課後の部室。

　……あれ？　ひょっとして、これ、告白とか？

　俺のラブコメ脳が、わかりやすいフラグをキャッチする。いや、これはほぼ間違いなくそうでしょ。さっきの先輩、後輩云うん々ぬんのときに感じたラブコメの波動は、ここにきてさらに大きくなっている。

　いや、しかし、ちょっと待ってくれ。

　──都喜村さんが俺に告白したとする。

　──そして、俺がオーケーしたとする。

　──すると、都喜村さんは俺の彼女となる。

　……ということは？

「……連載だ」

「え？」

「俺は連載を始められる！　萌もえ暴君め、見たかあ！　あの程度の条件など、俺にとっては障害にすらなり得ないということよ！　やはり俺は、やると決めたことはやり遂げる男！」

「れ、連載？　あの、先生！　なにを言っているんですか？」

　立ち上がって気炎を上げる俺を、マイスイートハニーは驚いた様子で見つめている。よくよく見ると、彼女はすごく可か愛わいいらしい容姿をしているじゃないか。どうしていままで気づかなかったのだろう？

「ああ、そうか。すまない、きちんと最後まで話を聞くべきだったね、ハニー」

「ハニー？」

「それにしたって、もっと早くに伝えてくれていたらよかったのに」

　そうすれば、俺は今日一日、将来的に黒歴史の一ページとして思いだすであろう苦痛を味わわずに済んだのだから。

　とはいえ、それももはや些さ細さいな痛み。

　これから始まるバラ色の青春に比べれば、大した問題ではない。

「まあ、先に言っておくけどね。なんにせよ、俺の返事はオーケー、ということだ」

「ほ、本当ですか!?」

「ふっ、男に二言はない」

「そ、そしたら、その……」

　都喜村さんの頰は、もう真っ赤だった。それを見て、俺はさらに勝ちの確信を深めた。だって女の子がここまで照れることなんて、告白以外にあり得ないし！

「こ、これ、読んでください！」

　彼女は頭を下げ、封筒を差しだしてくる。

　なるほど、ラブレター形式を選んだのか。

　思えば彼女は文学賞を受賞したことのある才媛、意中の相手への愛を語る際に、自分の強みを活いかそうとするのは実に正しい選択と言える。

「ありがとう、大切に読ませてもらうよ」

　俺は彼女の手から、優しく封筒を受け取った。

　わりかし重かった。いや、何枚書いたんだよ！　やめろよな、もう！　そんなにされちゃうと、こっちも照れくさくなるだろ！

　ニヤつく顔を必死に取り繕いながら、封筒の中から用紙を取りだす。




　──そこには、漫画が描かれていた。




「……え？」

「は、初めて、漫画を描いてみたんです！　本当はもっと早くにできあがっていたんですけど、連載中は先生のご迷惑になるから、お見せしない方がいいかなって！」

「え、ちょ、ま……漫画？」

「はい、漫画です」

　他になにがあります？　と言わんばかりの顔で、小首を傾かしげる都喜村さん。

「そうかあ、漫画かあ……そ、そうだよなあ、普通に考えれば、そりゃ漫画だよなあ……」

　俺は頰が引きつるのを感じながら、泣きそうになるのを必死にこらえる羽目になった。

　いや、だからさ……。

　さっきから、空気読めよ、世界。

　ラブコメ漫画なら、ここは絶好の告白シチュエーションだったじゃないか。




　　　　　４




　悲しい勘違いがあったとはいえ、俺も連載を持っていた漫画家。それはつまり、三度の飯よりも漫画を読み、研究するのが好きな人種ということに他ならない。

　漫画に向かい合ったときには、私的な感情を脇に置いておくことくらい造作もないことだ。

「……拝見しました」

　最後のページを読み終えてから、俺がそう言うと、都喜村さんは緊張しきった様子で、ピンと背筋を伸ばした。

「ど、どうでしょうか、先生！」

「面白いよ」

「ほ、本当ですか!?」

　目の前の少女が、ぱっと笑顔になる。

「面白いけど、これだったら小説にした方がもっと面白いんじゃない？」

　すると、笑顔だったその表情に、さっと影が落ちた。

「……あの、それって、どういうことでしょうか……？」

「端的に言うと、文章で説明しすぎてる。これ、絵がなくても内容がほとんど伝わる場面が多いんだよ」

「つまり、漫画っぽくないってことですか？」

「う～ん、絵と文章が重複してるっていうのかな。たとえば、ここでは心情描写をモノローグ入れて細かくやってるじゃない？」

「はい」

「でも、ここで説明していることって、キャラの表情を見ればだいたい伝わるんだよ。こういう状況があって、こういう性格の子がいたら、こう考えるよねっていうことを、わざわざ文章で説明してるんだ」

「な、なるほど」

「丁寧に描写しなくても、読者はだいたいわかってくれるもんだよ。一ページ目に時代背景とか結構書いてるけど、こういうのも別にいらない情報だと思う。背景にある建物の形式とか見れば、だいたいそれっぽい時代とか、読者の方で勝手に補完してくれるものだから。絵っていうのは、それだけ力があるんだ。読者を信頼して、いい意味で突き放す。漫画を描くときには、そういう考え方を持っていた方がいいと思う」

「読者を信頼して、突き放す……」

　都喜村さんはぐいと前のめりになり、その勢いで下がった眼鏡の位置を直した。俺は「眼鏡を直す」という漫画表現をキャラの知的さを表す描写として使ったことしかなかったが、なるほどこういうおっちょこちょいなところも表現できるのか、と勉強できた気になった。

「俺が都喜村さんの小説を漫画にしてみたときのこと、覚えてる？」

　俺は原稿にもう一度目を落として、そう訊たずねた。

「は、はい！　もちろんです。あのときいただいた原稿は、わたしの一生の宝物ですから……」

「多分、あれって、小説を書いた都喜村さんからすれば、完全に納得のいく漫画化じゃなかったと思うんだ。文章で書かれていた情報量を、だいぶ切り落としていたから」

「いえ、そんなことは……」

「いや、それでいいと思うんだよ。むしろ、そうあるべきだ。自分の作品に自信があるってことなんだから」

　そう言って都喜村さんの顔をちらりと一いち瞥べつすると、彼女は頰を染めたまま、気まずそうにこくりとうなずいた。

「は、はい……」

「うん。でも、小説の情報量を、完全に落とし込んだコミカライズなんてのは存在しない。どうしても情報の取捨選択をする必要が出てくる。そのためにどうするか？　一つの例として、視点の話をしたよね？　漫画と小説では、描き方の視点が違ってるっていう話」

「小説は固定された一つの視点、漫画は神視点っていうお話ですよね？」

「そうそう。小説にも色々な用法があるけど、基本的にはその章やパートで主となるキャラの視点を固定して、そのキャラが知り得ぬ情報は書かない。つまり、主キャラ以外のキャラの考えはわからない。それがルールだけど、漫画は一つのコマの中で、いくつものキャラが想像の吹き出しで、それぞれ考えていることを表現してもいい」

「それが、神様が見ているような視点って話ですよね」

　流石は一を聞いて十を知る少女。一度話したことをよく理解している。

「今日見せてもらった漫画は、登場人物それぞれのキャラ視点で書かれている場面が多い気がする。だから、情報量が多くなる。カメラをすっと下げて、神視点にすることで、もっと情報量を絞れると思うんだよ。とにかく、いまの都喜村さんは、文字をどれだけ少なくできるかを考えながら漫画を描いたほうがいいと思う」

「文字を少なく……ですか」

「昔のパントマイム映画なんか、参考になるかもしれないね。俳優が台詞せりふを一切しゃべらないのに、視聴者には内容が伝わるんだ。そこには、視覚的な動きだけで、物語を伝える技術が詰まってる」

「べ、勉強してみます！」

　勢いよく言って、ぺこりと頭を下げる都喜村さん。

「まあ、耳に痛いことばっかりいったかもしれないけどさ。正直言って、一年かそこらでここまで漫画描けるってすごいことだと思うよ。絵、めちゃくちゃ上う手まくなったよね」

「そうですか？」

「うん。俺の絵の真ま似ねをやめたのは、ちょっと寂しいけど」

　すると、都喜村さんは居心地悪そうにもじもじした。

「だ、だって、それは先生が、『俺の絵のコピーはやめて、そろそろ自分の絵を描いたら？』って言ったから……」

「あはは、ごめんごめん、そうだった」

　最初のころ、彼女は暇さえあれば俺の絵の模写ばかりやっていた。正直、俺の絵は自分でも妙なデフォルメが効きすぎていると思うので、変な癖がつくのも悪いと思って、ある時期でやめるように言ったのだ。

　とはいえ、彼女の絵にはまだ俺の絵の名残がある。ただ、きちんと自分の絵として特徴を落とし込めているので、真ま似ねというよりは昇華に近いレベルになっているだろう。

「でさ、この原稿って、どこかに投稿したり、持ち込んだりしようと思ってるわけ？」

　俺が身を乗りだして言うと、都喜村さんはきょとんとして固まった。

「へ？」

「へ、じゃないだろ。せっかく描いたんだから、誰かに評価をもらわないともったいないよ」

「いま先生にもらったじゃないですか」

「俺の考えが絶対ってわけじゃないだろ？　なんだったら、萌もえ暴君に見てもらう？」

　その提案を聞いて、都喜村さんはさっと顔を青ざめさせる。

「い、いえ、それは……」

「ビビってちゃダメだって。茶菓上なんて、初めて描いた漫画で受賞したんだぞ。受かりっこないとか言ってたくせに、俺よりも上の賞を受賞しやがったんだ。明らかに俺の漫画の方が面白かったけど！　……だからまあ、なにが言いたいかって言うと、結果はやってみるまでわからないってことだよ」

「うーん、で、でも……今日、先生にいただいた意見を参考にして、描き直してみたいです……先生にオーケーをもらってからじゃないと、自信が持てないっていうか……」

「ああ、そう？　そしたら、もうちょっと助言っていうか、俺だったらこの漫画をどんな感じに描くか、いまからちょっとネーム切ってみようか？」

「いいんですか!?」

　そんなに瞳をキラキラと輝かせて言われると、照れくさくなるな。可か愛わいらしく頰まで染めちゃってさ。ほんと、勘違いさせないでほしいよ、まったく。

　都喜村さんは俺の天才的な漫画の才能を尊敬しているだけで、俺自体を恋愛対象として見ているわけではない──このことを肝に銘じておかないと、同じ失敗をしてしまいかねないな。くそっ、まったく俺の才能が憎らしいぜ！

「いいよ、どうせ暇だし。せっかく漫研の部室にいるんだし、それらしい活動をしようじゃないか」

「ありがとうございます！」

　俺がルーズリーフを取りだして、ネーム作業を開始しようとしたそのとき、制服のポケットの中で、携帯がくぐもった着信音を発した。

　取りだして見ると、着信の主は茶菓上である。

「ごめん、茶菓上から電話かかってきた。ちょっと出るね」

「……え、あ、はい」

「もしもし」

　いそいそと俺の隣に椅子を持ってきていた都喜村さんを脇に、俺は通話ボタンをタップした。

『あ、薬師くん？』

「おお、茶菓上、どうしたの？」

『いや、実は、ちょっと相談したいことがあってさ……』

「なに？」

『薬師くんって、連載終わってから暇してるわけじゃん？』

「……おぅっふ！」

　相変わらず、ナチュラルに攻撃力の高い言葉を投げつけてくるやつだ。

「……まあ、そうだけど」

『そ、そしたらさ！　次の連載が始まるまででいいから、私のアシスタントとかしてみる気ないかなって！　ほら、薬師くんって受賞してからすぐ連載持ったから、アシ経験ないでしょ!?　でも、あれって実はすごく勉強になるんだよね！　私も他の漫画家さんのアシ作業を通して、勉強できたこといっぱいあるし！　だから、その……』

　途中まで早口でまくしたてると、最後の方をごにょごにょと言いい淀よどむようにして、

『……どうかな？』

「ほう、アシスタントか」

『担当さんにも、知り合いがいるならそっちから当たってって言われてて！　最初に思いついたのが薬師くんだっていうだけなんだけど！』

「なにをそんなに焦あせってるんだ？　ふっふ、察するに、超天才人気漫画家の力を借りて、自作の人気にブーストを掛けたいといったところか……」

『そうそう。チョーテンサイ人気漫画家の力を借りて』

　まったく心こもってない気がするんだよな。空気感くらい合わせてくれないと、こっちが馬鹿みたいじゃないか。

　俺が微妙に恥ずかしく思っていると、都喜村さんに制服の袖をちょいちょいと引っ張られた。

「……ん？　どうかした？」

「茶菓上先輩にアシスタントが必要なら、わたしがやりますけど」

　なるほど、そういえば彼女はずっと俺の漫画を手伝ってくれていた有能アシスタント。最初はベタやトーン貼りだけだった作業も、いまは背景やモブの描き込みを任せるレベルにまで上がっている。アシ経験がない俺に比べて、彼女の方が茶菓上の役に立てる可能性は高いのではないだろうか。幸か不幸か、こうして俺の連載が終わったいま、手は空いているわけだし。

「茶菓上、都喜村さんがやってもいいって言ってくれてるけど、どうだ？」

　俺がそう訊たずねると、しばらく通話口の向こうで沈黙があった。

「……おーい、茶菓上？　聞こえてる？」

『……ちょっと待って。言ってくれてるってなに？　いま薬師くんって、しおりちゃんと一緒にいるの？』

「え？　ああ、そうだよ。漫研の部室にいる。ま、いわゆる部活動ってやつだな」

『……私も漫研なのに、なんの連絡も受けてないんだけど？』

「そりゃ茶菓上は連載を持ってるんだから、それどころじゃないだろ」

　コミックノアは二週間に一度発行される隔週誌。看板作として毎回二話分近く描かされていた俺ほどでないにしても、学業と掛け持ちしている茶菓上だって余裕はないはずだ。

　今日誘わなかったのは、俺なりの思いやりである。しかし──

『──私もいまから行く！　よく考えたら、こんなこと電話じゃ話しづらいもんね!?　すぐそっち行くから、それから話そうよ！』

「え？　わざわざこっち来るのか？　てか、いまどこにいるわけ？」

『駅！　すぐ戻るから！』

　それを最後に、ブツリと通話が切られた。

　俺は怪け訝げんに思いながら、都喜村さんの方を一いち瞥べつした。

「……なんか、いまから茶菓上も来るって」

「そうですか」

「まあ、いいや。そんなことよりネームだ、ネーム」

　俺は気持ちを切り替えて、ルーズリーフに向き直った。




　　　　　５




　わたしは、真剣な様子でネーム作業をする先生の横顔を、うっとりと見つめていました。

　先生のアシスタントとして活動していたとはいえ、デジタル環境で漫画を描くなら、同じ部屋で作業をする必要はほとんどありません。メールでもらった原稿と指示書を見て、ときどきわからないことがあったら通話をつなげて……というのが主だったので、実際に作業をする先生を見るのは、本当に貴重な経験です。

　思わぬ幸運にドキドキしながら、わたしはそういえば初めて先生と出会ったのが、この部室だったことを思いだして、頰が熱くなるのを感じました。

　いわゆる、黒歴史というやつでしょうか？　そのときのわたしは、自分勝手で嫌な人間だったから。先生がいまもこうして優しく接してくれるのが、本当に奇跡みたいです。




　　　　　※




　父の海外赴任が突然決まったのは、わたしが中学校を卒業しようというときでした。

「しおりは日本に残りなさい。せっかく高校にも受かったんだしな。おじいちゃんとおばあちゃんにも、なにか困ったことがあったら助けてくれるように頼んでるから」

　父は複雑そうな顔で言って、「いつも迷惑をかけて、ごめんな」と頭を下げました。

「本当は、お父さんもしおりと一緒に暮らしたい。でも、同僚のお子さんが、海外の生活に馴な染じめなくて、ノイローゼになったっていう話をたくさん聞くんだ。お父さんは、しおりにはそんな目に遭ってほしくない。できるだけ早く日本に帰ってこられるように頑張るから、しおりも少しだけ辛抱してほしい」

「ううん、わたし、平気だよ。ご飯だって作れるし、お洗濯だって」

　父子家庭だったわたしは、小さいころから父に心配をかけたくないと思い、率先して家のことをやっていたので、家事全般はできるようになっていたのです。しかし、父はそれでますますわたしに後ろめたさを感じたのか、昔からよく「欲しいものはないか」と聞いてきました。

　多分、楽しみを見つけてほしかったのだと思います。父の目には、わたしが小さいころから苦労ばかりしているように映っていたのだ、と。

　だから、わたしはそのときも、すぐに気を回して言いました。

「楽しみだってあるし。わたしの書いた本ね。この間、出版社さんにファンレターが届いたんだって」

「そうか！　すごいな、しおりは！」

　父が目じりを下げたのを見て、わたしはほっとしました。児童文学賞を受賞したときも、父はすごく喜んでくれたので、なにかにつけてわたしはこの話題をよく出しました。

　でも、ファンレターの話は噓うそでした。むしろ、同時期に受賞した他の作品がどんどん人気になっているのに対して、わたしの作品は続刊が出せるかギリギリだという話を、担当編集の方から聞かされていました。

「わたし、いまは物語を書くのがすごく楽しいの。お父さんが帰ってくるころには、わたし大作家になってるかも。だから、わたしのことはそんなに心配しないで。お仕事、頑張ってね」

　自分に噓うそを吐つくのは、もう慣れっこ。

　そうやって始まった、高校生での一人暮らし。

　不安もありましたが、弱音を吐いて父に迷惑をかけたくないので、頑張るしかないと自分に言い聞かせました。

「……君かね？　我が漫画研究部に入部したいという、期待のルーキーは？」

　そんなとき、わたしは薬師寺先生に出会いました。もちろん、そのとき先生は「薬師」と本名の方を名乗られましたが。

「……え、漫画研究部？　ここって文学部じゃないんですか？」

「文学部は隣だ。ここは栄誉ある漫画研究部。ここにいる茶菓上と俺、あとは三年生の幽霊部員が一人いるだけの少数精鋭部隊だ。しかし君も入れば、一個小隊くらいにはなる」

「わたし、文学部に入部しようと思っているんですけど」

「え」

　すると先生は、茶菓上先輩を糾弾するような目で見つめました。

「は、話が違うぞ、茶菓上！　入部希望者がいるって話だったろ！」

「え、だって、新入生が来たら俺を呼べって言ったじゃん！」

「あの、すみません。わたしが部室を間違えたのが悪かったんです。ご迷惑をおかけしました。これで失礼しますね」

「ちょ、ちょっと待ったあ！　文学に興味をお持ちということは、漫画適性もあるに違いない！　どっちも創作で、どっちも物語を書くという点においては同じだし！」

　とある理由で、そのときのわたしは漫画が嫌いだったので、文学をそんなものと一緒くたにされて、非常に腹が立ちました。

「漫画みたいな低俗なものと、文学を一緒にしないでください」

「……なんだと？」

「あんなものは、食べ物で言えば単なるジャンクフードです。摂取し続けていれば健康を害するように、漫画ばかり読んでいれば馬鹿になりますよ」

「ははーん、たまにいるんだ。そういうことを言うやつが。漫画の本当のすばらしさも知らずに、『世間がそう言ってるから』みたいな偏見に囚とらわれて、自分の頭で考えられない馬鹿がな」

「……わたしは馬鹿じゃありません」

「じゃあ、漫画のどこがダメなんだ？　説明してみろ」

「それは……」

　よくよく考えてみれば、私が漫画を嫌っているのはただの個人的な理由であって、それを補強しているのは、いま彼が言ったような「世間的に程度が低いものと見なされることが多いから」という理屈以外にないような気がしました。

「……漫画は単なる娯楽です。文学は芸術なんですよ」

「文学だって娯楽だろ？　楽しいから読む。そこに美しさを感じるから読む。結局は漫画も文学も、心を豊かにするために接するもんじゃないか」

「……屁へ理り屈くつを」

「そうかな？　一応言っておくと、別に俺は漫画の地位を向上させたくてこんなことを言ってるんじゃないよ。文学も漫画も、等しく娯楽性と芸術性を持ってると思ってるだけだ」

「漫画みたいなもののどこに芸術性があるんです？」

「漫画は芸術そのものさ。構成、コマ割り、描写……そのどこにも正解はなく、しかしそれでも正解を追い求める作業。道なき道を進み、そこに新たな道を築く行為。そんな求道の精神こそが、漫画を描くということの本質だ」

　そのときから、先生はとても弁が立ちました。

　このままでは言い負かされてしまうと思ったわたしは、見み栄えを張るためだけに権威にすがろうとしました。いまから思えば情けないことこの上ありませんが、自分を大きく見せて、相手を委縮させようとしたのです。

「わ、わたしはちょっとした文学賞を獲とったことがあります。そんなわたしに、芸術云うん々ぬんについて語る資格が、あなたにありますか？」

「え、文学賞……？」

　先生は目を丸くすると、茶菓上先輩を見て、それからまたわたしを見つめました。

「──すごいじゃん！　新入生ってことは、中学時代に獲とったってこと!?」

「え？　あ、まあ、はい……」

「なんていう賞？」

　あまりにもぐいぐい来られて、委縮してしまったのは逆にわたしの方です。

「あ、いえ、その……児童文学の賞なんですけど……○○社の……」

「○○社って、超一流出版社じゃん！　そこの児童文学賞を中学で獲とるとか、天才かよ！　なんて作品!?　買って読むから教えて！」

「い、いえ、買っていただくようなものでは……その、よかったら、差し上げましょうか？」

　焦あせったわたしは、カバンから自著を取りだしました。文学部に入部したら、部員の方にお近づきの印として渡そうと持ってきていたのです。

「マジか！　でももらうのは悪いから、読んだら返すよ！　君、一年の何組？」

「Ｃ組です。Ｃ組の、都喜村しおり……」

「わかった！　そしたらこれ、借りとくね！」

　じゃあ、と言わんばかりに、踵きびすを返かえす先生。流石に、茶菓上先輩が突っ込みました。

「ちょっと、薬師くん！　入部の話は？」

「まあ、待て、茶菓上。彼女の言う芸術を理解するためには、早急にこの本を読む必要があるんだ。思えば、俺たちは互いに無理解のまま無秩序な戦いを繰り広げていた。これほど愚かしいことはあるまい」

「なんかプロの作家さんに会って舞い上がってない？　ミーハーさが見え隠れしてる気がするんだけど……」

「見え隠れしてない！」

　ギャーギャーと騒ぎながら、二人はどこかへ行ってしまいました。

　結局その日は文学部へ行かず、その次の日も文学部へは行かず、わたしはあの二人がまたやってくるのを、そわそわして待つようになりました。なにせ、ファンレターの一つももらったことのないわたしは、本の感想を誰かに教えてもらったことがありません。インターネットでもレビューはなし。ここまでくると、よほど売れていないんだろうなあ、と後ろ向きになります。でも、ひょっとしたら、あの人たちは面白いと言ってくれるかもしれない……。

　しかし、そんな淡い期待などどこ吹く風とばかりに、二人は一週間以上現れませんでした。わたしは次第に、漫画なんかにかかずらっている人たちに期待したことを、後悔するようになりました。

　あれくらい平易に書かれた本なんて、その気になれば一、二時間で読み終わるはずです。要するに、口では読むと適当なことを言っておきながら、いまだに読もうとしていないのだ、と思い込んで、心底うんざりしました。

「……あんな人たちを信用するんじゃなかった」

　その日、わたしは朝からむかむかしながら登校して……自分の席に、先生が得意顔で座っているのを見て、啞あ然ぜんとしました。

「……え……な、なにやってるんですか？」

「君を待っていたに決まってるだろ！　一年Ｃ組、都喜村しおりさん！」

　見知らぬ二年生がいるというだけで、周りからは怪け訝げんな目を集めています。加えて、そんな異質な存在がいきなり奇声レベルの大声まで出したとあって、クラスは騒然としました。

　入学したばかりで、まだ自分の立ち位置も定まっていなかったわたしは、それはもう大慌てです。クラスメートから好奇の視線を浴びせられる中、顔に火ほ照てりを感じながら、先生を廊下まで連れていきました。

「や、やめてください……悪目立ちするじゃないですか！」

「君の本を読んだ」

　わたしの糾弾に悪びれる様子も見せず、先生はいきなりそう口にしました。

「……っ！　ず、ずいぶん時間がかかったんですね？　あれくらいの本を読むのに、一週間以上もかけるなんて……」

「君の本が面白かったからだ。そんな面白い本を書けるやつに反論するためには、生半可な方法では無理だと思ったからな」

　面白い、と言葉を聞いた瞬間、わたしはガツンと頭を殴られたような気持になりました。わたしの本が面白い？

　驚くわたしに、先生は封筒を差しだしました。

「……なんですか、これ？」

「漫画が、文学に負けていないという俺の反論だ」

　中身を取りだして見ると、あったのは原稿用紙の束。そして、そこに描かれていたのは漫画でした。

「君の小説の一章分を、漫画にした」

「わ、わたしの小説……？」

　そこに広がる世界を見て、わたしはまた驚きました。わたしが紡つむいだ言葉。わたしが生みだしたキャラクター。わたしの作った物語が、そこに姿かたちを変えて表現されていました。

　いえ、それはもはやわたしの作った物語という範はん疇ちゆうを超えてすらいました。わたしが予想していたイメージを遥はるかに上回り、見たことがあるようで、しかしまったく目新しい世界が、紙面いっぱいに活いき活いきと広がっている──その事実に、わたしは目を見張り、息をするのも忘れて、ただ夢中になってページをめくっていました。

　気づいたとき、わたしは自分が涙をこぼしているのに気づきました。

「え、ちょ、ど、どうして泣くわけ……!?　あ、まさかあれか!?　無許可の二次創作が許せないとか、そういう感じか!?」

　先生は途端に慌てふためき、見当外れのことを言いました。

「素敵……すごい……」

「え？」

「……漫画を低俗なものなんて言って、ごめんなさい」

　わたしは、どうにも自分が情けなくなって、自分が漫画を嫌っている理由を話しました。

　それは、嫉妬。

　同じ時期に受賞した他作品が人気になるにつれ、メディアミックスの一環としてコミカライズが始まっていたのです。それにつれて、それらの作品はますます人気になり、もはやわたしの作品では決して届かないようなところまで行ってしまった、ということも。

「……小説を漫画化して人気が出るなら、最初から漫画にすればいい。所詮、漫画が描けない人が書いた小説にすぎないんだって、そうやって自分を納得させていました。わたしの小説は違う。わたしの小説は、もっと高尚なものだって……」

　泣きながら話すわたしを、先生は黙って見守っていてくれました。

「でも、もしわたしが逆に、最初から成功した作家さん側の立場だったら、きっとそんなこと考えていなかったと思います。結局、わたしは嫉妬していただけ。だって、いまこうして自分の小説が漫画になっているのを見ると、どうしようもなく嬉うれしいんだから……」

「さ、さっきも言ったけど、君の作品は面白かったよ」

　先生はそう言って、おずおずとわたしにハンカチを渡してくれました。

「漫画業界でもそうだけど、面白い作品が売れるとは限らない。どうしても、運の要素も大きくなるんだ。だから、一つの作品が売れなかったからって、そんなに思い詰める必要はないと思う」

「……わたしの本、本当に面白いと思いましたか？」

「思ったよ。だから、俺は漫画を描いたんだ。言ったろ？　そうするしか、面白い作品を書ける文学至上主義者に、漫画のよさを理解してもらう方法はないと思ったって。それくらい、君の本は面白かった」

　照れくさそうに頰をかいて、先生は続けました。

「……あと、本当に面白いと思った作品には、俺も昔、よくファンアートとか描いて送ってたからな。俺自身、いまそういうのをもらうと嬉うれしいし。だから、その、これはファンレターとして描いたっていうのもある」

　ファンレターと聞いて、わたしは衝撃を受けました。誰にももらったことのなかったファンレターを、こんな素敵なかたちでもらえるなんて……。

「あの、さっきから出版業界に詳しい気がするんですけど、先輩って……？」

「……え？　ああ、そうか。そういえば、まだ言ってなかったな。俺はコミックノアで連載を持つ超天才人気漫画家、薬師寺錬れん太た！　大ヒット作『増井さん増殖中！』はもうすぐアニメも始まるから、是非見てくれよな！」

「れ、連載を持つ……超天才人気漫画家……？」

　そのときは、言っている意味がよくわかりませんでした。その意味が理解できたのは、そのあとこっそりスマホで調べた『薬師寺錬太』先生の絵が、『薬師先輩』が描いてくれた漫画の絵に酷似していたことに気づいてからです。

　わたしはわけもわからず、火ほ照てった頭で先生をぼうっと見つめながら、訊たずねていました。

「……先輩はこないだ、言っていましたよね？　文学と漫画はどっちも創作で、物語を書くという点においては同じだって」

「そのとおりだ」

「だったら、その、漫研に入れば……わたしにも、こんな素敵な漫画が描けますか？」

「漫画は、描けるか描けないかじゃない。描くか描かないかだ。描く気があれば、誰にだって描ける」

　その言葉で、わたしは漫画を描いてみたいと思いました。強引で、優しくて、なにより人を勇気づけられる力を持つこの人に、漫画を描く方法を教えてもらいたい、と。

　その日、わたしは漫画の道に足を踏み入れ……そして、生まれて初めて恋をしました。
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　ネーム作業をしている最中、俺はそれとなさを装よそおって、隣の都喜村さんに喫緊の話題を振ってみた。

「……あのさあ、都喜村さんって、クラスに友だちとか……いる？」

「え？　いますよ」

「マジで!?　漫画に携わっていながら、友だちがいるのか!?」

「漫画に携わることと友だちの有無は、関係ない気がしますけど……」

「俺はクラスに友だちがいない。茶菓上もクラスに友だちがいない。となれば漫画家的帰納法によって、漫画家はクラスに友だちがいないということにならないか？」

「えっと……あ、ひょっとしてあれかもしれませんね！　わたしは漫画家としてデビューしていませんから！　漫画の賞も取っていませんし！」

　都喜村さんのフォローが痛かった。彼女は優しいが、その優しさがいまの俺にはひどくこたえた。

「……いや、いいんだよ、気を使ってくれなくて。ただの冗談だから……」

「そういえば、どうして先生はいきなり友だちを作ろうとしたんですか？」

　小首を傾かしげて訊たずねてくる都喜村さん。

「彼女を作るためだ」

「……か、彼女っ!?」

「ああ。そのために、まずは人脈づくりをしようと思ったんだよな。しかしいまから思えば、学校というフィールドは俺にとってあまりに狭すぎる。今日のことは失敗というよりも、ちっぽけな器で満足するな、という神のお告げかもしれん」

　都喜村さんから、突っ込みはない。いや、突っ込んでくれないと、俺が本当に悲しいやつみたいになるだろ。

　俺が無理にキメ顔を作って、胃の痛さをこらえていると、都喜村さんが消え入りそうな声で囁ささやいた。

「せ、先生は、ど、どどどうして彼女を作ろうと……？」

「よく聞いてくれた！」

　彼女の質問を助け舟のように感じ、俺は担当から突きつけられた理不尽な条件を話した。

　いまの俺には、一強ヒロインものを描き続ける力はない。その力をつけるために、彼女を作って人生経験を積め、と言われたこと。

「な、なるほど。彼女を作ることが次回作の条件、ですか……」

「そうなんだよ。彼女と一緒にいて、ドキドキしたりワクワクしたりってことを、俺はいままでやってこなかった。そろそろ、萌もえを現実の女の子に求めたっていいころだと思う。ひいてはそれが、今後の創作活動の糧かてにもなるだろうしな！」

　すると、それからしばらく都喜村さんは押し黙ってしまった。

　真っ赤になってもじもじして、ちらりと俺の方を見ては、目が合ってさっと逸そらす、ということを何回も繰り返す。

　……あー、このパターンか、はいはい。

　どうせ、これもまた告白と見せかけて、また別のことを言いだすやつだろ？

　こんな俺にだって、学習能力くらいあるんだからな。先ほど痛い目を見たばかりで、また同じ期待をするほど馬鹿ではない。

　もじもじしながら、都喜村さんが切りだす。

「あ、あの……先生？」

「なに？」

「そ、その……いま特定の女性とおつき合いをしていなくて……でも、おつき合いはしたいっていう意志はあるんですよね？」

「そういう話をしてたよね」

　一を聞いて十を知る君らしくない。

「そ、そしたら、その……たとえばですよ？　本当にたとえばの話ですけど、わ、わた、わたしとか──」

「──お待たせえ！　現役連載プロ漫画家、茶菓上陸奥！　ただいまアマチュアたちの巣そう窟くつ、漫画研究部へと参上しましたあ！」

　そのとき、騒がしい声とともに、茶菓上が部室のドアを勢いよく開けて飛び込んできた。雨の中をよほど急いできたのか、息切れして肩を上下させる彼女は、着ている制服が透けて見えるほど全身びしょびしょだった。ビニール傘も持っていたが、「それ、本当に差してた？」と聞きたいレベルの濡ぬれネズミ状態である。

「ぜえ、ぜえ……タイムは？」

「いや、測ってねえよ」

「二十三分です」

「いや、測ってたのかよ」

　言いながら俺が都喜村さんの方を見ると、彼女は真っ赤な顔をさっと逸そらした。

　そんな様子になにを感じたのか、茶菓上は俺と都喜村さんの顔を視線で何度も往復させ、大声を出す。

「ちょっと！　ここでいまなにがあったの!?」

「なにって、ネーム作業をしていただけだが」

「ネーム作業？」

「見ろ、これは都喜村さんの書いた漫画だ。これを、俺ならどう描くかっていうのを試しにやってたところでな」

「……ふーん」

　訝いぶかし気に、都喜村さんの原稿をじろじろと見つめる茶菓上。

「それだけ？　しおりちゃん？」

「え？　は、はい。それだけです……」

「なんかラブコメ空間ができあがってたような気がしたけど……本当になにもない？」

「も、もももちろんです！　先生には、わたしの漫画を見ていただいていただけです！」

　茶菓上にまで原稿を見られてよほど恥ずかしいのか、都喜村さんは顔を真っ赤にしている。

「そっか！　そしたら、私もその漫画詳しく見せてもらってもいい？」

　急にケロッとにこやかな表情になると、茶菓上は嬉うれしそうに原稿を手に取ろうとする。

「おい、ちょっと待て、茶菓上。そんなにずぶ濡ぬれのままだと風邪ひくぞ。せめて体操服かなにかに着替えたらどうだ？」

「……む？　ああ、言われてみればそうだね。そしたら薬師くん、ちょっと部室出ててもらってもいい？」

「仕方があるまい」

　この部室を、俺と茶菓上はほとんど私物置きとして利用している。各自の体操着から教科書まで、なんでも揃そろっている。ゆえに、俺たちには忘れ物という概念が存在しない。家で勉強しない、ということでもあるが。

　とにもかくにも、俺はルーズリーフと都喜村さんの原稿を持って漫研の部室を出ると、廊下に胡坐あぐらをかき、ネーム作業の続きを再開し始めた。
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「……しおりちゃん、薬師くんからあの話聞いた？」

　私は触れた制服を脱ぎながら、しおりちゃんにそう訊たずねた。

「あの話ってなんでしょうか？」

「薬師くんの次回作の話」

「えっと、一強ヒロインものを書こうとしている、というお話ですよね？」

「そうそう。で、そのために彼女を作れって担当さんから言われたってことも。……聞いた？」

「え、えっと、その……」

　しおりちゃんは真っ赤になって身を小さくすると、消え入りそうな声で「……はい」と答えた。

　恥ずかしそうな彼女を見ていると、なんだかこっちまで恥ずかしくなってくる。

「あ、あはは、担当さんもむちゃくちゃ言うよね～。薬師くんみたいな漫画バカが、そう簡単に彼女なんて作れるわけないのにさ～」

「そ、そんなことありません！　先生は素敵な人ですから、もたもたしてるとすぐに──」

　そこまで言って、しおりちゃんはますます真っ赤になってうつむく。

「……すみません、茶菓上先輩。いまの、忘れてください……」

　いや、忘れろってなにをさ!?　薬師くんのことを素敵な人とか言うって、つまりそういうことだよね!?

　語るに落ちるとはまさにこのこと！

　私は、思わぬライバルの登場に、焦燥感で心がぞわぞわするのを感じた。

「ま、まさか、しおりちゃんって……薬師くんのこと好きなの……？」

「ち、違います！　わたしはただ先生を尊敬しているのであって、決して先生とおつき合いをしたいとか、そういうことを考えているわけではなくてですねっ……！」

「あっ、そうなんだ。よかったあ……」

　ほっとした私がポロッとそう言うと、しおりちゃんの顔つきが一変した。

「……よかった？　それ、どういう意味ですか？」

「はっ!?」

「まさか茶菓上先輩……先生のこと、好きなんですか？」

「ふにゃあ!?　な、なに言ってるのさ！　わ、私はたんに薬師くんをライバルとして認めているだけであって、決して薬師くんの彼女になりたいとか、そういうことを考えているわけではないんだぜっ……！」

「あっ、そうなんですね。よかったです」

　いや、よかったってなんなのさ。

　しばらく、部室の中に嫌な沈黙があった。

　私はもそもそと体操服に着替え終わると、テーブルを挟んでしおりちゃんの前に腰を下ろした。

「……私、薬師くんのこと好きなんだよね」

「……わたしも先生のこと好きです」

　観念するように告白し合ってから、私は絶望的な気分になった。

　よりによって、恋のライバルがしおりちゃんとか最悪……。

　というのも、薬師くんはしおりちゃんに優しい。少なくとも、私と話しているときのようなズバズバとした物言いはしない。それはつまり、彼はしおりちゃんのような女の子の方がタイプで、好印象を持ってもらいたいから、意識的にせよ無意識にせよ、柔らかい態度を取っているのではないだろうか、ということだ。

　そんなことを考えながら、ちらっとしおりちゃんの方を見ると、彼女は泣きだしそうな顔で震えていた。

「そんな……よりによって、茶菓上先輩が先生のことを好きだなんて……」

「ん？」

「先生は、茶菓上先輩にはいつも本音でぶつかっているような気がします。わたしと接するときのような、遠慮して一線を引いた態度とは大違いです。きっと先生が茶菓上先輩の気持ちを知ったら……」

「いやいや、薬師くんってしおりちゃんには優しいじゃん！　私なんて、いっつも馬鹿にされてるだけでしょ!?」

「優しい？　私には気兼ねをされているだけのような気がしますけど……」

　うーむ、これが俗に言う、隣の芝生しばふは青いというやつなのだろうか。

　私は勝手にしおりちゃんが優勢なのかと思っていたけれども、しおりちゃんから見れば状況は異なって見えるらしい。

「実は私さ、昨日、薬師くんに告白しようとしたんだよね」

「ええ!?」

　しおりちゃんが素っ頓狂な声を上げる。

「ど、どうなったんですか!?　その結果は!?」

「それが、寸前で薬師くんの担当さんから電話がかかってきて、うやむやになっちゃった」

「そ、そうなんですか……」

　しおりちゃんはそれから、ひとしきりもじもじすると、意を決した表情になって口を開いた。

「……実はわたしも、先ほど先生に告白しようとしたんです」

「ええ!?」

　今度は私が驚く番だった。

「どうなったの!?　結果は!?」

「それが、寸前で茶菓上先輩が入ってこられたので、うやむやになりました」

　うわあ、危なかったんじゃん！　大雨の中、急いできた甲か斐いがあったというもの！

　私が胸を押さえてほっと息を吐ついていると、しおりちゃんは上目遣いでこちらをうかがいながら、消え入りそうな声で続けた。

「あの……こういうこと言うと、ちょっとあれかもしれませんけど」

「うん？」

「いえ……多分ですけど、茶菓上先輩が告白したときも、わたしが告白したときも、もしうやむやになってなかったら……その……先生はおつき合いを了承してくれていたような気がするんです。だって先生には好きな人とかいなくて、ただ漫画の新しい連載を始める条件のために、彼女がほしいってだけですから」

「ああ……それは、あるかもね。薬師くんって、漫画バカだからね。情緒もクソもなくて、なんでも漫画中心にしか物事を考えられないところあるし」

「それも、先生の素敵なところだと思いますけど」

　うん。それは、私もそう思う。

　私は腕を組んで、しばらく考えた。どうすればいいだろう？　私としおりちゃんの二人とも薬師くんのことが好きで、でも薬師くんは漫画のことしか考えてなくて、だったらどういう方法を取ったら、みんなにとって一番いいだろう？

　すぐに、これしかないというアイデアを閃ひらめき、私は前のめりになって切りだした。

「──あのさ、しおりちゃん。ちょっと提案なんだけどさ」

「はい」

「私も薬師くんが好き。しおりちゃんも薬師くんが好き。でも、私たちが薬師くんに告白して、無理やり彼氏彼女になるっていうのは、やめにしない？　それって薬師くんのためにもならないし……私たちも、なんか漫画連載のついでっぽくて情けないよ」

「わかります。茶菓上先輩の言ってること」

　しおりちゃんは熱っぽく、何度もコクコクとうなずく。

「おつき合いするなら、やっぱり先生に好きになってもらいたいです」

「そしたらさ、条約を結ぼう。名づけて、『告白禁止条約』！」

「告白禁止条約……」

「そう。要するに、こっちからの告白は禁止。薬師くんと恋人関係になるためには、あの漫画バカに好きになってもらって、向こうから告白される必要があるっていうこと」

「先生に告白される、ですか……先生から愛を囁ささやかれる……」

　なにを想像したのか、頰を染めてもじもじするしおりちゃん。

　……ちょっと待って？　なんかもう勝った気になってない？

「……悪いけど、負けないよ？　そう、私は目的のためならば手段を選ばない女！」

　言うが早いか、私はそばに立てかけられていた自分のビニール傘の骨を、気合いとともにへし折った。

「え、なにを!?」

「ふっ……これで私は帰り道、誰かの傘に入れてもらうしかなくなるというわけ。加えて、体操服姿の私は、魅惑的なぼでーが普段よりあらわになるという完璧なシチュエーション……狭い空間で身体からだが触れ合ってドキドキ……そんなアクシデントも、当然起こり得る！」

「き、汚いですよ！　茶菓上先輩！」

「あと、アシスタントの件だけど、私はやっぱり薬師くんにお願いする！　これを機に、ぐんぐん距離を詰めちゃうもんねえ！」

　私が勝ち誇って言うと、普段物静かなしおりちゃんには珍しく、彼女はぐぬぬっと悔しそうに歯は嚙がみした。

「わ、わたしもなにか作戦を考えないと……でも、わたしには時間があります。連載を持つプロの漫画家さんには、ほとんど手に入れられないような時間が……」

「なにをぉ！　薬師くんは渡さないからね、しおりちゃん！」

「わたしだって負けませんから、茶菓上先輩！」

　……こうして私たちは『告白禁止条約』の下もと、薬師くんを巡ったレースを繰り広げることになったのである。
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『ダメよ』

　即答だった。

　他の漫画家のアシスタントを引き受けようと思っていることを、報告した瞬間である。

　巡めぐり川かわ萌も絵え──俺が密ひそかに『萌もえ暴君』と呼ぶ担当編集は、感心してしまいそうなほど即座にこちらの言葉を切って捨てた。

「でも、萌絵さん。俺ってば、他の漫画家さんのアシスタントをした経験がないからさ。漫画の視野が狭くならないように、他の漫画家の描き方を見ておくのもいいと思うんですよ」

『すばらしい向上心ね。その意気で早く次の連載を始めてくれると、アタシとしてはすごく嬉うれしいわ。錬れん太た郎ろう、あなたが連載を終わらせたせいで、どれだけコミックノアの部数が落ちたと思っているの？　馬鹿なことを言ってないで、早くその埋め合わせをしなさい』

「いや『増ます井いさん』の終了は、萌絵さんだって合意の上でしたよね!?　なんでいまさら俺だけの責任みたいに言ってくるんですか！」

『今日、編集長に呼びだされたのよ。ねちねちとしつこく小言を言われる羽目になった宮仕えの苦労を推し量りなさい』

　知らないよ、そんなの。

　俺が閉口していると、萌絵さんは語気を強めて続けた。

『アシスタントなんてしている暇はないの。あなたは、すぐに次の連載を始めるのよ』

「え、いいんですか!?　ってことは、あの厄介な条件もなし!?」

　連載を始めていいという、担当編集直々のお言葉！　思いがけぬ僥ぎよう倖こうに、俺が胸を期待に膨らませていると、

『それとこれとは話が別よ』

　……一瞬でその期待を粉砕してくる暴君。

『錬太郎がいま構想中の漫画を連載していく上で、恋人の存在は必要不可欠。このことは、しっかり説明したわよね』

「う～ん、でもねえ！　そこんとこを曲げてもらわないと、すぐ連載なんてできないですよ？　俺だって、コミックノアに開いた大穴を埋めたくて仕方ないんですけど？」

　俺が相手の弱み（？）につけ入ろうと、煽あおるような言い方をしたときだった。

『……錬太郎、それは交渉しているつもりかしら？』

　ドスの利きいた声が通話口から聞こえた。新人時代から刻み込まれてきた悲しい性さがで途端にひるみそうになったけれども、心を奮い立たせて強がることにする。

「い、いやあ、交渉ってわけじゃないですけど？　あれ、そういう風に聞こえちゃいました？」

『じゃあ、どういうつもりなの？』

「連載を始めろ。でも彼女ができないと連載は許可しない。これ、矛盾してますよね？」

『矛盾してないわ。錬太郎が、早く彼女を作ればいいだけの話でしょ』

　あんまりな言い草である。暴君的な態度に、流石の俺もキレた。

「──横暴だァ！　恋人なんて、そんな簡単に作れるもんか！」

『すぐ作ってみせるって息巻いてたじゃない』

「こちとら、これまでの高校生活をほとんど全部、漫画に捧ささげてきたんだぞ！　いまさらまっとうな青春なんて送れるもんかってんだい！」

『まるで駄々っ子ね』

　特大のため息とともに、そんなことを言われる。

『どうせ錬太郎のことだから、学校で馬鹿なことをして恥でもかいたんでしょ？』

「……う」

　どうしてわかるんだ。俺の行動って、そんな簡単に読めるわけ……？

『図星ね？　まあ、そうなるだろうと思ってたわ』

「……じゃあ止めてくださいよ。せめて注意喚起するとか」

『痛みを知らなければ、人間、学習しないものよ』

　流石は、萌もえを理解するために恋人を作れとのたまう暴君の言葉である。あくまでも経験を重視しようというのか。

『……仕方ないわね』

　イライラした俺がどうやって嚙かみついてやろうか考えていると、萌絵さんは調子を一変させて言った。

『少し助け舟を出してあげるわ。といってもこれは、交渉を許したわけじゃないから勘違いしちゃダメよ？』

「ど、どういうことです？」

『……錬太郎、あなた彼女が欲しいんでしょ？』

「そりゃ、まあ……」

『で、自分で作ろうとしてみたけど、それがいかに難しいかわかったでしょ？』

　いや、それはまだわからないけどね？　まだ本気出してないし。

　そんな軽口を言える勇気はなかった。冗談が許される空気ではなかったからだ。暴君はアクティブスキルとして、好きなときに威圧的なオーラを放ってくる。

『……だったらアタシがなんとかしてあげるわ』

「え、まさか女の子を紹介してくれるんですか!?」

『いまどこにいるの？』

　俺の質問に答えるどころか、別の質問で返してくる萌絵さん。

　学校からの帰り道だと伝えると、彼女は、俺が自宅の近くに借りている仕事場に向かうように、と半ば強引にのたまった。

『これから打ち合わせしましょ。詳しいことは、そこで話すわ』

「はあ」

　通話が切れたのを確認して、携帯をポケットに戻す。

　てっきりアシスタントの件でオーケーをもらえるとばかり思っていた俺は、ちょっと気まずくなって隣の茶さ菓か上がみを見た。

　体操服姿の彼女は、先ほど急いで学校までＵターンした際に傘がダメになったらしく、俺の傘に入っていた。

「……アシスタントの件、ダメだって」

「……女の子を紹介してくれるってどういうこと？」

　周りがどしゃぶりの雨とはいえ、流石にこの距離では俺の言葉を聞き洩もらさなかったらしい。茶菓上は、訝いぶかしげな目でじろじろとこっちを見つめてくる。

「いや、俺もよくわからん。なんか、いまから打ち合わせをすることになってさ。そこで、その話をしてくれるってことらしいけど……」

「ふーん……」

　すねるようにして唇を尖とがらせる茶菓上。

　どうやら、俺をアシスタントとして獲得できなかったことが相当不服のようだ。

「ま、まあ、茶菓上の気持ちはわかるよ」

「わ、私の気持ち!?　ど、どういうこと!?　私は別に、見知らぬ女の子に嫉妬なんてしてないんですけど!?」

　わたわたしながら変なことを口走る茶菓上。

「なに言ってんだ？　俺のような超天才漫画家をアシスタントとして戦力に加えられなかったことに、失望の念を覚えるのは仕方がない。そういうことを言ってるんだ」

「……へ？　ああ、そっちの話？」

「そっちって、それ以外の話をしてたっけ？」

　会話が嚙かみ合わず、俺と茶菓上はしばらく無言で見つめ合った。

　そのとき俺は、彼女の肩が傘からはみだし、雨に打たれてしまっていることに気づいて、さっと傘を彼女の方に動かした。

「……濡ぬれてるぞ、茶菓上」

「え？　ああ、ありがと……でも、そんなに私が傘もらっちゃったら、今度は逆に薬やく師しくんが濡ぬれちゃうじゃん……」

　言うが早いか、彼女は傘を俺の方に戻し、さらに距離を半歩詰めてくる。

　互いの腕がぴったりと触れ、内心で密ひそかにドギマギしてしまう。
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　なにぶん、茶菓上はいま体操服姿だ。学校外で体操服、という禁断めいた状況が、俺を焦あせらせるのかもしれない。

「こ、これだったら二人とも濡ぬれないね……？　あは、あはは……」

「そ、そうだな。あはは……」

　などというやりとりをしていると、突然、茶菓上が不自然な力に引きずられるようにして傘の外に出ていく。

「──ひゃあ!?」

「……いらっしゃいませ、茶菓上先輩」

　そう言うのは、にっこりと笑顔を浮かべる都と喜き村むらさんだった。どうやら、死角から茶菓上の腕を引っ張ったらしい。

　いま都喜村さんは、茶菓上と腕を組む格好で仲良さそうにあいあい傘をしていた。

「ちょ、ちょっと、しおりちゃん！　これはズルでは？」

「ズルって、なにをわけのわからないこと言ってるんですか、もう」

　たしなめるように言うと、都喜村さんは俺の方にまた笑顔を向ける。

「先生、少し茶菓上先輩をお借りしますね？　二人でちょっとお話ししたいことがあるんです」

　借りるもなにも、茶菓上のやつは勝手に俺の傘に入ってきただけだけどね。「薬師くんの傘の方が大きい～」とか言って。

「ああ、この傘狭いよ～濡ぬれるよ～風邪ひくよ～」

　未練がましく言っていた茶菓上だったが、都喜村さんがぼそりとなにかを囁ささやくと、すぐに静かになった。それから彼女たちは、俺に聞こえないほどの小声で、しばらくの間、なにやら密談をしていた。
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　わたしは決して茶菓上先輩が先生にちょっかいを出すのをやめさせたかったとか、羨ましかったわけではありません。ちゃんとした大義名分を持っていましたから。

「……担当さんは危ないです」

　わたしがひそひそとそう囁ささやくと、茶菓上先輩は真剣な表情になりました。

「危ないって……どういうこと？」

「あの人、先生を狙ってるかもしれません。冷静になって考えると、漫画の連載のために恋人を作れなんて、めちゃくちゃだと思いませんか？」

「めちゃくちゃかな？　担当って、そういうものなんじゃないの？」

　茶菓上先輩は感覚がズレているところがあります。いまだってそう。体操服姿でもまったく恥ずかしそうにしていません。むしろ、隣で腕を組んでいるわたしの方が恥ずかしがっているほどです。

「いえ、常識的に考えればおかしいです。ひょっとしたら、立場を利用して先生をモノにしようとしたのかも……」

「モ、モノとな！」

「シッ……静かに。先生に聞かれちゃいます」

　すると、自由になっている手で慌てて口を覆う茶菓上先輩。

　口を閉じているだけで言葉は出ないのに、茶目っけたっぷりにそんなことをする様子に、わたしは少し苛いら立だちを感じました。そうやって、自分の可か愛わいさを際きわ立だたせようとしているんですね！　自然に！　無自覚に！　わたしにはできないやり方です……。

「しおりちゃん、恋愛コンテンツを日ごろから摂取しすぎなんじゃない？　それで、あらゆることに恋愛を絡からめないと気が済まなくなっちゃってるとか」

「でも担当さんは、先生のこと『錬太郎』って名前で呼び捨てにするんですよ。それだけじゃなくて、自分のことも名前で呼ぶように言ったらしくて」

「それはこう……担当する漫画家と、形式上仲良くするためのポリシーなのかも」

「それはあり得ません。先生と一緒に編集部に行ったとき、たまたま担当さんが他の漫画家さんと打ち合わせしていたんですけど、そのときはすごく他人行儀でしたから。あの方は、明らかに先生だけ特別視している気がします」

　わたしの危機感に、まだピンとこない様子の茶菓上先輩。

「でも担当編集と漫画家でしょ～？　それって、相あい容いれない者同士っていうかさ～」

「そうなんですか？」

「フッ……いいかい、しおりちゃん？　担当編集っていうのは総じて、特別な理由なく漫画家に無理難題を言うものなんだよ。やつらはそうやって、上下関係を刻み込むんだぜ。一生逆らえなくするために」

「ちょっと被害者意識が強すぎませんか？」

「強すぎくない。わたしがどれだけ苦労したか……」

　茶菓上先輩は急に暗い表情になり、ぶつぶつとなにかを呟つぶやき始めました。トラウマスイッチを押してしまったようです。

「しっかりしてください！　本当に由々しき事態なんです！　だいたい、『恋人を作れ』って言われた先生が、最初に接した女性は誰だと思いますか？」

「え？　そりゃもちろん、薬師くんのお母さん」

「違います！　その条件の提案者である担当さんですよ！　先生が、そのとき『じゃあ萌絵さんっていま彼氏いるんですか？』とか聞いていたらと思うと、本当にゾッとします……いまごろ先生は……ああ！」

「しおりちゃんって、本当に感受性豊かだね……」

　若干引き気味に言われて、わたしは恥ずかしくなりました。ひょっとして茶菓上先輩の言うとおり、本当にわたしの思い違いなんでしょうか……？

「そんな質問をしたら、『いる』って答えが返ってきて終わりじゃない？　担当さんだって社会人なわけだし、彼氏くらいいるでしょ」

「社会人を神聖視しすぎじゃないですか？　茶菓上先輩だって、半年後には社会人なんですよ」

「まあ、そう言われてみれば」

　と、納得しかけてから、茶菓上先輩はクワッと目を見開きました。

「──ちょっと待って、それどういう意味!?　遠回しに、半年後の私に彼氏がいないみたいな言い方してない!?　なんなの、もう勝った気でいるわけ!?」

「お、落ち着いてください。いまはそんなことを話しているときではありません……」

「抗議だ、抗議！」

　猛たけり狂くるう茶菓上先輩をなだめるのに、わたしは必死になりました。

「お願いですから、話を聞いてください。わたしたちがいま争って得をするのは、第三勢力……つまり、担当さんですよ！」

「ふん、あくまでしおりちゃんは、そこにこだわるってわけだ。そしたら、いまちょっと薬師くんに訊きいてみない？」

「なにをですか？」

「担当さんに、彼氏がいるかどうか。薬師くんは知ってるかもしれないよ？」

「ダメです！」

　その提案を、わたしは強く拒絶しました。

「え、どうして？」

「どうしてって、本気ですか!?　そんなこと訊きいたら、先生の意識に担当さんを強く印象づけることになってしまいます！　『そういえば、萌絵さんって恋人いるんだろうか……？』とか先生が悶もん々もんと考えるなんて、わたしは嫌です！」

「こりゃ重症だなあ……」

　呆あきれたように茶菓上先輩は言います。

　本当に、なんなんでしょうかこの温度差は。担当編集と漫画家というのは、そんなに相あい容いれないものなんでしょうか……？

「と、とにかく、先生をこのまま行かせてはいけません。わたしたちが条約を結んだ意味がなくなってしまいますよ！」

　茶菓上先輩はまだ納得いかない表情でしたが、根負けしたとばかりに肩をすくめました。

「まあ、しおりちゃんがそこまで言うなら……でも、どうやって薬師くんを引き留めるの？」

「引き留める必要はないと思います。その打ち合わせに、わたしたちも同行するんですよ。傍若無人な担当さんといえども、他の女性がいるところで先生にアプローチを仕掛けるなんてできないはずですから」

「へえ、しおりちゃんってなんか軍師みたい！　私の漫画にも今度、そういう軍師キャラ出そうかな」

　茶菓上先輩にそう言われ、わたしはそこはかとなく得意になって胸を張りました。

「ふふふ。そして、その打ち合わせの場で、なんとか担当さんにもわたしたちの条約に参加してもらうんです。そうすれば、喫緊の危機はなくなります」

「それは、担当さんが薬師くんを狙ってた場合ね」

「まだそんなことを言っているんですか？　十中八九、あの方は先生とのおつき合いを考えています！」

「え、急に自信満々になったね……？　意外としおりちゃんって、のせられやすいタイプ？」

「問題は、どうやってその場に行くかってことですけど……」

　きょとんとして呟つぶやく茶菓上先輩を脇に、わたしは少し傘を上げ、ちらりと先生の方を見つめました。

　先生の横顔を見ているだけで、途端にわたしはいつもの臆病な自分に戻ってしまいます。

　打ち合わせに同行するには、先生の理解を得なければいけません。つまり、先生にわがままを聞いてもらわないといけないのです。

「せ、先生の仕事場に入れてもらったことは、ほんの数回しかありません……しかも担当さん同伴で、かつ必要不可欠なときだけ……ど、どうやってお願いしたら……？」

「そんなの簡単じゃん」

　茶菓上先輩は、狼ろう狽ばいして隙を見せたわたしの腕を振りほどくと、制止する間もなく、先生の傘の中へと移動していきました。

「──あ！」

「ねえ、薬師くん！　いまから仕事場行くんでしょ？」

「ん？　ああ、そうだけど。……てか、話はもう終わったのか？」

「うん。いやあ、実はしおりちゃんが、さっきの原稿やっぱりプロの編集さんに見せた方がいいのかなっていうからさ。薬師くんに相談したら、『とりあえず見せろ』って言うに決まってるでしょ？　だから、まず私が相談にのってあげてたってわけ」

「ああ、そうだったのか。水臭いなあ、都喜村さんも」

「だよねえ。でさ、相談の結果、やっぱりあれを見てもらおうって話になったわけ。いまから、仕事場に担当さん来るんでしょ？　私たちも一緒に行っていい？」

「え？　ああ、いいよ」

　いとも簡単に先生からオーケーをもらうと、茶菓上先輩はそれとない仕草で、先生の腕に自分の腕を絡からめました。

「──やったあ！　私、薬師くんの仕事場、一度見てみたかったんだよね！」

「でも、茶菓上。そんな寄り道してて、自分の原稿の方は大丈夫なのか？」

「大丈夫、大丈夫。授業中いっぱい寝たから！　今夜は徹夜しちゃうよ！」

　それは大丈夫と言えるのでしょうか……？

　とはいえ、いまのわたしは、茶菓上先輩の生活を心配するほどの余裕は持ち合わせていませんでした。なぜなら、彼女の邪知暴虐に打ち震え、憤ふん懣まんの炎を燃やすことに精神の大部分を支配されていたからです。

　わたしをダシにして先生の作業場に入り込むだけでなく、あまつさえ、どさくさ紛れで先生と腕を組むなんて……！　許しがたい悪逆非道です！

「さ、茶菓上先輩……？　実はもう一つ相談したいことがあって……」

「え～、そしたらまず用件だけ教えてくれる～？」

　わたしは、茶菓上先輩の腕を引っ張って先生から引きはがそうとしましたが、彼女はしがみつくようにして、決して先生のそばを離れようとしませんでした。
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　俺の仕事場は、自宅のマンションから五分ほど歩いていけるアパートの一室だ。もともと漫画は自宅で描いていたのだが、忘年会で会った他の漫画家さんたちが、仕事場で作業をしているという話をしていたのがあまりにもかっこよくて、真ま似ねして部屋を借りたのが始まりである。

　そのころには『増井さん』の人気も安定していたので、金銭的な余裕があったというのもある。

　俺にとって、仕事場はステータスの象徴だった。

　そんな場所に初めて茶菓上を招待するとあって、いまの俺は得意の絶頂だった。

「……ちなみに、茶菓上先生？　仕事場はお持ちで？」

　ドアを開けながらもったいぶってそう訊たずねると、茶菓上はきょとんと目を瞬まばたかせた。

「ないよ。え、私が家で漫画描いてるの知ってるでしょ？」

「ええ、仕事場ないの!?　連載持ってるのに!?」

「は？　ウザ……」

「んー、やはりプロたるもの、一国一城の主あるじになってこそ一人前という気がするね。そういう意味で言えば、やはり茶菓上先生はまだまだヒヨッコですな」

「おっしゃるとおりです、先生！」

　そのとき、都喜村さんがにっこり笑顔で俺に同調した。

　まさかこんな安い煽あおりに品行方正な彼女が反応するとは思わなかったので、俺はつい彼女の顔を二度見してしまった。

　煽あおられた当の茶菓上はといえば、俺ではなく、なぜか都喜村さんの方を見て苦々しい顔を浮かべている。

「……し、しおりちゃん？　あんまり薬師くんのことを肯定ばっかりするのも、私はよくないと思うけどなあ……？」

「ああ、すみません。わたしも一人暮らしなので、ちょっと共感が先走ってしまいました。他意はないんです」

　都喜村さんが、家庭の事情で一人暮らしをしているということは、以前に聞いたことがあった。なんでも、お父さんが海外出張中だとか。

　彼女は笑顔のまま俺に向き直ると、

「……そういえば、先生ってここで作業をされているとき、お食事とかはどうされていたんですか？」

「え？　基本は家に食べに帰ってたけど、あまりにも忙しかったときは出前を取ったり、コンビニ弁当で済ませてたかな……」

「それだと栄養が偏っちゃいませんか？　今度先生が連載を持つときは、わたしに任せてくださいね。こう見えて、わたしお料理は得意なんです」

「こう見えてって、都喜村さんはなんでも卒なくこなしちゃいそうだけど」

「そんな！　やめてください、先生……恥ずかしいです」

　そう言って都喜村さんがもじもじしていると、無とはこういうものだと言わんばかりの表情を浮かべる茶菓上が、俺たちの間にずいっと身を割り込ませた。

「……早く入れてもらえる？　こんなところでぺちゃくちゃ話してたら、近所迷惑になっちゃうし」

「え？　ああ、そうだな」

　でも、なんでそんなに面白くなさそうな口調なわけ？

　とにもかくにも、俺は二人を仕事場の中に案内した。

　入る前には散々自慢していたが、１Ｋの小さな部屋である。こだわったのは、トイレと浴室が別であることくらい。

　部屋の中には、資料となる漫画が本棚に敷き詰められ、メディア展開された『増井さん』関係のグッズが大量に散在している。あとは仮眠用のベッドと、作業用のデスク。

「う～ん、ザ・男の子の部屋って感じ」

「母音の前のtheは『ジ』と発音するんですよ、茶菓上先輩」

「……うるさいな」

　部屋を一通り見回した茶菓上の口にした感想に、都喜村さんが茶化し気味の訂正を入れる。

「わざとだよ！　こんな小さなネタには誰も突っ込まないだろうな～って思ってたけど、まさかしおりちゃんが釣られるなんてねぇ！」

「ああ、そうだったんですね。授業中寝てばかりという話だったので、注意してあげた方が茶菓上先輩のためになるのかなって」

「それくらい中学校で教わるし！　私はいま高校三年生！　アンダスターン!?　ジ・アンダスターン!?」

「そ、そのくらいにしとけ、茶菓上。流石に馬鹿丸出しだぞ……」

　ムキーと怒る茶菓上を、俺は戸惑いながら制止した。

　というか、さっきから感じてたけど、なんかこの二人、妙に仲良くない？　前まで、こんな軽いやり取りをするような関係じゃなかったと思うんだけど。

　ホームグラウンドにもかかわらず、ちょっとしたアウェイ感を感じながら、俺は二人に「適当に座っといてくれ」と声をかけて冷蔵庫を開こうとした。

「ちょ、ちょっと、茶菓上先輩！　なにをしてるんですか!?」

　そのとき背後でヒステリックな叫び声が響き、俺は大慌てで振り向いた。

「──今度はなんだってんだ!?」

　見ると、茶菓上がきょとんとした顔で俺のベッドに座っていた。その横で、都喜村さんがおろおろしている。

「なんで当たり前みたいな顔で先生のベッドに腰を下ろしてるんですか！　先生はそこでお休みになってるんですよ！」

「え？　だって下は散らかってるし……え、ダメ？」

「ダメに決まってるじゃないですか！　デリカシーに欠けています！」

　都喜村さんは顔を真っ赤にしている。

　しかし茶菓上は言うことを聞くどころか、ごろんとベッドに横になって枕を抱きしめた。

「──なあ!?　なななんてことを！」

「へへぇ、薬師くんの匂いがする～」

「先生！　こんな暴虐を許していいんですか!?　先生が寝る布ふ団とんで横になるということは、つまり……ほとんど、先生と同どう衾きん……」

　身振り手振りで、俺の方に助けを求める都喜村さん。とはいえ、俺もどうして彼女がそこまで茶菓上の行為を問題視しているのかわからなかった。別に、一緒に布ふ団とんにくるまっているわけでもあるまいし……。

　と、そこまで考えて、いまの茶菓上の格好が体操服だということに気がついた。

　アブノーマルこの上ないいまの彼女が、ベッドで横になる姿は、確かにどこか犯罪的であるような気がする。

「と、都喜村さんの言うとおりだ、茶菓上！　マット運動がやりたいのなら相応ふさわしい場所へ行け！　ここは体育館ではない！」

「わたしは、そういうところを問題にしているわけではなくてですね」

「ほら、下りろ下りろ！」

「ぐわー！」

　俺が強引に引きずりおろすと、茶菓上はくすくす笑いながら床にぺたんと腰を下ろした。

「……ったく、プロ作家さまの神聖な仕事場に入って、はしゃぎたくなる気持ちもわかるけどさ。あんまり騒ぎを起こすなよな」

「あはは、ごめんごめん」

「とりあえず、いま飲み物くらい出すから」

　俺は冷蔵庫を開いて中から缶ジュースを三本取り出すと、うち二本をそれぞれ二人に手渡した。

　茶菓上が「ありがとー」と言ってすぐに缶を開ける一方で、都喜村さんは俺の持つ一本をじっと見つめている。

「あれ、どうかした？」

「……先生の持ってるそれ、お酒じゃないですか？」

「え？」

　そう言われて、手に持つ缶をまじまじとよく見てみると、確かに果物のプリントされた缶の下の方に「アルコール飲料」と記載されているではないか。

「──げえっ！　ほんとだ！　くそっ、萌もえ暴君のやつ、上の段はジュースしか入れちゃダメって言ってるのに！」

「……萌もえ暴君？　どういうことです？」

「いや、あの人がよく酒とか勝手に冷蔵庫に入れてたりするんだよ。びっくりさせてごめん。俺は酒なんて一滴も飲まないから」

「──え？　え？　ど、どういうことですか？　勝手に？　冷蔵庫？　ちょっとわたし、先生のおっしゃっている言葉の意味がわかりませんけど……？」

　途端に無表情になった都喜村さんが、そんなことを言う。なるほど、真面目な彼女は、俺が未成年飲酒をしているかもしれないと思っているのだろう。

「安心してくれ。俺は潔白だ」

「……潔白？　なにが潔白だって言うんです？　家電を共有しているってことは……ほとんど同どう棲せいしているということじゃないですか。だったら、潔白もなにもないと思うんですけど……」

「ドウセイ？」

　都喜村さんにいきなり変なことを言われて、俺は首を傾かしげた。

　未成年飲酒の話じゃないの？

「ま、まさか先生と担当さんの仲がそこまで進んでいたなんて……やっぱり、怪しいと思っていたんです……ほ、ほ～らね、茶菓上先輩？　わ、わた、わたしの言っていたとおりじゃないですか……」

　無機質な笑みを浮かべながら、ぎくしゃくと茶菓上の方に顔を向ける都喜村さん。

　茶菓上も茶菓上で、ジュースに口をつけた状態で固まり、じっと俺の方を見ていた。

　二人から妙なプレッシャーを感じて、背中にぶわりと嫌な汗をかく。

「ちょ、ちょっと待ってくれ……なんか変な誤解があると思うんだけど……」

「誤解、とは？」

　そう言ったのは茶菓上だった。彼女は缶を口から離すと、ゆっくり床に置く。

「……弁明を聞こう」

「なんだよそれ」

「いいから」

　茶菓上に促されるようにして、俺は冷蔵庫にあった酒の説明をする羽目になった。

「俺と萌絵さんは同どう棲せいなんてしてないよ。担当なんだから、あの人が仕事場に来るのは当たり前だろ？」

「じゃあ、なんで冷蔵庫に担当さんの私物が入ってるのさ？」

「いや、きっかけを話すと情けなくなるんだけど……学校のテスト期間でヤバいときがあってさ。あの人がアポも入れずに乗り込んできたことがあったんだ」

　確かあれは、連載を始めて半年くらいだったと思う。

　そのテストで赤点を取ったら進級が危ぶまれる──そんな危機的状況を見かねた萌絵さんが、ありがた迷惑なことに、勉強のさぼり防止を謳うたって監視役を買ってでたのである。そのときは珍しく、あの萌もえ暴君が「漫画を描くな！」と怒った。

「そのうち帰るだろって思ってたんだけど、あの人ときたら深夜になっても見逃してくれないんだよ。だから、ちょっとでも隙を作れないかな～と思って、『もう就業時間外だろうし、酒でもどうですか？』って勧めたわけだ」

「はあ」

「『飲めるわけないでしょ』──『いやいや、酒の一杯くらい、萌絵さんからしたら水と同じですよ』──『いいから早く勉強しなさい』──『とりあえずコンビニ行きましょうか』──『ふざけてると本気で怒るわよ』──『先に行ってますね』──確か、こんなやりとりがあったかなあ」

「……」

「……大成功だったよ」

　俺は、ふっと笑った。

「萌絵さんって、めちゃくちゃ酒に弱くてさ。すぐべろべろになって、引っくり返って寝ちゃったわけだ。そうやって、俺はあの人の監視を逃れた」

「なにちょっと武勇伝っぽく語ってるのさ」

「そもそも、それって大元の問題は解決してませんよね」

　二人から同時に突っ込みが入るのは珍しいことだ。やっぱりこの二人、俺の知らないところで仲良くなってるよな。

「結果を見てくれ！　俺はいま、こうして無事進級できている。要するに、物事っていうのはだいたいなんとかなるものなんだ」

「……それで？」

「まあ、落ち着け。その日以来、俺は萌絵さん対策として冷蔵庫に酒を置き始めた。自分じゃ買えないから、父さんに頼んで、こっそりとな。漫画の方向性でぶつかったときも、何度か利用したよ。いくら傍若無人な暴君とはいえ、欲求には逆らえない。俺はそうやって、何度も戦いに勝利してきた。……でも計算外だったのは、ここで酒を飲むことに抵抗がなくなった萌絵さんが、いまじゃ自分で酒を補充するようになったってことだ」

「どうしよう、登場人物にクズしかいないんだけど……」

　呆あきれ顔がおでジト目を向けてくる茶菓上を、俺はあえて無視した。最初に情けない話だって、ちゃんと言ってたもんね。

「……と、まあ、この部屋の冷蔵庫に酒が入ってるのはそういう理由なんだ。納得できた？」

「う～ん、まあ……」

　頭をかきながら言う茶菓上の横で、都喜村さんはまだ胡う乱ろんげな様子だった。

「……担当さんはいま、好きにこの部屋に出入りできるんですか？」

「え？　ああ、まあ鍵は渡してるかな……一応、担当だし。信用してるから」

「でも、先生は自分のプライベートを詮索されたりして、嫌な気分になりませんか……？」

「お、俺、別に見られて困るようなもの、ここには置いてないよ……？」

　一瞬、俺が言いい淀よどんだのを見逃さず、茶菓上はベッドの下を覗のぞき込んだ。

「──なるほど、確かに、えっちな本はなし！」

「あるわけないだろ！　そんなわかりやすいところに置いとく馬鹿がどこにいる！」

　いまはデジタルな時代だよ？　このご時世、パソコンとスマホがあれば、隠し場所には困るまい！

　俺の言葉をどう解釈したのか、茶菓上は「ぐふふ」と邪悪な笑いを浮かべて、部屋の中を徘はい徊かいし始めた。

「こっちの方が怪しいぞ～」

　と、彼女が玄関の方に向かって行ったちょうどそのとき、さらにその奥から「ガチャリ」という音が響いた。

　──一瞬、部屋がシンと静まり返る。

　ドアを開いて現れたその女性は、最初に一番近くにいる茶菓上を見たが、驚くそぶりも見せず、俺の方へすっと冷たい瞳を向けた。

　それで俺は、無意識のうちに背筋を伸ばした。

「錬太郎……これはどういう状況かしら？」

「も、萌絵さん、お疲れさまです！　外、大雨だったでしょ？　濡ぬれませんでした？」

　暴君の機嫌がどうやら悪いことを見て取った俺は、ぺこぺこと頭を下げてそう言った。




　　　　　４




　巡川萌絵──『萌もえ暴君』は、全体的に鋭利な雰囲気をまとった女性である。

　ショートヘアの髪、切れ長の瞳、すっと通った鼻筋。

　今日はデニムパンツに、カジュアルな七分袖のジャケットを着こなしている。

　なぜこんな観察をしているのかというと、以前にふとしたことで服を褒めたとき、若干その日の当たりが弱くなったような気がしたからだ。とはいえ、それに味を占め、別の日に適当なおべんちゃらを言うと倍くらい当たりが強くなったので、なにか正当な理由なく格好に言及するのは悪手なのだが……。

　今日はわかりやすいおしゃれポイントを見つけて、俺はこれ幸いにと反応した。

「萌絵さん、そのシャツいいですね！　胸元のアシンメトリックなワンポイントとか、ハイセンスこの上ないです！」

「これはただの染しみよ。来る途中、自転車に水たまりをひっかけられたの」

　し、しまった！　雨の馬鹿野郎め！

「……言われてみればそうである」

「馬鹿なことを言ってないで、質問に答えなさい。今日は打ち合わせをすると言っていたでしょ？　どうしてここに無関係な人がいるの？」

「いや、それは……」

「お疲れさまです、巡川さん」

　そのとき、都喜村さんが脇からずいと身を乗りだし、萌絵さんに向かってぺこりと頭を下げた。

「あら、都喜村さんじゃない。あなたもいたのね」

「ええ。わたしは先生のアシスタントですから。先生の次の連載と聞いて、打ち合わせに参加しないといけないかなと」

「今日はそこまで本格的な話をするつもりはないわ。あなたが聞いていても仕方ないことよ」

「わたしは先生の手足も同然ですから。準備段階から意思疎通を図っておくことは、無駄にならないと思います」

「……それじゃはっきり言うけど、あなたに聞いてほしくない話もあるのよ。たとえば、錬太郎にとって不都合になる話とかね」

「どんな話を聞いたところで、わたしが先生にとって不利益な行動を取るわけがないじゃないですか。それに、先生はなんでも経験してみるのはいいことだって、ここにいることを了承してくださいました」

　え、俺そんなこと言ったっけ？

　いやまあ、それはともかくとして、都喜村さんって結構すごいんだな……あの萌もえ暴君の放つ威圧的なオーラを受けて一歩も引くどころか、笑顔すら崩さないとは……。

　萌絵さんは今度、玄関前で固まる茶菓上に不審そうな目を向けた。

「……ところで、あなたはなんなのかしら？」

「安心して！　私はいわゆる担当さんの同胞だから！」

「……同胞？」

「コミックノアで連載を持つ現役天才漫画家、茶菓上陸む奥つ──ここに参上！」

　体操服姿で、びしりとポーズを取る茶菓上。

　話がややこしくなる前に、俺は慌てて介入した。

「ほ、ほら、萌絵さん。俺と同期で入賞した漫画家だよ！　担当してるのは楽らく山やまさんだったかな。第二十回コミックノア賞の茶菓上陸奥。授賞式のときにあったでしょ？」

　楽山さんというのは、茶菓上の担当をしているコミックノアの編集のこと。

「ああ、なるほど、あの茶菓上先生」

　わかってくれたのか、にっこりと営業スマイルを浮かべる萌絵さん。

「その現役天才漫画家先生が、どうしてここにいるのかしら？」

「ふふん、薬師くんは私のライバルだからね。ま、敵情視察ってやつかな」

「遊んでいる暇があったら、担当ともっと話し合って、漫画の練度を上げるべきじゃないかしら？　『設定が意味わからない』『専門用語が多すぎる』『ヒロインが謎すぎる』……いまのところアンケートが散々で、楽山が頭を抱えていたけれど」

「……天才というのは、ときに世間から理解されないもの」

　すっと目を泳がせて言う茶菓上。

「あ、そういえば萌絵さん。俺をアシスタントとして雇いたいって言ってた漫画家って、この茶菓上なんだよ。ここにいるのは、その流れっていうか」

「……なんですって？」

　すると、これまでは単に興味なさ気なだけだった萌絵さんの態度に、明確な敵意が宿る。

　あれ、ひょっとしてなにか地雷踏んだ……？

「……だったら、反対して正解だったわね」

「ど、どうしてですか？」

「あんな萌もえの欠片かけらもない漫画から、錬太郎が学ぶことなんて何一つないもの。むしろ漫画家としての方向性がぶれてしまうかもしれない。百害あって一利なしというやつよ」

　それを聞いて、茶菓上がむっとした表情になる。

「なにを！　ラブコメとバトル漫画じゃ、盛り上がりポイントだって違うんだよ！　バトルを通じて、燃えと萌もえがシナジーを起こすのがバトル漫画！　要するに、いまはまだ撒まき餌えの段階なの！　そんなときに漫画の評価を下すなんて、漫画読みとして底が知れたね！」

「物語の先を知っているのはあなただけだもの。アタシを含めた読者は、いままで紙面に載ったモノしか知らない。現時点の評価しかできないのは当たり前でしょ？」

「ま、まあまあ、二人とも落ち着いて……」

　玄関先で睨にらみ合あう二人の間に、俺は慌てて割って入った。

「とりあえず、萌絵さんもずっとそんなところにいないで、上がってくださいよ……」

「そうね」

　短く言って靴を脱ぐと、萌絵さんは部屋に足を踏み入れた──と、次の瞬間、俺の胸倉に手を伸ばし、ぐいっと勢いよく自分のそばまで引き寄せる。

「──わっ！」

「……その二人を帰らせなさい」

　耳元で、ひそひそと囁ささやき声ごえが聞こえた。

「……今日は大事な話があるんだから」

「だ、大事な話？」

「……声が大きいのよ、馬鹿！」

　萌絵さんが「ちっ」と舌打ちしたときには、すでに手遅れだった。

「大事な話だって。なんだろうね～、しおりちゃん」

「ええ、わたしもとっても興味があります」

　茶菓上と都喜村さんは、妙に迫力のある笑顔で俺たちの方を見つめている。

「……あのね、これは遊びじゃないのよ。仕事なの。おわかりかしら、お嬢さん方？」

「本当に仕事なんでしょうか？　先生のプライベートにも関係するお話なんじゃないですか？」

「な、なにを……？」

　都喜村さんの言葉に、珍しく狼ろう狽ばいした様子を見せる萌絵さん。

　いったい、なにが起きているんだ？　なんとなくギスギスしているような気がするんだけど、都喜村さんと萌絵さんは、そもそも不仲になるほど接点があったっけ？

「ひょっとしたら、巡川さんが立場を利用してよからぬことを考えている可能性もあると思うんです。そう思いませんか、茶菓上先輩？」

「うむ。いまとなっては、私も全面的にしおりちゃんを支持する！」

　そして、やはりこの二人は間違いなく仲が良くなっている！

　自分の旗色が悪いと感じたのか、一歩後ずさる萌絵さん。

　あの萌もえ暴君が、こんなに気け圧おされているところを初めて見た。編集長に詰められているときとか、こんな感じなのかな。

「……あなたたち、いったいなにをどこまで知っているの？」

「それは巡川さんが今日、ここに来た理由次第じゃないでしょうか？　打ち合わせと称して、先生になにを話す予定だったんです？」

「あ、アタシは、その……」

　萌絵さんは言いい淀よどんで、ちらりと俺の方を見た。ひょっとして、助け舟が必要だろうか？　ここで恩を売っておけば、後々になってプラスに働くかもしれない……。

　俺は内心でほくそ笑んで、また「まあまあ」と切りだした。

「実は萌絵さんは今日、俺に女の子を紹介しに来てくれたんだ」

「え」

「え」

「そんなことは一言も言ってないわ」

　まさか萌絵さん本人から否定されると思わず、慌てふためく。

「ちょ、ちょっと待ってください！　いまさらそんなの言いっこなしですよ！　彼女を作る手助けをしてくれるって言ってたじゃないですか！」

「アタシがなんとかしてあげるとは言ったけど、女の子を紹介するなんて言ってないわ」

「じゃあどういうことなんですか！　俺は今日、萌絵さんの出した条件のせいで、散々な目に遭ったんですよ！　クラスで完全に痛いやつ扱いされちゃったし！　ぼかあ萌絵さんには、その損害を補償する責任があると思うなあ！」

「責任を感じてあげてもいいわ。だからこそ、この二人のいないところで話したいの」

「私、しばらく帰るつもりないよ」

「わたしもです」

　すると、萌絵さんは面倒くさそうに「ちっ」と舌打ちした。

「……持久戦が必要なようね」

　それだけ言うと、俺が資料として置いている他社の漫画雑誌を本棚から取りだし、床に腰を下ろす。

　萌絵さんはここをサボり場にしている節があるので、これまでにもこういう光景を見ることはよくあった。しかし、いまは重要な会話の途中ではないか。

　ちょっと待って、まだ質問に答えてもらってないんだけど？　彼女は？　ねえ、彼女は？

　突然、俺たちを放りだして自分の世界に入ってしまった萌絵さんを、俺はぽかんと口を開けて見つめた。

　まさかそうやって周りの不都合な意見をシャットアウトして、自分にとって都合のいい状況が整うのをひたすら待つつもりか？　まるで民の意見を無視して圧政を続ける暴君の如ごとく。

「いや、あの萌絵さん……？」

「暗くなるまでに帰った方がいいわよ、お二人さん。ご家族も心配するでしょうしね」

　萌絵さんは俺の問いかけに応えず、漫画雑誌をめくりながらそう言った。

「いえ、わたしは一人暮らしをしていますので、お気遣いなく」

「……よし、いまお母さんに『遅くなる』ってメッセージ入れたから。これで私もオッケーだよ」

　都喜村さんと茶菓上はそれぞれそう言うと、どちらからというわけでもなく、うなずき合い、拳をコツンと突き合わせた。

　……なんか、そこはかとなくアウェイ感を感じる。

　困惑した俺は、どうすればいいのかわからず、しばらくその場に立ちすくんでいた。




　　　　　５




　──読んでいる漫画の内容が、ちっとも頭に入ってこない。

　それもこれも、錬太郎のやつが他の女をこの部屋に入れたりなんかするせいだ。

　アタシは煮えくり返った内心を必死に抑え、漫画を読む振りを続けていた。

　今日は、一大決心をしてきたっていうのに……！　本当に錬太郎ときたら、いつも肝心なところで間が抜けているというか……。

『増井さん』を連載しているときにしてもそう。作品が盛り上がっているときに限って学校のイベントが重なったり、スランプに陥ったりして、担当としてハラハラさせられた。こいつはもう、そういう星の下に生まれてきたとしか思えない。

　アタシは素知らぬ風を装よそおって、気まずげにスマホをいじっている錬太郎をちらりと一いち瞥べつした。




　　　　　※




「……高校生の男の子？　初めて担当する漫画家が？」

「らしいわ。受賞組から一人持たないといけないのよ。編集長いわく、『初めて担当につくわけだから、年上の先生だとやりづらいと思ってな』だって」

　それは、アタシがしょっちゅう行くバーで、バーテンダーの友人に愚痴をこぼしていたときのことだった。友人の名前は和かず沙さと言って、当時まだ大学生だった彼女は、その店のバイトをしていた。

「へえ、いいじゃない。職場に出会いがあって」

「出会いとかじゃないわ。高校生のクソガキなんて、恋愛対象外に決まってるでしょ」

　アタシはうんざりして言った。アタシも和沙も生粋の腐女子で、これまで恋愛など創作の中にだけ存在していればいい概念なのだった。

「だいたいね、和沙。出会い云うん々ぬんで言うなら、あなたの方が恵まれてるでしょ？　まだ大学生ならキャンパスライフ真っ最中だし、おまけにこういう仕事までやってるわけでしょ」

「ここはお金になるからやってるだけよ。最近、出費がヤバいことになってるの」

　和沙は悪い意味で完璧主義者なところがあって、推しのグッズを買かい漁あさらずにはいられない厄介な性質をしている。

「客から口説かれたりしないわけ？」

「するけど、あんまり興味ないかな。いまは美み奈な斗と一筋」

　美奈斗というのは、和沙のハマっている少年漫画作品に登場するキャラ。ちなみにアタシは、就活中にその漫画が載っている雑誌を発行している出版社を受けたものの、見事にお祈りされた経緯がある。だから、その漫画のキャラの名前を聞くと、微妙に複雑な気持ちになる。

「そんなことよりよ。萌絵、あんた担当持たされる前に会社辞めるって言ってなかった？」

「辞めるわよ、もちろん」

「出た」

　そう言ってニヤニヤ笑いを浮かべる和沙に腹が立つ。

「言っとくけど、今度は本気よ？　一年、社会人やってみてわかったわ。アタシ、やっぱり社会に向いてないの。周りに合わせてなにかするとか無理な体質なの」

「あんたもこういう店で働いたら？　意外と自由よ」

「アタシ、お酒飲むとわけわかんなくなるし。こういうところって、酒に吞のまれるタイプは無理でしょ？」

　現に、いまもアタシはソフトドリンクでちびちびやっている。なのになぜこんな店に来ているかといえば、やっぱり和沙と話すのが楽しいからだ。

「とにかく、あとのことなんてどうでもいいの。アタシはとりあえず、いまの苦痛から解放されればいいの」

「無気力ねえ。漫画編集とか、オタクにとって理想的な仕事だと思うけどなあ。周りもオタクだらけで、ゆるそうだし。ていうか、だからこそ萌絵もいまの会社受けたわけでしょ？」

「入ってビックリ、ゴリゴリの縦社会よ。まあ、ウチの会社がそうってだけかもしれないけど」

「縦社会なら、上に立ったときは楽じゃない」

「そこまでいくのがしんどいって話。しかも、同期のやつの方が出世早そうだし。すでに上からめちゃくちゃ気に入られててさ。多分あいつ、アタシよりももっと有望な漫画家持たされるわ」

「へえ、そういうひいきってあるんだ」

「むしろ、そういうのしかないのよ。いじめよ、いじめ。最初から、こっちは弱い手札で戦わされるってわけ。ちょっとコミュニケーション力が低くて、仕事を覚えるのが遅いってだけで」

「いやいや……それは結構致命的だと思うわ」

「あーあ、アタシも和沙みたいに四年制の大学行っとけばよかったわ……それなら、まだ学生の身分でいられたのに」

　テーブルに突っ伏すと、泣きそうになった。

　ちくしょう、どうしてアタシがこんな目に……。働かないと生きていけないとか、こんな世の中は間違っている。別にアタシだって、我がままは言わない。漫画読んでゲームしてアニメを見ていればそれで幸せなのに……。

　それにしたって、こんなダメ人間に担当されるなんて、その高校生とやらは本当にかわいそうなやつだ。いっそ本当にいまアタシが辞めてあげた方が、そいつの将来にとっては大きなプラスになるに違いない。

　仲間内で辞める辞めると言っていても、会社には辞めると言いだす勇気もなく、それでいて本腰入れて働く気もなく、宙ぶらりんのまま日々を浪費しているだけ。

　そのときのアタシは、そんなやる気のない社会オンチだった。

『──担当さん、ついていますね！』

　いざ電話で受賞の報告をして、自分が担当することになった云うん々ぬんの話をしていたとき、件くだんの高校生──薬師錬太郎は、突然そんなことを言いだした。

「……ついている？　どういうことでしょうか？」

『もちろん、俺の担当になったことがですよ！　だって、俺はすぐに大人気漫画家になりますから！　噂うわさによると、漫画編集ってヒット作の担当をしていれば出世できるんでしょ!?』

　笑うところかと思ったけれど、通話口の向こうから冗談を言っている雰囲気は伝わってこなかった。

「……えーっと」

『大船に乗ったつもりでいてください！　そう時間は取らせませんよ！　少なくとも、同期の受賞組の中では絶対一番に連載始めてみせますから！』

「……期待していますね」

　希望に満みち溢あふれているのはいいことだ。身の程を知らないだけとも言えるけど。あなたもきっとあと二、三年もすれば現実の過酷さに音を上げるでしょうよ。

　そのまま電話で初顔合わせのアポイントを取りつけ、後日編集部までやってきた錬太郎は、両手にパンパンに膨らんだ紙袋を持っていた。

　差し入れかなにかだろう。高校生のくせに、ずいぶんと気が回るらしい。こういうそつのないやつが周りから気に入られることを学んでいたアタシは、感心すると同時にむっとなった。なんだこいつもそっち側か、と。

「巡川さん、おみやげ持ってきました！」

「ありがとうございます。編集部でいただきますね」

「ええ、是非吟味してください！　きっと気に入っていただけるものがあると思います！」

　思えば、そのときの表現が妙だった。

　それから編集部で当あたり障さわりのないことを話して、ちょっと自信過剰なところはあるものの、根は素直なやつだということがわかってほっとしているところだった。

「すみません、巡川さん。ちょっと……」

　お菓子かなにかだと言って、先ほど錬太郎から受け取った紙袋を渡した庶務のバイトが、困惑しきった表情でアタシたちのところにやってきた。

「なんでしょう？」

「お菓子じゃなくて、さっきの紙袋の中身、よくわからない紙の束なんですが……」

「はあ？」

「ちょ、ちょっと待ってください！　お菓子ってなんですか？　俺は漫画のネームを持ってきたんですよ！　絶対、あの中には連載までいけるやつがありますから！」

　錬太郎が慌てふためいて言う。

「……ネーム？」

「そうです。もちろん、いままでの使い回しじゃないですよ。投稿用と連載用では、まったく戦略が変わりますからね！　連載にたえるネームを、新しく五十本ほど書いてきました！」

　そう言うとき、すでに錬太郎はすごいドヤ顔になっていた。

　こいつ、まさか初日からがっつり打ち合せするつもりできたのか。

　いや、それはないでしょ常識的に考えて。初顔合わせなんて、ちょっとした雑談をするくらいのものじゃないの……。

　この錬太郎の奇行は、編集部で大きな話題になった。

　特に、編集長が錬太郎をいたく気に入ることになった。

　そのせいか、みなが面白がってネームに一とおり目を通し、あーだこーだと意見をぶつけ合うまでに事態が発展した。

「やる気はあるんだし、この際、一回連載会議にかけてみたらどうです？　個人的には、この『名字が各ヒロインで被かぶってる』ってやつが斬新でいいと思います」

　アタシの島のまとめ役をしているデスクが、編集長に向かって言う。

「それ面白いよなあ。よし、巡川さん」

「は、はい」

「薬師くんにこのネームを三話まで作画してもらってくれ。連載会議に挙げよう」

　編集長は笑いながら、そばで直立不動のままでいるアタシにネームを渡してきた。こんな笑顔な編集長は見たことがない……。

「……がんばれよ巡川。こりゃ、普通にやれば連載獲とれるぞ」

　デスクは、ひそひそ声で言った。

　こういう事情があったから、錬太郎がコミックノア史上最速でデビューを勝ち取ったのは、多分に運の要素があったことは事実。しかし、第一話から第十話まで続けてアンケートが一位を取り、第一巻のコミックスのネット予約がすさまじい数字を叩たたきだしたころには、編集部にあった冗談じみた空気は完全に消え去っていた。

「……ここまでの作品になると思ったか？」

「……いえ。やってみるもんですね」

　編集長とデスクは、自分たちに扱いきれないような強力な武器を突然渡されて当惑しているような表情で話し合っていた。

　アタシはといえば、大ヒット作の担当となったことで仕事にやりがいを感じるどころか、さらにやる気をなくしてしまっていた。

　別にこれはアタシが頑張った成果ではない。あの薬師錬太郎という高校生──いまではすっかり薬やく師し寺じ先生として定着しているが──彼の才能がすごかったというだけのこと。

　自分でなにもしてないことを自覚しているくらいだから、もちろん周りにもそう思われていることは知っていた。露骨に嫌味を言ってくる先輩や同僚もいて、アタシはあの天才高校生の担当を任されたことを、罰ゲームのように感じるようになってきていた。

「……今号のアンケートもよかったです。この調子でいきましょう」

　とある日のファミレスで、アタシはうんざりした気分を隠さずにそう言った。

　いつもの、打ち合わせとは名ばかりの、ただネームを見てそのままゴーサインを出すだけの会合で。

　本当にいいわよね、恵まれてるやつは。なにをやっても上う手まくいく。まるで、成功することを約束されているみたいに。

　しかしその日、錬太郎はうつむいたまま、なかなかネームを出さなかった。

「……どうしました？　ネームを見せてください」

「ネ、ネタが……」

「はい？」

「ネタが出ません！　ど、どうしましょうかっ!?」

　ガバッと顔を上げた錬太郎は、額にびっしりと脂汗をかいていた。

「……つまらない冗談はやめてください」

「──冗談じゃないですよ！　本気でやばいんです！　いままで、こんなことなかったのに！　一つの作品を描き続けることがこんなに難しかったなんて！」

　テーブルに突っ伏し、頭を抱え込む錬太郎。

　アタシはそんな彼の様子を、信じられない思いで見つめていた。

　こいつは順風満帆の天才のはずでしょ？　何をやっても上う手まくいくんじゃなかったの？

「うう、おしまいだあ……せっかく勝ち取った連載なのに、すぐに打ち切られるんだあ」

「な、なにを言っているのよ！　打ち切りなんて許されるわけないでしょ！」

　慌てていたせいか、素に戻ってしまう。

　いまのコミックノア編集部において、錬太郎にかけられた期待は計り知れないものがある。これから金を生み続けるガチョウを、みすみす自分たちで殺すわけがない。

「でも、描けないなら打ち切られるんじゃ……」

「描ける描けないじゃないわ。描くのよ」

　それを聞き、さっと表情を変える錬太郎。

「え……いや、俺は描けないって話をしていますよね……？」

「この際、あなたの事情はいいのよ」

「この話に、俺以外の事情があります……？」

「アタシたちの事情があるわ。描いてもらわないと困るのよ」

　自分がどうしてこんなことを言っているのか、よくわからなかった。会社への帰属意識もなければ、仕事に対するやる気もない。にもかかわらず、目の前にいる『天才』を塗り固めていたのが、黄金ではなく単なる金メッキだったと認めるのは、許しがたい裏切り行為だと感じた。やはり、それがなんに対する裏切りなのかわからなかったけれど……。

「む、むちゃくちゃですよ！　描けないのに描けだなんて！」

「もちろん、アタシも協力するわ。そのためにいるんだもの」

「……協力？」

「無理やりにでもネタを捻ひねりだすわよ」

　言うが早いか、アタシは刷り上がったばかりの『増井さん増殖中！』の一巻を二冊取りだし、一冊を錬太郎に渡した。それからすぐに、拾えるネタがないか確認を始める。

「……なにをしているの？　あなたも早く考えなさい」

　しばらくしても錬太郎に動きがなかったので、苛いら立ってそう言うと、彼は面めん喰くらったような顔をしてから、大人しくアタシの言葉に従った。

　そうして、あーだこーだと話しながら漫画のこれからの方向性を決めたときには、翌日の朝日が昇り始めていた。

　……やば、まさかファミレスで完徹してしまうとは。そういえば、こいつって未成年だったっけ？　これって、バレると問題になるのかしら……？

　冷静になったアタシが内心で焦あせっていると、錬太郎はそんなこちらの心配などどこ吹く風といった様子で、目をキラキラと輝かせていた。

「──今日はありがとうございました、巡川さん！　俺、いまめっちゃ感動してます！　ついていたのは俺の方だったんですね！」

「はあ？」

　ぐいっとにじり寄ってくる錬太郎に、思わず戸惑ってしまう。

「ほら、言ったじゃないですか！　俺の担当になってついてますよって！　でも、ついてるのは俺の方だったんだ！　やったぜ！」

　順風満帆な天才。なにをやっても上う手まくいく、生まれついての成功者。目の前にいる彼のそんなイメージが、アタシの中でガラガラと崩壊していく。

　……そうか、こいつは馬鹿なんだ。生粋の漫画バカ。

　漫画が好きでたまらず、漫画に自信を持ち、漫画に思い悩んでいるだけの。

　その瞬間、目の前がさっと晴れたような気がした。

　不覚にも、面白いかもしれない、と思ってしまったのである。本気で、漫画編集という仕事に向き合うことが。

　この馬鹿となら、社会オンチなアタシでも進むべき方向を見つけられるかもしれない……と。
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　萌絵さんは仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、居座りを決め込んでいる。

　俺は部屋に充満する気まずい空気感に当惑しながら、ちらちらと他の三人に目をやっていた。

　……いや、どうすんだよ、この状況？

　なぜか茶菓上と都喜村さんまで漫画を取りだし、黙々とページをめくり散らしている。

　重ねて言うが、ここは俺の仕事場。本来なら、俺がこんなアウェイ感を感じるような場所ではない。

　段々と腹が立ってきて、俺はまた萌絵さんの方に目を向けた。

　そうとも、この人が、さっくりと今日の要件を言えばいいだけじゃないか。

　彼女を作る手助けをしてくれるってんだから、合コンのセッティングとかどうせそんな感じだろ？　なのに、いちいちもったいつけやがって。そりゃ、こっちは合コンなんてやったことないけどさ──と内心で思い切り毒づいていたそのとき。

　不意に、彼女の持つ漫画雑誌の最終カラーページが視界に入ってきて、俺は「あっ！」と声を上げてしまっていた。

　刹那、それまで抱いていた苛いら立だちや不信感というものが一瞬で消え去る。

　そこにあったのが、希望の光だったからである。

　思わず萌絵さんのそばに腰を下ろして、彼女の手から雑誌をひったくるようにして奪い取った。

「な、なんなのよ急に……!?」

「──これだ！」

　雑誌の最終ページを開き、まじまじと見つめる。

　──そこには、とあるマッチングアプリの広告が掲載されていた。

「これしかなあい！　世間では、いまこういうアプリで恋人を作る人も多いと聞く！　ほら、ここにも書いてあるぞ！　『ＡＩが自動的に自分好みの人を選択してくれるから、手間をかけずに理想の相手と出会える！』だって！」

「はあ？　マッチングアプリ……？」

　そう言ったのは茶菓上だった。

「知らんのか。文明の利器だ！」

「いや、知ってるけどさ。そういうのってサクラが多いんじゃないの？」

「何事も否定から入るんじゃない！　俺はマッチングアプリの光の側面を信じるぞ！」

「錬太郎……」

　そのとき、消え入りそうな声がすぐ横で聞こえて、俺はふいとそちらを向いた。

　目の前に、萌絵さんの真っ赤な顔がある。

　はっと我に返ると、あまりにも彼女に近づきすぎていることに気がついた。

「──わあ!?　す、すみません、萌絵さん！」

「……ヒック」

　ヒック？

　突然引きつけでも起こしたのかと思ったが、そうではなかった。萌絵さんの目がとろんとしている。こういう光景を、いままで何度も見たことがあった。

「──まさか!?」

　慌てて萌絵さんの手を見ると、そこには俺が先ほど冷蔵庫から出しっぱなしにしていた酒が握られているではないか。どうやらジュースと間違えて、飲んでしまったらしい。

　え、でも、いつ開けたの!?　ひょっとして、さっきちょっと目を離したときか!?

　まずいぞ、この人は酒好きのくせに、異常に酒に弱いという厄介な性質を備えている。少しでも身体からだがアルコールを感知しようものなら──

「うへへ、れんたろ～。しゅき～」

　──立派な酔っぱらいのでき上がりである！

[image: ]

「いや、あんた今日なにしにここに来たんだよ！」

「たいがんじょうじゅよ、ばーか！　……うそだよ～、おこっちゃやだ～」

　ウザ絡がらみしてくる担当編集を引きはがそうとしていると、

「──正体を現したなあ！　この淫乱漫画編集め！」

「ほらやっぱりあたしの言ったとおりだったじゃないですか！　ね、茶菓上先輩!?　ね!?」

「そんなことはいまどうでもいいのである！」

　茶菓上と都喜村さんも沈黙を破り、酔っぱらい撃退に加勢してくれる。

　萌絵さんは「うへうへ」と気持ち悪く笑いながら、しばらく俺にしがみついていたが、二人の援軍に取り押さえられると、すぐに大人しくなった。

「……あれ？」

「ね、寝ていますね……？」

　──そのとおり！　アルコールが入った萌絵さんは、すぐに眠ってしまうのである。
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「……どうすんだよ、これ」

　すっかり眠ってしまった担当さんを見下ろしながら、薬師くんがぽつりと呟つぶやいた。

　途方に暮れてしまっているらしい。

「担当さんがこんな感じになったとき、いつもはどうしてるの？」

「ベッドに寝かせて、俺は作業する。で、終わったら放置して家に帰る」

「だったら今日も放置でいいんじゃない？　この人鍵も持ってるし、大丈夫でしょ」

「いつもは深夜だから気にしたことなかったけど、今日はこの人、このあと仕事あるんじゃないかな……」

　そう言われてなんの気なしに窓の外を見ると、暗くなっているとはいえ、まだ完全に日は暮れているわけではないようだった。相変わらずのどしゃぶりではあったけど。

「……俺が編集部に早退の連絡を入れるのも変だよな？　どうして自分で電話しないんだってなるし」

「編集部の人に、正直に話したら？」

「勤務時間中に酒飲んだって？　そんなの一発でクビだろ……」

　普段は暴君、暴君と言っているのに、なんだかんだ薬師くんは担当さんとの関係性を大切に思っているらしい。そのことにちょっぴり嫉妬しつつも、私はそこが彼のいいところでもあると思って温かい気持ちになった。

「じゃあなんとか回復させて、自分で連絡を入れてもらうしかないね」

「そうだよなあ……でもこうなってるときに起こすと、萌絵さんってかなり面倒くさいんだよなあ……」

　言いながら、ちらりと薬師くんは私の方を見る。

「……茶菓上、介抱を頼まれてくれないか」

「いいけど？」

「よし、そしたら萌絵さんを起こして水を飲ませてやってくれ」

　キッチンに行き、コップに水を汲くんでくる薬師くん。それを受け取ろうとすると、「まだダメだ」と首を振られた。

「どうして？」

「駄々っ子を落ち着かせてからじゃないと、部屋が水浸しになる恐れがあるだろ」

「……ちょっと待って。暴れることあるの？」

「言葉の責任を持つんだ。やってくれると言ったよな？」

　前言撤回、なんだこの小物は！　自己保身しか考えていないじゃないか！

　仕方なく、担当さんのそばに腰を下ろして、彼女の肩を大きく揺さぶる。

「あの～、お姉さ～ん、起きてくれます～？」

「む～ん……」

　薄目を開けて、私を見る担当さん。

「あ、起きた？　ここがどこかわかる？」

「──さかがみむつ！　さかがみむつじゃないか！」

　途端にクワっと目を見開き、私の肩をガッと摑つかんでくる。

「え？　はい、現役天才漫画家、茶菓上陸奥です」

「きたいかんをあおるまんがをれんさいしくさって！　らくやまをしゅっせさせるきね！　そうはいかないんだから！」

「はあ？　出世？」

「あたしがうえ！　らくやまはした！　わかる？　いってること？」

「さっぱりわからないんだけど」

「わかんないか。まあ、あんたへんなまんがかいてるもんね……」

「変な漫画じゃないし！　天才の漫画はそう簡単に凡人に理解できないのだよ！」

「あたしのれんたろーのほうがてんさいだぞ！　まけるか！」

　そう言って、なぜかグズつきだす酔っぱらい。

「……ちょっと泣かないでよ。お姉さん、もういい大人でしょ？」

「なにおう！　こちとらまだにじゅうさんじゃーい！」

　二十三なんだ。意外と若いんだな。薬師くんと六つ差……って、そんなことはどうでもいい。

　ちょっぴり対抗心にかられた私は、これ見よがしに胸を張った。

「私は十七歳だよ！　ぴちぴちの女子高生。参った？」

「あたしだってじゅうななさいだったことあるし。まいるようそある？」

「ほら！　私はこれこのように、体操服だって着れるんだぜ！」

「き、きれる、だってさ！　らぬきことば～！　やーい、ばーか、ばーか！　ぎむきょういくのげんかい～！」

「いや、普通に使うでしょ『着れる』って！」

「ぷーくすくす。ひっしにならないでよ、はずかしいなあ」

　は、腹立つ！

　そのとき、後ろからひそひそと会話する声が聞こえてきた。

「……すごいぞ、萌もえ暴君の酔っぱらいモードと会話が成立してる！」

「……茶菓上先輩にこんな才能があったなんて」

「……知能レベルが近いのかもしれない。これは期待できるぞ！」

「外野、うるさいよ！」

　私は二人を一喝してから、またへべれけの酔っぱらいに向き直った。

　すると、担当さんは目を丸くして薬師くんを見ていた。

「……え、なんでここにれんたろーがいるの？」

「なんでってここは薬師くんの仕事場だし」

「ひゃー」

　赤くなった顔を恥ずかしそうに手で隠す酔っぱらい。しばらくしてから、指の隙間から薄目で私を見ると、ちょいちょいと人差し指を動かす。それを「こっちに来い」のジェスチャーだと思った私は、仕方なく顔を寄せた。

「……どうしたの？」

「……ばしょをかえてのみなおそう、さかがみむつ。おねーさんがおごってやる」

「飲み直そうって、私未成年なんだけど」

「じゅうななでしょ？　けっこんできるじゃん」

「結婚できる年齢とお酒飲める年齢は違うんだよ？」

「しってるよ。え、どうしたきゅうに？」

　腹立つなあ、この酔っぱらい……。

「そっちが言いだしたんでしょ！」

「いいから、やきにくたべにいこうやきにく。どうせこのあとよていなんかないんだから、にんにくいっぱいつけてたべよう」

「……焼肉おごってくれるの!?」

「わはは、こちとらおとなじゃーい！　どんとこんかーい！」

　ただで焼き肉が食べられると聞いて、一瞬でテンションが跳ね上がる。なんだよ薬師くん、この人、めっちゃいい人じゃん！

「……了解っす！　へへへ、ところで姉さん、あの二人はどうします？」

「……れんたろーはだめ」

　また頰を染めて、もじもじしながら言う担当さん。

「どうして？」

「はずかしいから」

　ピュアかよ。いまさらなに言ってんのさ。

　とはいえ、これは私たちにとって好都合な展開かもしれない。ここに来るまでにしおりちゃんが言っていたように、この人が本当に薬師くんへの好意を持っているのだとしたら、彼がいない場所でそれをはっきりさせておいた方がいいからだ。私としては、さっきのやり取りを見てほとんど確信している。わかっていないのは、きっと薬師くんだけ。

　ちょっと不明瞭な言葉や論理の飛躍はあるけれども、会話を成立させるのはそこまで難しくなさそうだし。この人が私たちのライバルであるなら、この好機を逃さず、例の抜け駆け禁止条約に批准させる必要がある。

　よし、うまいこと薬師くん抜きで焼肉屋に行こう。あとでそこにしおりちゃんも合流してもらわないとね。

　私は腹に一物を隠し持ちながら、担当さんに話しかけた。

「……オッケー。じゃあここからは私に任せて。体よくここから抜けだして見せるから」

「ほう、さくがあるのか」

「ふっ、それは見てのお楽しみだよ」

「うむ、よくいった。そちは、らくやまのたんとうまんがかにしておくにはおしいな」

　なぜか尊大な態度を取る担当さんの信任を受け、私はさっと薬師くんたちの方を振り向いた。

「──担当さん、もう帰るってさ！　私、送っていくよ！」

「むさくではないか」

　ちょっと黙っててよ！

「……帰る？　そしたら俺が送っていくけど」

　薬師くんが申し訳なさそうに切りだす。

「この暴れ馬は私にしか乗りこなせないよ。ほら、萌絵ちゃん！」

「──ひひーん！　こんにゃろめ、うなぎいぬ！」

「うわっ……大人しくなったんじゃないのか！」

「どうどう！　よーしよしよし！」

　頭を撫なでてやると、目をとろんとして私のふとももに頭を置く担当さん。どうしよう、なんかちょっと可か愛わいくなってきたかも……。

「ごろにゃーん」

「……ほらね？　まあ、萌絵ちゃんのことは私に任せてよ」

「そ、そうだな。どうやら茶菓上には懐なついているようだし。下手に他の人間が犠牲──じゃなくって、世話を焼くのも、萌絵さんのためを考えるとよくないもんな、うん」

　まるで自分を納得させるように、何度もうなずく薬師くん。

　……でもいま、犠牲って言ったよね？

「あとで、ちゃんと会社への連絡は入れるように言ってくれよ」

「わかってる、任せといて」

　言うが早いか、私はふらふらする萌絵ちゃんに肩を貸して立たせた。

「……じゃあ茶菓上。悪いけど頼んだよ。はいこれ、タクシー代」

「ありがと。領収書あとで渡した方がいい？」

「そうだな。今日って一応、名目は打ち合わせだもんな」

　薬師くんからタクシー代を受け取ると、私たちは一緒になって薬師くんの仕事場を後にした。
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　その日、アタシは夢を見た。

　ぺこぺこと頭を下げながら、編集長に電話をしている夢だった。

「……申し訳ございません、ちょっと出先で気分が悪くなりまして……早退させていただきたいと……」

『おいおい、大丈夫か？　確か君は、薬師くんのところに行くって言っていたが』

「はい。実は、れん……いえ、薬師くんとの打ち合わせの途中に、少し気分が悪くなってしまいまして……」

　錬太郎に大事なことを伝えようと思っていたのに、邪魔が入って散々な結果に終わった。それだけは覚えている。でも、どうやって彼の仕事場を抜けだしたのかわからない……。

「……彼にも謝罪をしておきました」

　もちろん、そんなことをした覚えもない。けれども、編集長が変に気を回して錬太郎に連絡を取ってもマズいと思ったのだ。

　なにぶん、いまの錬太郎はコミックノアのエース格。編集長からすれば、自分の部下が粗相を起こして、へそを曲げられると非常に困る存在なのだった。もちろん、そういった編集部内の実情は錬太郎には伏せているけれども。

『そうか。で、彼の様子はどうだ？　新しい連載について、意欲はありそうか？』

「……その件については、明日に報告させていただいてもよろしいでしょうか？」

『ん？　ああ、そうだな。体調が優れないと言っているのに、余計なことを訊きいて悪かった。それじゃ、お大事に』

　電話を切ると、むつきにポンと肩を叩たたかれた。

　一瞬、なんで彼女がここにいるのかわからなかったけれど、なぜか彼女と一緒にいると気持ちが落ち着いて、自分の置かれている状況が正確にわからないことなど、どうでもよくなってしまった。

「よく一人で電話できたね、萌絵ちゃん。えらいえらい」

「……ちょっと、なんなのよ。その馴なれ馴なれしい態度は？」

「う～ん、やっぱだいぶ酔い覚めてきてるねえ……あ、都合よくもうテーブルに注文来てるよ！　乾杯しよ、乾杯！」

　都合よく？

　彼女に手を引かれるまま、どこかで見たことがあるような店の中に入り、座席につく。

　テーブルには、キンキンに冷えた生ビールが置いてあった。

　基本的に、アタシは自分の家か錬太郎の仕事場でしかお酒は飲まない。酒癖が悪くて、周りに迷惑をかけてしまうことを知っているからだ。けれども、不安や悩みなどなさそうなむつきを見ていると、自分に変な制約を課しているのが馬鹿馬鹿しくなった。

「かんぱ～い！」

「……乾杯」

　むつきがコーラを美お味いしそうに飲むのを見てから、ビールに口をつける。

　──そうして世界が歪ゆがみ、アタシの記憶は再び途絶えた。
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　夢に別の登場人物が増えている。そのことに、アタシはなんの違和感も覚えなかった。

「……それじゃ、やっぱり巡川さんは先生とおつき合いを考えていたってことですね？」

　真剣な表情のしおりが訊きいてきた。

「そうよ。でも、錬太郎の鈍さには呆あきれてモノも言えないわ。『彼女を作れ』って、要するに『アタシを彼女にしなさい』って意味に決まってるじゃない。そこまでこっちに言わせるわけ？　ずっとパートナーとしてやってきてお互いのことは知ってるし、それにあれだけあいつの部屋に入り浸ってるんだから、雰囲気でわかりそうなものでしょ？」

「や、やっぱりわたしの勘は正しかったんですね……！　ほら、茶菓上先輩見ましたか!?　やっぱり危なかったんじゃないですか！」

「うん……うん……」

　急に話を振られたむつきは、わさびを塗りたくった肉を咀そ嚼しやくしながら、コクコクとうなずく。

「巡川さんは、先生のどういうところが好きなんですか……!?」

　そう言われて、アタシは自然と錬太郎の顔を頭に思い浮かべた。想像の中の錬太郎は、ネタが出ない、協力してください、と泣きそうな顔で懇願していた。これまでに、何度も見てきた彼の姿……。

「……アタシ、もしかしてＭなのかしら？　実はダメ男が好きで……」

「──は？」

　しおりの目から、一瞬で感情の色が消える。

「ほら、錬太郎ってダメダメじゃない。すぐへたれるし、すぐ逃げだそうとするし、そのくせすぐ調子に乗るし」

「せ、先生はダメダメなんかじゃありませんよ……？　え、冗談で言ってますよね……？」

「いいえ、ダメダメよ。でも、ダメダメなところがダメって言ってるんじゃないの。ダメダメなところがイイのよ……」

「──日本語をしゃべってください！」

　バンとテーブルを叩たたき、勢いよく立ち上がるしおり。

「せ、せせ先生はとっても優しくて、とっても頼りがいのある方です！　先生がダメダメだったら、世の中にいるすべての男性がダメダメです！」

「可か愛わいいわね。好きな男の子を、見たいようにしか見てないなんて」

「先生を見たいように見ているのは巡川さんじゃないですか！　あなたがやっているような先生の愛し方は、絶対に間違っています！　ねえ、茶菓上先輩!?」

「──ハフハフ！　一理あるね。でも私は──ハフハフ──薬師くんの弱さを認めてあげるのも──ハフハフ──大事だと思うよ！」

「しゃべるか白米をかき込むか、どっちかにしてください！」

「ハフハフ！」

「錬太郎みたいなタイプはね？　しっかりと他の人間が舵かじを取ってあげないといけないの。アタシにはそれができるわ」

「なにを……!?」

「現に、いままでそうやってきたしね。『増井さん増殖中！』は、錬太郎だけの作品じゃないのよ。アタシと錬太郎の共同作業によって、あそこまで大きくなった作品だわ」

「それはそうかもしれませんけど……それを担当編集自らが言うのはどうなんでしょうか!?　そういうのは、漫画家である先生の方が言ってこそ美談になるんだと思います！」

「錬太郎の口から言わせたいんだったら、実際に訊きいてみればいいじゃない。彼はきっとあの作品を自分だけのモノだなんて思ってないはずよ」

「う……」

「そして、これからは漫画だけじゃない。錬太郎の人生、すべての舵かじ切りをアタシがしてあげるっていうのよ」

「萌絵ちゃん、男の人とつき合ったことあるの？」

　不意打ち気味に放たれたむつきの質問に、アタシは戸惑った。これぞ伏兵。あなたはハフハフ言っていればいいのに。

「そ、そんなことはいま関係ないでしょ？」

「あ、言いい淀よどんだ！　怪しいぞう！」

「あまり経験をひけらかすのもよくないからよ。でも、あなたたちみたいなお子さまとは違うとだけ言っておくわ」

「うわ、えろーい！　大人だ、大人！」

　きゃっきゃっと笑うむつき。一方、しおりは頰を赤くしていた。

「萌絵ちゃん、ここは一つ猥わい談だんでもお願いします！　私たちみたいなお子さまに、知識をつけさせると思って！」

　そう言って、むつきはアタシの空きグラスに瓶ビールを注いでくる。

　……これを飲んではいけない。美お味いしそうだけど、絶対にダメ。だって、これを飲んだが最後、アタシはわけがわからなくなり、ペラペラと自分のことを話してしまうから……そう、この子たちに、決して知られてはいけないことまで。

「……悪いけど、これは飲めないわ」

「えー？　でも、もうこれアルコール抜けてるんじゃない？　ほとんど麦のジュースだって」

　そうやって言葉巧みに誘導しようったって。

「──絶対に飲まないわ！」
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「──こちとらきっすいのふじょしだぞ！　おとこなんていたことあるかってんだ～い！」

「……うわ」

「いよっ！　姉さん、かっこいい！」

「かっぷるからぜいきんをとれ！　しあわせのふるさとのうぜいをさせよ！　みるきーはままのあじ！」

「あはは、意味わかんない！　あー、笑いすぎてお腹いた……でも、しおりちゃんの予想がここでも当たったね。やっぱり萌絵ちゃん、彼氏いなかったんだ」

「いえ、わたしも流石にここまでとは……」

「ひとりび～～っむ！　ずびびびび！　はい、これであんたらはずっとひとり～！」

「……」

「バリア！　バリア！」

「ばりあきんしび～～っむ！」

「きゃっきゃっ」

「……なにこれ？」
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　ぼんやりとした夢の世界は続く。

　焼き肉屋を出たあと、アタシはふらふらしながらしおりの家に連れていかれた。

　彼女は一人暮らしだという。アタシが親元を離れたのが短大時代なので、そういう意味ではしおりはずいぶんと独り立ちが早い。なるほど、彼女が年上のむつきよりもよほどしっかりしているわけは、ここにあったのか。

「……つまり、あなたたちが結んだ条約とやらに、アタシも参加させたいってことね？」

　出された水を飲んで少し落ち着くと、アタシは真剣な表情を浮かべるむつきとしおりの方をちらりと見て言った。

「うむ、そのとおり。この条件にある崇高な精神を説明して、しおりちゃん」

「わたしたちが先生に告白して、無理やり彼氏彼女になるっていうのは、先生のためにもなりません……先生とおつき合いするのに相応ふさわしいのは、先生自身が好きになった方なんです！」

「いいわよ」

　アタシがうなずくと、二人は意表を突かれたのか、ぽかんと口を開けて固まる。

「なによその顔？」

「いえ、まさかこんなに素直に了承していただけるなんて思ってもみなかったから……」

「もしかして、萌絵ちゃんってチョロイン？」

　誰がチョロインよ、誰が。

「だってアタシが負けるとも思わないし。あなたたちより先に、錬太郎に好きって言わせればいいだけでしょ？　簡単だわ」

　すると、今度二人はむっとして眉を吊つり上あげた。

「自信過剰は身を亡ほろぼすよ！　ねえ、しおりちゃん！」

「そうですよ！　わたしが一番先に先生を振り向かせます！　巡川さんのやり方はまるで北風です……わたしは太陽の温かさをもって先生と接しますから」

「……ちょいとしおりちゃん？　どさくさ紛れで抜け駆けしようとするのやめてくれる？」

　それまで息が合っていたくせに、途端に反目しだす二人。

　それにしても北風と太陽か。流石は文学少女、使う表現がいちいちこじゃれている。

　でも、この子はきっと錬太郎に合わないわね。あいつって基本馬鹿だし。

「……とにかく、萌絵ちゃんも『告白禁止条約』に参加するってことでいい？」

　そんなむつきの問いかけに、アタシは肩をすくめて答えた。

「しょうがないじゃない？　あなたたちには弱みを握られてるわけだし」

「弱み？」

「会社サボってお酒飲んじゃったわ」

　ぺろっと舌を出して言うと、しおりは一瞬きょとんとしてから、くすくす笑った。

「うん……そうですね。わたしたちは巡川さんの弱みを知っています。恥ずかしいところも」

「そうそう、萌絵ちゃん今日ひどかったよ」

「あなただって体操服で焼肉屋にいるとか、相当ひどかったわよ」

　なんとなく、むつきにだけはマウントを取られるのが嫌で言い返す。

「え、そう？　こんなの普通でしょ」

「普通じゃないわよ。ほとんどコスプレじゃないの」

　するとむつきは「異議あり！」と叫んでスマホを取りだした。

「コスプレっていうのは、こういうのを言うわけ！　体操服なんて普段着もいいとこだから！」

　彼女の突きだすスマホの画面には、アニメキャラの衣装に身を包んだむつきの写真がある。

「な、なにこれ……？　むつきってコスプレが趣味なの……？」

「お母さんがこういう服作るのが好きなの。私はそのファッションモデル」

　それからアタシとしおりは、むつきからスマホを受け取って、しばらく彼女のコスプレ写真集を眺めていた。結構きわどいコスプレもある。被写体はずいぶんノリノリだけど。

「あ、あの、二人とも……ちょっとついてきてくれませんか……？」

　そのとき、しおりがおずおずと切りだした。むつきの写真から、なにか感じるものがあったのかもしれない。すくっと立ち上がり、アタシたちの手を引いて二階への階段を上ろうとする。

「どこに行くの？」

「わたしの部屋です。わたしばっかりライバルの恥ずかしいところを知ってたら、フェアじゃないような気がして。だから、その……わたしの恥ずかしいところもお二人にお見せします」

　しっかりしているようで、ずいぶんと可か愛わいいらしいところがある。自分がしおりくらいの年齢だったとき、こんなに純粋だったろうか？　友だち同士でエロＢＬ本を回し読みするような、退廃的な青春時代しか送ってなかったような気がするけれど……。

「……ちょっと待って、しおりちゃん？　私のは、別に恥ずかしい話じゃないんだけど？」

「あなたがそう思ってるだけで、十分恥ずかしいわよ」

　アタシたちがそんなことを話しているうちに、しおりは彼女の名前の書かれたプレートのかかった部屋の前まで行くと、何度か深呼吸してからドアを開いた。

　明かりが部屋を照らす。そこにあった光景に、アタシは思わず息を吞のんだ。

「な、なんなのこれ……？」

　フィギュア、缶バッチ、キーホルダー、ラバーストラップ……部屋には『増井さん増殖中！』のあらゆるグッズが飾られている。ただ、ここまでなら単なるオタクの部屋。

　もっと特筆すべきなのは、天井や壁に、錬太郎の写った写真がいくつも引き伸ばされて貼られていることだった。

「その……わたし……先生の大ファンですから……」

　頰を染めながら、髪をくるくるといじるしおり。

「いや、ファンって言ったって、薬師くんはアイドルじゃないんだからさ……」

　流石のむつきもドン引きな様子だった。どうしよう、すごく気持ちがわかってしまう。まさか大人しそうな顔をしているしおりが、こんな闇を抱えていたなんて……。

「こういうのって、やっぱりおかしいですか……？」

「う～ん……グッズはともかくとして、この写真って……もしかして盗撮……？」

「ち、違います！　漫画の参考資料として、先生に色々ポージングしてもらったんです！　撮影の許可をもらっていますから、盗み撮りしたわけじゃありません！」

「漫画に使ってないじゃん」

「漫画にも使っています」

　もってなによ、もって。

　むつきはすっかり狼ろう狽ばいした様子でキョロキョロした。他のもので話題を変えようと思ったのかもしれない。

　英断だ。これ以上しおりの闇を覗のぞき込むのは精神衛生上よくない。

「──あ！　コ、コスプレ衣装あるじゃん！　しおりちゃんも、コスプレやるの？」

　むつきは、わざとらしい笑顔を浮かべ、ハンガーにかかる衣類を指さした。一瞬それが身に着けるものだと認識できないほど、露出が多い衣装だった。

「や、やりませんよ！　あんなえっちな服、わたしが着るわけないでしょう！」

「着ないのになんであるの？」

「よく見てください。あれは五十六話に登場したマスイ族の民族衣装です。つまり、れっきとした増井さんグッズです！」

「そんなマニアックなグッズ、どこに売ってるのさ？」

「増井さんグッズなら、なにを持っていても許されるわけじゃないのよ」

　むつきとアタシは、ほとんど同時に突っ込んだ。

　いけない。周りを見渡せば見渡すほど、闇に足を取られるようだ……。

　そのとき、今度はアタシが変なものを見つける。

「……ねえ、しおり。このハンカチはどうして額縁に入ってるのかしら？」

「ああ、それですか！」

　途端に、嬉うれしそうに破顔するしおり。

「それはもともと、先生に貸してもらったものだったんです。でも、返さなくていいって。だから、先生がいつかこのハンカチを必要とする機会が訪れたときに備えて、大切に保管しているんですよ」

「……横のケースに入ってるマジックペンは？」

「初めて先生にサインをいただく際に、そのペンで書いてもらったんです。その横の額縁に入っているのが、そのときのサインですね」

「……」

　気が遠くなるのを感じた。そのあたりから、アタシの記憶はまたあいまいになった。
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「──ハッ……!?」

　アタシは悪夢から目覚め、飛び起きた。

　頭が痛い。飲みすぎた日の翌日は、だいたいこうだ。

　とはいえ、先ほどまでの記憶が、すべて夢だったということに安あん堵どする。ちょっとした狂気にあてられ、気安く「アタシが負けるとも思えない」なんて言ったことを、後悔しているところだったから。

　夢でよかった……。そうよ。アタシが錬太郎を密ひそかに狙っていることは誰にも知られていないし、変な条約に参加もしていないし、些さ細さいなきっかけでヤンデレ化しそうな後輩キャラのライバルなんてできていない……。

「──あ、巡川さん、起きました？」

　そのとき後ろから響いた声に、アタシはぎょっとして振り向いた。

　そこには、エプロン姿の都喜村さんが立っている。

「え、都喜村さん!?　どうしてここに!?」

「どうしてって……ここはわたしの家ですよ？」

　そう言われて周りを見回してみると、そこは確かにアタシの借りている質素なアパートの一室ではなかった。ここは、そう──夢で見ていた家。

　……夢で見ていた？　どうしてアタシの現実は、その夢と陸続きなの？

　ま、まさか……。

「それに、どうして都喜村さんなんて呼ぶんです？　昨日はずっと『しおり』って呼んでいたじゃないですか」

「昨日って……」

「わたし、誰かに名前で呼び捨てにされることっていままでほとんどなかったから、ちょっと新鮮だったっていうか……ですからその、できたらこれからも昨日みたいに呼んでほしいです」

　都喜村さん……いや、しおりはもじもじしながら言う。

　……これもきっと夢の続きだ。そうに違いない。

　冷や汗をかきながら、アタシは必死にそう思い込もうとした。

　しかし、アルコールの抜けたアタシの意識は、目の前の出来事を現実だとつきつけてくる。噓うそでしょ……ああ、頭が痛い……。

「もうすぐ朝ごはんできますからね。ちょっと待っててください」

「え、ええ……」

「あと巡川さん……わたしの秘密、他の人には内緒ですからね？」

　恥ずかしそうに頰を染めて笑うしおりの顔を、アタシは直視することができなかった。

　その日アタシは、錬太郎を密ひそかに狙っていることを察知され、変な条約に参加し、些さ細さいなきっかけでヤンデレ化しそうな後輩キャラのライバルができてしまった……。







[image: 幕章　とある父親の憂鬱]

　都と喜き村むら奏そう詞しは、海外出張先のアパートメントで同僚の言葉を思いだしていた。

「娘に一人暮らしを許したのは間違いだった」

　海外籍の彼は現地で採用された社員で、海外出張組の奏詞とは立場が違ったが、彼は文化の違う異邦人にもとてもフランクに接してくれたので、二人はすぐ仲良くなった。その日のように、彼の家の夜会に招かれるほどには。

「高校生なんて、ほんの子どもだよ。自制心もなければ、生活力もない。そのくせ、自立心と反抗心だけは一人前ときた。そんなやつを信用したぼくが馬鹿だった」

「娘を可か愛わいく思うから、ちょっとしたことでも気になるんだろう」

「きっと君は思い違いしているよ。あいつはモンスターだ」

　同僚が自分の娘をモンスターと呼ぶことに、奏詞はひどく驚いた。彼はいつもにこやかで、ジョークを言って周りを笑わすのが好きな明るい性格をしていた。そんな彼が、いま自身の子どもの話をするときだけ苦虫を嚙かみつぶすような顔をしている……。

「彼女の部屋を見てみればわかるさ。いったいどこから仕入れてきたのか……破廉恥なポスターや玩具が散乱してる」

「破廉恥？　でも、それは年相応というべきじゃないのか。年頃の子なら、そういうものに興味を持ったって不思議じゃないよ」

「いや、いや、違うんだ。ひょっとして、君ならわかるかな？　娘がハマっているのは、いわゆるジャパニメーションというやつでね」

「ジャパニメーション？」

「日本で作られているアニメーションのことだよ。マンガとかいうやつもその一種なのかな。非現実的に歪わい曲きよく化されたキャラクターイラストのことだ」

　日本で暮らしていれば、確かにその手の類たぐいのものを目にする機会はある。しかし奏詞は、これまでそれらに興味を示したことがなかった。

「日本の大衆娯楽だね。最近じゃそういったものをクールジャパンとか称して、国を挙げた施策としてやっているようだけど、当の日本人としては少し恥ずかしいかな」

「君がまともな人間でよかったよ、奏詞」

　同僚はため息交じりに言った。

「ただの絵にどうしてそこまで夢中になれるのかわからない。あれはカルトと同じようなものだよ。興味を持ち、影響され、崇拝に至る。そうやって、歪いびつな精神性を身につけていくんだ。娘の退廃的な生活を目まの当あたりにしたとき、ぼくは目の前が真っ暗になった。すぐに連れ帰ってきたけれど、この家でもいまだにその趣味を改める気がないようだ」

「ぼくにも娘がいるから、君の気持ちはわかるよ」

「娘さんはいま、日本で一人暮らしだろう？　確か高校生？」

「そうとも」

「不安だろうな」

「きっとそうだと思う。彼女にはいつも苦労をかけてる」

　しかし、同僚は首を振った。

「いや、君がだ。いま、ぼくも言っただろう？　高校生なんて、ほんの子どもだ。なにがきっかけで道を踏み外すか、わかったものじゃないよ。できることなら、正しく物事を認識できるようになるまで、ずっと自分のそばに置いておいた方がいいと思う」

　それを聞いて、奏詞は衝撃を受けた。

　道を踏み外す？　まさか、しおりに限ってそんなことがあろうはずはない。彼女は幼いころから真面目で、とても気の利きく優しい子だ……。

　そのときだった。

「──こんにちは！」

　突然、背後から流ちょうな日本語が聞こえ、奏詞はぎょっと振り返った。

　するとそこには、ブロンドの髪の美しい少女がにこにこ笑いながら立っているではないか。彼女の姿を見て、奏詞はますますぎょっとした。

　その少女が、およそ現実のものとは思えない恰かつ好こうをしていたからだ。ピッタリと身体からだのラインがあらわになった、真っ赤なボディスーツ……。

「──リ、リタ！　部屋に戻りなさい！　今日は大事なお客さんが来るから、大人しくしているように言っていただろう！」

　同僚が顔を真っ赤にして叫んだ。

「パパ！　日本人のお客さんが来るなんてことを、どうして黙っていたの!?　私が日本の文化をこんなに愛していることを知ってるくせに！」

　少女は激怒する父親をまったく意に介した様子もなく、奏詞の腕に自分の腕を絡からませてくる。

「ママから聞いたのか!?　くそっ、この家にぼくの味方はいないのか！」

「パパったら古いのよ！　こんなにカワイイものを否定するなんて、絶望的なセンスだわ！　ねえ、あなたもそう思うでしょ!?」

「こんなにカワイイ……？」

「ほら、このコスプレ！　日本の有名なアニメキャラクターが着ているやつなの！　日本人なら知ってるでしょ？」

　まったく知らなかった。むしろ奏詞としては、先ほど同僚がそれらを「破廉恥」と表現したことを納得してしまうほどだった。

「いや、その……」

「あんたバカァ？」

　また、突然の日本語。

　それでガツンと頭を殴られた気になる。

　どうして初対面の少女に、いきなりこんなことを言われないといけないのか。

　奏詞が戸惑っていると、少女はきょとんとした様子で目を瞬しばたたかせた。

「……あれ？　もしかして知らないの？　日本じゃほとんど義務教育レベルのキャラって聞いてたんだけど……」

「リタ！　いい加減にしなさい！」

　首根っこを摑つかまれるようにして、少女は同僚に引きずられていく。

　ほどなくして帰ってきた同僚は、恥とはこういうものだと言わんばかりの表情をしていた。

「なんというか、その……とても個性的な娘さんだね」

「……ぼくがジャパニメーションを、カルトといったわけがわかっただろう。ああなるまで、彼女はとても素直ないい子だったんだよ」

「そ、そうだったのか……」

「いやむしろ、素直だったからこそ、というべきかもしれない。周りに影響を受けやすかったんだ」

　他ひ人と事ごととは思えなかった。

　考えれば考えるほど、娘のことが心配でたまらなくなってしまう。こんなことならば、あの子も一緒にこっちに連れてくればよかっただろうか。とはいえ、文化の違う生活に馴な染じめず、苦しい思いをさせるのも嫌だった。すべては彼女を思うがため……。

　早くして妻に先立たれた奏詞にとって、娘のしおりはなによりも大切な宝物だった。

「……今度の休暇に、少し日本に帰ってみようかな」

「それがいい。娘さんの無事を祈っているよ」

　それがジョークとわかったけれども、そう言う彼の顔にはありありと疲れ切った笑顔が張りついていて、奏詞は心から笑うことができなかった。
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　どういう風の吹き回しか、萌も絵えさんは俺が茶さ菓か上がみのアシスタントをするのを反対しなくなった。ひょっとしたら、こないだ茶菓上がへべれけになった萌絵さんを送っていったとき、彼女たちの間に信頼関係のようなものが生まれたのかもしれない。

　あの萌もえ暴君は唯我独尊を擬人化したような人なので、そんなことが起こる可能性は少ない気がしたけれど、相手があの茶菓上ならば微妙に納得できそうというかなんというか。

　この際だからはっきり言おう。

　茶菓上は天然なところがある。

　俺は『増ます井いさん増殖中！』にも、密ひそかに彼女をモデルにしたヒロインを登場させている。

　名前は増井ピピロンチーノ。

　あだ名はピピで、好物は辛い物。ピピロンチーノ星からやってきたシリーズ初の人外ヒロインで、常識外れな言動で主人公を振り回した。

　深夜テンションでネームを切ったせいか、原稿を上げたときには正直すでにやっちまった感満載だったのだが、恐る恐る聞いたアンケートでは意外にも好評だった。それから登場のたびに、根強い支持を獲得していった人気ヒロインである。

「……まあ、ピピなら萌絵さんとでも仲良くなれるような気がするなあ」

　一人、ぽつりと呟つぶやく。

　というのも、ピピは萌絵さんからの受けもよかったからだ。ゆえに、俺はそのモデルである茶菓上と萌絵さんが仲良くなったとしても、そこまで驚かないのだった。

　そうやって、俺が過去作のヒロインに思いを馳はせているときだった。

　ピンポーンとインターフォンがなり、俺は玄関へと急いだ。

　ドアを開けると、誰あろう茶菓上が立っている。

「おいっす、お待たせ～！」

　俺は今日、茶菓上と打ち合わせをすることになっていた。アシスタントとして彼女の補助に入るにあたって、必要となる作業の方向性を定めなければならない。それ自体は別にネット通話でもいいと思ったのだが、今回の件はどうしても一緒にやる必要があると彼女が言いだして、この仕事場に招くことになったのである。

「ああ、いいな～自分の仕事場。憧れちゃうな～」

　きょろきょろと辺りを見回して、茶菓上は物欲しそうに言った。

「茶菓上も、どこかの部屋借りたら？」

「この連載が軌道に乗ったらね。借りてすぐ解約とかなったら嫌だし」

「そういえばそうか」

「薬やく師しくんはここ解約しないの？」

「俺はすぐ次の連載を開始するから、ここは必要なの！」

　ちなみに、俺が茶菓上のアシスタントをすると言っても、とりあえず今回の原稿を上げるまでの短期間の約束だった。

　次号のコミックノアに俺のための紙面は用意されていないから、いまのところ他の漫画家のヘルプをする余裕がある。しかしもうちょっと先の将来では、間違いなく俺はコミックノアに復帰しているので、アシスタントをしている暇はなくなっていることだろう。

　──なぜなら、俺の秘策がすでに八割方成功しつつあるから。

「なあ、茶菓上。以前に、俺とコミックノアで一緒に連載したいとか言ってたよな？」

「……へ？　あ、ああ、うん……薬師くんは私のライバルだからね！」

　ちょっと顔を赤くして言う茶菓上。

「多分、それってそう遠くない未来の話だと思うんだよな」

「どういうこと？」

「彼女ができる目算がついた」

　すると、茶菓上は持ってきていた大荷物をドスンと落とした。

「か、彼女……？　ど、どういうこと？」

「どうもこうもない。どうやら、俺は生まれついてのプレイボーイらしい。モテの星に生まれてしまった俺は、息をするようにモテてモテて仕方がない。だからこれはもう、運命というやつなんだろうな」

　言いながら、俺はこれ見よがしにスマホを取りだした。そして目当てのアプリを立ち上げ、門楼のように掲げて見せる。

「こいつを見てくれ！」

「なにそれ？」

「ふっ、茶菓上がこの間馬鹿にしていたマッチングアプリだ！　しかし、いまとなってはそれを誤りと認め、跪ひざまずくときがきたようだぞ」

「ええ、まさか……」

「そう、そのまさか！　俺はすでに一人の女性とこのマッチングアプリ内で、チャットをするほどの仲になっている！　しかも見る限り、かなりの脈ありだ！」

「あはは、噓うそだ」

「噓うそではない！　はっきり言って、このシズナさんは俺にメロメロだ！」

「じゃあサクラでしょ。そんなの信じて得意になるなんて、薬師くんもまだまだだね～」

　え、なにこの温度差……？　俺が期待してたのと違うんだけど……。

　もっとこう、青春を謳おう歌かできていない者特有のねたみ、そねみ、ひがみが飛んでくると思ってたんだけどな……。

　俺は掲げていたスマホを下ろし、画面をまじまじと眺めた。

「……やっぱサクラかな？　そう思う？」

「サクラだよ。間違いない」

「……結構、意気投合してるんだけど」

「話を合わせてるんだよ。で、きっとそのうちマルチっぽいメールを送ってくるから」

　なんだよ、それ。浮かれてる俺が馬鹿みたいじゃないか。

「……え、でもさ？　ひょっとしたら、そうじゃない可能性もあるんじゃないか？　俺はこの人だけは特別な気がしてて……」

「射幸心ってやつだね。自分は宝くじに当たるかもしれないとか、ソシャゲのガチャでいいの引けるかもしれないとか」

「……」

　俺は無言でアプリを落とした。

「……打ち合わせの件だけど」

「あれ？　もうそのアプリの話はいいの？」

「う、うるさい！　茶菓上が夢も希望もない話をするからだろ！　心の汚れた人間には、なにを言ったって仕方ないと思っただけだ！」

「いや、私にあたるのは間違ってると思うな」

「あたってないし!?　見てろよ、俺がシズナさんと恋人になった暁には、彼女の写メを送りつけてやるからな！」

　俺は捨すて台詞ぜりふを吐くと、冷蔵庫からジュースを取りだして茶菓上に渡した。前回のこともあったので、酒ではないことを念入りに確認済みである。

「うむ、ありがとう。では、馬鹿話はやめ、さっそく打ち合わせを始めたいと思います」

　突然ドヤ顔になる茶菓上にイラっとする。俺の仕事場で、さらにジュースもこっち持ちなのに、なんでそんな偉そうにできるってんだ。しかも俺のすばらしい戦果を馬鹿話ときた。

「……まあ、いいや。で、俺はなにをすればいいわけ？」

「パンツの写真を撮ってもらいます」

「パッ……!?　はあ!?」

「安心してください。見せパンです」

　言うが早いか、茶菓上は持ってきた大荷物をゴソゴソとまさぐり、一切れの布を取りだした。

　両手でピッと張られたそれは、紛まがうことなき女性ものパンツであった。

　見せパンというのは、要するに見られてもいいパンツという意味らしい。しかし、男からすればパンツはパンツ。そこに違いなどない。

「ちょ、ちょっと待った！　いきなりそんなこと言われてもわけわかんないって！　なんで急にパンツなんだ!?」

「安心したまえ。まずは読者にインパクトを与え、そこから説明に入るのが物語の鉄則。つまり、薬師くんはこのパンツによって、すでに私の世界に捉えられているということ」

　またわけわかんないこと言いだしやがったな、この天然娘。

「……で？」

「実は担当に、パンチラとかの読者サービスをもっと増やせって言われてて」

「至極簡単な理由じゃないか。いきなりパンツでジャブ打ってくるんじゃねえよ」

「見せ方によって、パンツの価値が上がる。私が言いたいのはそういうことなのだよ」

　ちょっと上う手まいこと言いやがって。まさかラブコメ漫画家が、専門分野ともいうべきパンツの見せ方について、ご高説を授かるとは思わなかった。

「次の話では、『エメス』のパンチラで二枚、『ナイトメア』で一枚と、合計三枚のパンチラシーンを盛り込もうと思っててさ」

　エメスとナイトメアというのは、茶菓上のバトル漫画に登場するキャラの名前だ。

　エメスがヒロイン。ナイトメアがいまのところの敵キャラ。

「エメスはわかるけど、ナイトメアにもパンチラさせるのか？　あれって、まだほとんど素性が謎なキャラだろ？　そんなやつにパンチラとかさせて、キャラが崩れないかな……」

「回し蹴りさせるんだよ。そのときにチラッと」

「……なるほど、それならまあアリか」

　ラブコメ脳な俺は勝手に、「いやーん、えっち！」的なパンチラかと思い込んでいた。固定観念はいけない。

「ナイトメアには、多分まだ誰もパンチラシーンなんて期待してないからね。だからこそ映えるっていうか。ギャップ萌もえ的なところを狙えると思うんだよ」

　言いながら、茶菓上はまた大荷物をゴソゴソやって、黒いなにかを取りだす。

「なにそれ？」

「これはナイトメアの衣装。お母さんに手伝ってもらって、昨日完成したんだぜい」

「ちょっと待ってくれ。コスプレ衣装ってことか？」

「ありていに言うとそうかな」

　ナイトメアのコスプレを床に置いて、しわを伸ばす茶菓上。

「ちなみに、エメスの衣装もあるよ。いつもはそれを着て、お母さんに写真を撮ってもらってるんだよね。で、漫画の参考にするわけ」

「協力的な家族でよかったなあ。まあ、俺の家も似たようなもんだけどさ」

　なにせ、担当が怖いからという理由で、冷蔵庫に酒を補充してくれるような家族である。

　と、そのとき、俺はふと思い至ることがあった。

「……ん？　茶菓上が衣装を着て、漫画のために写真を撮ってもらってるって？」

「そうだよ？」

「で、今日はナイトメアの衣装を持ってきてる？」

「そうだよ。なにかおかしい？」

「え……ってことは、茶菓上がこの衣装を着るわけ？」

「もちろん。ああ、ひょっとして薬師くんこれ着たかった？　それは、サイズの問題でちょっと……あと、絵面的にもよくないんじゃないかな……」

　気まずそうに、すっと目を逸そらす茶菓上。

「ち、違う！　俺が言ってるのはそういうことじゃなくって！　まさかとは思うけど、コスプレした茶菓上を、俺が撮影するって言いたいのか!?」

「まさかってなに？　そうだよ。二人いないと写真撮れないじゃん」

「いや、いつもはお母さんに撮ってもらってるんだろ!?　なんで今日に限って俺なんだ!?」

「だって今日はパンチラのカットを撮りたいんだもん。そんなのお母さんに撮ってもらえるわけないじゃん。怒られちゃうよ」

「俺ならいいのかよ！」

「な、なにか不都合でも？　ひょっとして薬師くん、たかが見せパンに変な幻想抱いてるの？」

　そう言う茶菓上のやつも、ほんのりと頰を赤くしていた。

　見ると、ナイトメアの衣装は結構きわどいデザインをしているではないか。これを着て、パンチラする茶菓上……。

「……あれれ～？　薬師くん、顔赤いよ～？」

「……茶菓上も赤いぞ」

　しばらく俺たちの間には、気まずい沈黙があった。どうすんだよ、これ……と俺が思っていると、咳せき払ばらいののちに茶菓上が口を開いた。

「……ふ～ん、恥ずかしいんだ？」

「な、なんだと……？」

「そりゃ薬師くんは、サクラとちょっとチャットできただけで舞い上がっちゃうような純情少年だもんね～。仕方ないか……」

「誰があ！　俺が『増井さん』で、どれだけのパンチラを描いてきたと思ってる!?　いまさら一枚二枚のパンツを見たところで、どうということはない！」

「じゃあ別に問題ないじゃん」

　その得意そうな顔が癪しやくにさわった。俺はプロのラブコメ漫画家だぞ！

　ここで引けば、これまで築き上げてきたキャリアを否定される気がした。

「──ああ、わかったよ！　そこまで言うなら、やってやろうじゃねえか！」

　そう叫ぶと、俺は肩を怒いからせながら玄関へと向かった。

「ちょ、ちょっとどこ行くのさ!?」

「その衣装に着替えるんだろ？　着替え終わったら呼んでくれ！」

　茶菓上の返事を待たずに、俺はそこから逃げるようにして退室した。
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　う、上う手まくいった！

　私はドキドキしながら、薬師くんが部屋から出ていく様子を見ていた。

　このコスプレこそ、私の用意した完璧な作戦！　いつもの私と違う私を見て薬師くんはドギマギ、そしていつの日にか、それが恋の萌ほう芽がだったことに気づく……。

「ふっふっふ……パンツの撮影くらいでお母さんが怒るわけないじゃん……全部、薬師くんの気持ちを私に向けさせるための罠わな……そうとも知らず、すっかりハマりおったわい」

　私はほくそ笑み、鍵をかけようとして──薬師くんがラブコメのプロフェッショナルであることを思いだし、鍵をそのままにしておいた。

　薬師くんほどのラブコメ描きならば、こういうときのお約束をわかっているだろう。女の子が着替えていれば、必ず覗のぞこうとするはず！　つまり、この時点から戦いはもう始まっていると言っても過言ではないのだ！

　私は慌てて上着を脱ぎ捨て、上半身だけ下着姿になった。これで、ひとまずは「いやーん、えっち！」的な状況を作りだすことに成功する。……とはいえ、流石にここまでおおっぴらだと恥ずかしい。

「ち、ちらっと見えただけの方が、余計に想像力を搔かき立たてられるって話も聞くしね……ここは、ちょっとナイトメアに手伝ってもらって……」

　ぶつぶつ独り言を呟つぶやきながら、ナイトメアの衣装を胸元に抱く。これで微妙に胸は隠れる。かといって露出が少なすぎでもない。完璧！

「──これでよし！　さあ、私の魅惑的なぼでーを拝むため、すけべ心を総動員したまえ、薬師くん……！」

　そのまましばらく待ってみたけれど、玄関のドアに反応はなかった。

「おかしいな……どうしたんだろ？　プロラブコマーらしくない……」

　私は玄関までのしのしと歩き、少しだけドアを開いてみた。

「……薬師くん？」

「お、もう着替えた？」

「いや、まだだけどさ。いまなにしてるのかなって」

「シズナさんにメッセージを送って、それを待ってる」

　──こいつ、人がヤキモキしてるってのに、サクラ業者と戯たわむれていやがる！

「そ、そうなんだ～？　返事くるといいね～……」

「そうだな。俺は茶菓上と違って前向きだから！　シズナさんは、きっとサクラなんかじゃないと思ってる！」

　ぐっと握りこぶしを作って力説する馬鹿を見て、猛烈にイラっとした。

「あのさ、薬師くん。覗のぞかないでね……？」

「わかってるよ」

「──絶対に覗のぞかないでね!?」

　それだけ言い残して、私は部屋に戻った。

　これだけ覗のぞくなと言われて、本当に覗のぞかないやつがいようか？　いや、いない。

　……しばらくして、私はその考えを変えることになった。いや、いた。

「……な、なんなの……？　自分のホームグラウンドで女の子が着替えてるのに、どうして会ったこともない相手とのチャットに夢中になれるの？　それはラブコメ漫画家としてどうなの？」

　それともひょっとして、私って本格的に薬師くんのアウトオブ眼中……？

「いや、そんなことはない！　だって薬師くんはさっき私のたかが見せパンを撮るって聞いただけで、顔を赤くしてたし！　だからこれは、ただやつが馬鹿なだけ！」

　そんな馬鹿が馬鹿をやっているのを、このまま放っておくわけにはいかない。いま彼はサクラ業者と見て間違いない相手とのチャットに熱中しているのである。少しでも早く着替えて、そんなくだらない行為から救いだしてあげられるのは、私以外にいない。

　そう、私はヒーロー！　いまから敵役のコスプレにフォルムチェンジするけど、とにかくヒーロー！　さっさと着替えて、薬師くんをサクラ業者の魔の手から救ってあげなくては！

　哀れみに背中を押され、私はいそいそとコスプレ衣装を身につけた。

　最後に、パンツの上に見せパンを履く。

「──よし、粒子展開コーテイング完了！　ナイトメア、すべてを破壊する！」

　中空に向かってシュッシュッとパンチを叩たたきこ込むと、私は闇夜を暗躍する怪人ナイトメアの如ごとく、玄関に向かって失踪した。

「……覚悟はできた？　お嬢ちゃん？」

　ドアを開き、ナイトメアがヒロインのエメスに向かって言ったセリフを口にする。

　すでに私の心はナイトメア。実は彼女の正体は、エメスと同じ技術によって生みだされた粒子人間コートロイドであって、それが彼女に備わった神出鬼没性と関係しているんだけど、それを現段階で知っているのは私と担当の楽らく山やまさんだけ。

　薬師くんには、この秘密を教えてあげてもいいけどな～。でも、びっくりするだろうな～。

　廊下の前で待っていた薬師くんは、すれ違う住人に向かって会え釈しやくをしているところだった。

　彼に笑顔を向けていた住人さんが、コスプレ姿の私を見てぎょっと目を剝むく。

「──え!?」

「……ん？　──わあ、違うんです！　これは誤解なんです！」

　薬師くんは顔を真っ赤にして私を部屋の中に押し込むと、扉の鍵をガチャリと閉め、それからしばらく覗のぞき穴から外の様子をうかがっていた。

「さ、茶菓上……このアパートで、俺の変な噂うわさが立ったらどうする……？」

　彼の声は震えていた。

　……ヤバい。どうしよう？　そうだ、誤魔化しちまおう！

「だ、大丈夫！　ナイトメアは夢のようにかき消えるっ！」

「漫画の設定はどうでもいいんだよ！　俺のリアルがヤバいんだよ！」

「起こったことはどうしようもないよ！　ここは建設的な話をしよう！」

　私がもみ手しながら言うと、薬師くんは大きなため息を吐ついた。

「……そのとおりなのが、余計腹立つなあ」

「お詫わびとして、ナイトメアの正体を教えてあげます」

「いや、いらない。漫画読んでたらどうせわかることだし」

　渾こん身しんの詫わびを断られて、私は大きく狼狽うろたえた。

「そんな……それじゃあいまの私には、薬師くんに報いる方法が一つもないことに……」

「お前には漫画しかないのか！」

「ないよ」

　即答すると、途端に薬師くんは哀れみのこもった目で私を見つめてくる。

「悲しいな、茶菓上……でももっと悲しいのは、俺にも漫画しかないってことなんだ……」

「そういうところで共感するのやめてくれる？」

「う～ん。しかし逆に考えれば、俺には漫画しかないんだから、いまの一件もノーダメージみたいなもんだよな」

　持ち前のポジティブ・シンキングを発揮し、勝手に納得する薬師くん。

　どれだけダメージを受けてもすぐに持ち直すのが、彼の魅力の一つだ。

　この機を逃してはならないとばかりに、私はすかさず話題を変えた。

「──でさ、この衣装どう？　かっこいいでしょ？」

「……ほう。確かにいいできだ」

　そう言われ、私はその場でくるくると回って見せた。

「お母さん、若いころアパレル系の専門学校通ってたらしいんだよね。だから昔から、私をリアル着せ替え人形にして遊んでたよ」

「いいなあ、そういう専門的な技術を持った人が身近にいて」

「ちなみに、いま私が履いてる見せパンもお母さんの作品です」

　すると、薬師くんの顔がほんのりと赤くなる。それを見て、私はちょっぴり得意になった。

　……ふふふ、やっぱりこの作戦は効果的だったね。

「……ふーん、そう。ま、どうでもいいけど……」

「ナイトメアのスカートってエメスのデザインよりも長いから、回し蹴りでパンチラしようとなると結構足上げないといけないよね～」

　スカートをつまんでちょっと持ち上げると、目に見えて薬師くんが狼狽うろたえるのがわかった。

「い、いや、その辺はアングルでなんとかなるんじゃないか。視点を下の方にして、キャラをアオリ気味に描けば大丈夫だと思う……」

「じゃあアオリ気味に撮ってね。コミケのカメコの如ごとく」

　すると薬師くんは、まるで「墓穴を掘った」とでも言いたげな様子で顔をしかめた。

　これ幸いにと、私は追い打ちをかける。

「この際だから、そこに仰向けで寝っ転がってくれる？　その状態でスマホ構えてよ」

「ね、寝っ転がる!?」

「ほら、早く！　アシスタントは、先生の命令に逆らっちゃいけないんだよ。薬師くんはアシスタント経験ないから知らないだろうけどさ～」

「そう言われてみれば、都と喜き村むらさんも俺の言うことはなんでも喜んで引き受けてくれたからな。そういうルールがあったのか……」

　急にしおりちゃんの名前が出てきて驚いたけれど、いまの私にはそのことすら利用する余裕があった。

「そうだよ！　ほら、先生のいうことは絶対！」

　照れくさそうにしながら、床に寝そべる薬師くん。私は彼のそばまで歩き、構えを取った。

　うわ、でもこれ、思ってたよりも恥ずかしいな……。

　顔に血が上ってくるのを感じる。

　好きな男の子と二人っきりで、コスプレ撮影会。そりゃ冷静でいられる方がおかしい。

　薬師くんはいまどこを見ているんだろう？　私は男の子の首筋を見ているとドキドキするんだけど、ひょっとしていま彼に首筋を見られたりしちゃっているんだろうか。あるいは、やっぱり一般的な箇所で胸とかお尻とか……？

　あまりにも恥ずかしくて、ちらっと薬師くんの方を見ると、彼はものすごい勢いでさっと目を逸そらした。

「──ああ、目を逸そらしたね！　いまどこを見ていた！」

「み、見てない！　冤えん罪ざいだ！」

「正直に言いたまえ！」

「ふとももとふくらはぎです！　で、でも、こっちは、撮れと言われたから確認していたまでであって！」
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　やっぱり見てたんじゃん。でも、なんかちょっとマニアックな部位だな。

「……薬師くんって、ひょっとして足フェチ？」

「ち、違う！　今日は回し蹴りの構図を撮るって言ってたから見ていただけであって！　別に曲線美に見とれていたわけじゃなくて！」

　わりと語るに落ちている気がする。ほうほう、彼は足フェチだったのか。

　今度はお母さんに、もっと足のラインを強調したキャラの衣装を作ってもらおう……。

　しかし、回し蹴りの構図とは、知らぬこととはいえいいアイデアであった。足フェチ歓喜のシチュエーションではないか。

　では、ますます我が曲線美に恐れおののくがいい！

「──それじゃ行くよ！　準備オッケー!?」

「イ、イエス、マム！」

「とりゃああああ！」

　掛け声とともに、回し蹴りを放つ。回転の遠心力でふわりとスカートが上がり、下にいる薬師くんが私の視界から完全に消え去った。

　ばっちりのシチュエーション！　完璧な蹴り、そして完璧なパンチラ、炸さく裂れつしたぜっ！

「どうだった!?」

　すかさず聞くと、スマホを覗のぞき込む薬師くんは眉間にしわを寄せたまま口をすぼめていた。

「……ダメだな」

「え……？」

「これじゃ、単にパンツを見せてるだけの構図だ。狙いすぎてる」

　おろおろしていた先ほどまでの様子とは打って変わった平静な態度で、薬師くんはスマホの画面を見せてくる。

「バトル漫画の攻撃シーンとして使える資料じゃない。角度を緩やかにするために俺はもう少し下がるから、もう一度回し蹴りしてくれ。あと、次は連射モードで撮ることにする。いい瞬間を摑つかむには、なるべく多くのチャンスがあった方がいいからな」

「は、はあ……」

　漫画家としてのスイッチが入ってしまったらしく、すでに薬師くんの態度は真剣そのものになっていた。

「──よし！　テイクツー！　アクション！」

「そりゃああああ！」

　バババババ！　っと連射音が響く。

「──ダメだあ！　どの写真もスカートの舞い上がり方が美しくない！　もう一回！」

「どりゃああああ！」

　バババババ！

「──くそっ、どうしてだ!?　ひょっとするとスマホが悪いのか!?　こうなったら、俺のデジカメを使うか！」

　むくりと起き上がり、デスクの引き出しからデジカメを取りだす薬師くん。

　違うんだよ、薬師くん……私は君と本気で漫画の資料を作りに来たわけじゃないんだよ……。

　しかし、すっかり熱の入ってしまった薬師くんは、そんな私の嘆きなど露知らず、コスプレ姿の私にそれから何度となく同じアクションシーンを求めてくるのだった。
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　打ち合わせが終わったあと、茶菓上と仕事場で別れ、自宅に向かっているときだった。

『わたしも漫画大好きですよ。レンタさんはどんな漫画をお読みになるんですか？』

　マッチングアプリのチャットルームにシズナさんからメッセージが返ってきているのがわかって、俺は一気にテンションが上がるのを感じた。

　やった、返事が来たぞ！

　茶菓上のやつは一笑に付したけれども、俺はまだシズナさんが俺を騙だましているとは思いたくなかった。

「だいたい、あいつはマッチングアプリなんてやったことないはずなんだよな……思い込みで勝手なことを言いやがって」

　そもそも茶菓上に限らず、マッチングアプリを未成年で使用している者の方が少数なのではないだろうか？　俺の利用しているアプリは「趣味の合う友だちを作る」目的での利用も推奨しているので未成年の利用もオーケーだが、ガッツリ出会い目的であるアプリならば、最初から成人の利用しか許されていないはずだ。

「となれば、やはり茶菓上みたいな未経験者の意見はノーカンと考えた方がいいだろうな。いま必要なのは、もっと信頼できる相手からのセカンドオピニオンだ」

　そこまで考えて、俺は意見を聞く相手として萌絵さんを思い浮かべた。萌絵さんなら社会人だし、マッチングアプリぐらい使ったことがあるかもしれない。

『ラブコメとか好きですよ！　あと、少女漫画とかも読んでます！』

　俺はひとまず、チャットルームの会話欄にそう打ち込んだ。得意分野であるラブコメは言うに及ばず、少女漫画は男女間にある恋愛の勉強になるので、率先して読んでいる。少女漫画なら女性受けも狙えるし、この上ないほど完璧な返答だと思えた。

　メッセージを送信してから、俺は萌絵さんに電話をかけた。

『……もしもし』

　すぐに、通話口から萌絵さんの声が聞こえる。

「あ、萌絵さん。いま電話大丈夫ですか？」

『ちょうどよかったわ。アタシもあなたにいま連絡しようと思っていたところなのよ』

「なにかありました？」

『こっちの話はあとでいいわ。錬れん太た郎ろうはアタシになんの用かしら？』

　口ぶりから、彼女の機嫌が悪くないと察する。これは協力的な態度が期待できそうだぞ。

「んー、実は俺、最近マッチングアプリでいい感じになってる女性がいるんですよね。その人についてちょっとお話するので、脈ありかどうか判断してほしくって」

『……』

　萌絵さんから、しばらく答えはなかった。

「あれ、萌絵さん？」

『近い将来、本誌にあなたのためのページを割いてあげるわ』

　萌絵さんは、前後の脈絡なくそう言った。

　しかし、俺の頭の中では一瞬にしてすべての物事がつながる。

　俺と萌絵さんくらいわかり合った関係ならば、多くを語らずとも、お互いの言わんとするところを理解してしまうものなのだろう。

　つまり、こういうことである。

　近い将来、本誌に俺のためのページを割く→つまり萌絵さんは新連載を認めてくれるということ→しかし、彼女ができなければ連載を許可しないという条件がある→ということは、俺は近々彼女をゲットできるということになる→要するに、シズナさんはサクラではない！

　ひょっとすると萌絵さんもマッチングアプリで恋人を作ったことがあって、そういう類たぐいのツールに全幅の信頼を置いているのかもしれない。流石は社会人だぜ！

「やっぱり脈ありですかね!?　いや～、俺もそうじゃないかって思ってたんですよ！」

『……脈あり？　なんの話をしているのかしら？』

「もちろん、マッチングアプリの話ですよ！　シズナさんって言うんです！」

『まだそんなくだらない話を続けるつもり？　アタシの時間を無駄にしないでほしいんだけど』

　急に冷たいことを言われて戸惑う。

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ！　どういうことです……？」

『どういうことはこっちの話でしょ？』

　そこで、俺は慌てて先ほどの理屈を説明した。

　通話口の向こうで、ふっと鼻で笑う音がする。

『風が吹けば桶おけ屋やが儲もうかるみたいな話ね。マッチングアプリなんかで恋人ができるわけがないでしょ？　そんなもの、いますぐアンインストールしなさい』

　なんだよそれ。勘違いして浮かれてた俺がただのピエロみたいじゃん……。

　憤ふん懣まんのやる方を求め、せめてもの抵抗で嚙かみついてみる。

「だとしても、いきなり他の話を始めないでくださいよ！　混乱するでしょ！」

『時間の無駄だと思って切り捨てただけよ』

「……やっぱ脈なし？」

『……いい加減にしないと怒るわよ』

　萌もえ暴君の語気に威圧的なオーラが宿り、俺は思わず身を小さくした。

　でも、なんで俺が怒られないといけないんだ……理不尽この上なくない？

「……そしたら、萌絵さんの話っていうのは？」

『もう言ったわ。近い将来、本誌に錬太郎のためのページを割いてあげるって話』

「え、でもマッチングアプリ以外に、彼女ができる見込みなんてないですよ」

『誰も新連載を始めるなんて一言も言ってないでしょ？　アタシが言っているのは「増井さん増殖中！」のスピンオフよ』

「スピンオフ？」

　萌絵さんの話によると、こういうことらしい。最近、巷ちまたではヒロインレースを繰り広げたラブコメ作品において、完結後、いわゆる負けヒロインと主人公がくっつくｉｆルートを描く作品が増えているということだ。それらは、自分の支持していたヒロインの勝利ルートを見てみたいと思っている読者への救済にもなり得る。

「なるほど……それじゃあ、そのスピンオフでは姫ひめ乃のルート以外を描くってことですか？」

『そうね。とはいっても、これはまだアタシの思いついた案にすぎなくて、編集長にもまだ話してないわ。錬太郎ができないというのなら、無理に描かせるつもりもないけれど？』

「いや、描きますよ！　……ただ、俺が描きたいって言っても、編集長がダメって言ったらそれまでじゃないですか？」

『そこはアタシに任せなさい。どういうかたちでも、必ずねじ込むから』

　すごい自信だ。こういうところは本当に頼りになる。

『それじゃ、描くってことでいいわね？』

「オッケーです！　やったぜ！　萌絵さん、一生ついていきます！」

『そうそう。そうやって、あなたはアタシに従順でいればいいの』

　まるでどこかの女王さまが言いそうなセリフ。ただ、確かにこの人に逆らうと漫画が描けないからな……漫画家家業のつらいところである。

『それで、ｉｆルートを描くヒロインだけれど……』

「やっぱり、鏡きよう花かじゃないですかね？　一番人気だったキャラですし」

　すると、萌絵さんはまた無言になった。え、なにかまた地雷を踏んだわけ？

　でも、鏡花ルートを望む読者が多かったわけだし、至極まっとうな選択ではないだろうか。一番、妥当というか……。

　俺がおろおろしていると、

『……アタシは海み凪なぎがいいと思うわ』

　ぽつりと萌絵さんが言った。

　海凪か。

　本名は増井海凪。クールな年上キャラで、イメージカラーは青色。ネタ切れ＋「新ヒロイン依存症」から、やむなく新キャラを出さなければならない事態を迎えた際、萌絵さんと一緒になって考えたヒロインである。

　そういう事情もあり、多分、萌絵さん自身も思い入れがあるのではないか。わりと萌絵さんに似ているところもあるし。

「人気ヒロインでしたし、海凪でもいいと思いますけどね。でも、一番人気の鏡花を差し置いて彼女のスピンオフにする理由は？」

『最近の読者の傾向として、年上の女性に甘えたいっていうニーズが見え隠れしているのよ。鏡花は尽くしてくれるけど、甘えたくなるタイプじゃないでしょ？』

「それを言ったら、海凪も甘やかしてくれるタイプじゃなくないですか？　どっちかっていうと、引っ張っていってくれるタイプというか」

『それは、描き手がまだ海凪の魅力を表現できていないからよ』

「描き手って言うと……え、俺……？」

　急に非難の矛先を向けられ、戸惑ってしまう。

『そうよ。ある意味、海凪は一番描き甲が斐いのあるキャラだと思うわ。彼女にはまだ欠点らしい欠点も設定していないし、ギャップ萌もえも残している。一番伸び代があるのが海凪よ。一方、鏡花はほとんどキャラが定まってしまっているわ。わかりきったキャラを描くよりも、未知なところが残っているキャラを描く方が、漫画家として成長できると思うの』

「漫画家として成長……」

『まさか錬太郎は、いまが自分の絶頂期だなんて思ってないわよね？　あなたはまだ若いんだから、さらに高みを目指すべきよ』

　それを聞き、俺は感動に打ち震えた。なんだかんだ言って、萌絵さんは俺のことを考えてくれているんだな！　ただ理不尽なだけじゃないんだ！

「わかりました、萌絵さん！　俺、自分の成長のために海凪のスピンオフ描きます！」

『……ちょろいわね』

　そのとき、ボソリと萌絵さんがなにかこぼした。

「え、いまなにか言いました？」

『いいえ？　とりあえず、この海凪のスピンオフに関してアタシにいくつか案があるから、いまから打ち合わせするわよ』

「わかりました！」

『そしたら、とりあえず会社に来なさい。でも、編集部まで上がってくる必要はないわ。ロビーに着いたら連絡して』

　通話を切ってから、俺はルンルンで萌絵さんの勤め先へと向かった。
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　アタシは廊下から編集部へ戻ると、編集長のもとへと向かった。

「すみません、編集長。いまお時間よろしいですか？」

「ああ、構わない。どうした？」

　編集長は、眼鏡の位置をくいっと直してからアタシを見つめた。

　もう日が暮れかかり、疲れが出てくる時間帯だからか、その声にはあまり元気がない。とはいえ、いま喝を入れてやることになるだろうけれど。

「薬師くんから一本原稿もらえそうです」

「──なに、本当か!?」

　予想どおり、一瞬で目を見開く編集長。

「新連載か？　企画はどこまで進んでる？」

「いえ、『増井さん』のスピンオフで行こうと思っています。いわゆる負けヒロインのｉｆルートモノです」

「なるほど、最近流は行やりのやつだな。新連載がコケる可能性もあるし、確かにそちらの方がいいかもしれない……」

「ええ、彼の新連載までのつなぎとして、ｉｆルートをシリーズ化するのもアリかと。特にあの作品はヒロインが十六人いますから。勝ちヒロインの姫乃を除けば、あと十五人のネタがあることになります」

　編集長は大きくうなずく。

「それはいい。最初は誰で行くつもりだ？」

「薬師くん自身は、海凪を描きたいと言っていますね。企画の立ち上げとしては妥当なところではないでしょうか？　いきなり一番人気の鏡花をやって、のちのち尻すぼみになっていくのも勿もつ体たいないですから」

「そうだな。なによりまず、彼のやる気を維持するのが大事だからな。描きたいものを描くくらいの権利が、いまの彼にはあるわけだし……」

　素知らぬ顔で二枚舌を使って編集長を納得させると、アタシは今日のこのあと錬太郎と打ち合わせに行くと伝えた。

「わかった。彼がやる気を出してくれれば、なにも言うことはない。期待してるぞ、巡めぐり川かわさん」

「ありがとうございます。あと、今日はそのあと直帰しますので」

　アタシは時計を見ながらそう言った。暗に、打ち合わせが遅くまでかかるとほのめかす。編集長は、「増井さん」ヒットのあとほとんど文句を言ってこなくなったので、いまはかなりやりやすい状況になっている。もちろんそれも、いつまで続くかわからないけれど……。

　それから雑務を片づけている最中に、錬太郎から電話がかかってくるのを受けて、アタシは会社のロビーへと下りた。

「萌絵さん、お疲れさまです！」

　アタシを見つけるや否いなや、嬉うれしそうに近づいてくる錬太郎が、子犬のように見える。きっと尻尾があれば、ブンブンと振り回していたに違いない。

「ここに来るまでに、海凪のストーリーを考えてたんですよ！　年上に甘えるのが大切ってことでしたから、なんらかの要因で子どもになってしまった主人公を、海凪がしばらく引き取ってお世話するとかどうですかね？」

「アイデアとしては悪くないわね。ただ、せっかくなんだから、海凪としかできないシチュエーションを用意するべきだわ」

「たとえば？」

「いまから行くような場所で、二人をデートさせるとか」

　短く言って、アタシは歩きだした。錬太郎が、慌ててついてくる。

　横に並んで歩いていると、ふと彼の身長がアタシよりも高いことに気がついた。

　いつの間に……ついこないだまで、アタシの方が高かったと思うんだけど。

「萌絵さん、どこ行くんです？　打ち合わせするんですよね？」

「そうよ。取材をかねてね」

「取材？　なにを取材するんです？」

「夜の街。バーとか、行ったことないでしょ？　連れていってあげるわ」

「バー……って、え？　お酒飲むんですか……？」

　急に錬太郎の表情が曇る。

「飲まないわよ。だから、取材をかねてって言ってるじゃない。夜の街なんて、海凪以外のキャラとは行けない場所でしょ？」

「はあ、海凪としかできないシチュエーションって、そういう……確かに他と違って、ちょっとアダルティでエロいイメージは出せそうですね」

「アタシの知り合いが、いまから行く店でバーテンダーとして働いてるのよ。融通利きかせてくれて、お酒を頼まなくても追いだされたりしないから」

　アタシが錬太郎を連れていったのは、例のバーだった。名前はラグーン。レンガ調の壁紙を壁に貼った西洋風の店で、ゲーム好きなアタシの第一印象は、「ファンタジーのギルドみたい」。

　時間も早いせいか、店の中に他の客はいない。

「……あら、萌絵じゃない」

　アタシたちに気づいたバーテンダーが、営業スマイルで近寄ってくる。

　和かず沙さだ。

　彼女は結局、あれから就活せずにこの店でそのまま働くことになっていた。

　ちなみに、彼女は社会に出てもやはり脱オタクできず、こっそりとオタク活動に勤いそしんでいる。アタシのいる漫画業界のような半オタクな業界ではなく、見た目リア充っぽい業界にいるからか、周りにはオタクであることを隠しているとかなんとか。

　そんな肩身の狭い彼女の話し相手になってやるべく、彼女が店を任されているとき、いまでもアタシはこうしてときどきこの店を訪れていた。

「はーい、和沙。久しぶりね」

「久しぶりって、こないだ来たばっかりでしょ？　ところで、こっちの方は？」

　すぐに、和沙の目がキラリと光る。

「……あ、待って。当ててあげる！　ずっと言ってた担当漫画家さんでしょ？」

「残念ね。彼氏よ」

「──え!?」

「──え!?」

　錬太郎と和沙が、同時に驚きの声を上げた。

「な、なに言ってるんですか、萌絵さん!?」

「あんたみたいな女に彼氏ができるわけないでしょ!?　え、噓うそよね!?」

「失礼ね。まあ、噓うそだけれど」

　すると、和沙はほっと安あん堵どの表情になった。

「驚かせないでよ～。男ができた瞬間、みんなすぐ過去を黒歴史化して抹消するんだから。抹消される側の身にもなってよ」

　悪いけど、アタシはもうすぐ男ができるけどね。ただ、あんたと友だちだった過去を黒歴史化する予定はないから安心しなさい。

「ところで、こっちの方は？」

　和沙は、また同じ質問を繰り返した。

「あんたの予想のとおりよ。『増井さん増殖中！』の薬やく師し寺じ先生」

「え、ほんと!?　うわ、こんなにイケメンだったんですか!?　私、先生の大ファンなんですぅ、サインもらってもいいですかぁ？」

　急に媚こび媚こびになる和沙を見て、思わずイラっとする。

「イケメン……？　俺が……？」

　一方の錬太郎も、言われ慣れていない褒ほめ言葉を言われ、徐々にドヤ顔になっていく。そんな彼を見て、さらにイラっとする。夜の店で働いてる女の言うことを真に受けてるんじゃないわよ。褒ほめてなんぼの世界なんだから。

「和沙、サインは前に持ってきてあげたでしょ？　今日は打ち合わせに来たのよ。仕事なの。邪魔をしないでもらえるかしら？」

「いけずぅ！　薬師寺先生、萌絵って我がままでしょ？　ストレスたまったら、私に話しに来てね～！」

「……いい加減にしないと怒るわよ」

「いや～ん、怖こわ～い」

　いたずらっぽくそう言って、和沙はカウンターの奥へと逃げていく。

　アタシはソフトドリンクを二つ注文すると、錬太郎の手を引き、カウンター席ではなくテーブル席に腰を下ろした。すると、錬太郎が物欲しそうな目でおずおずと切りだす。

「……萌絵さん、俺カウンター席がいいんですけど」

「どうして？」

　まさか、和沙と話したいとでも？　イケメンとか言われて、まだ調子乗ってるわけ？

「いや、あれやってみたいんですよ。『……あちらのお客さまからです』ってやつ。他のカウンター席に女の人がソロで来たら、できるでしょ？」

　クソしょーもない理由だった。

「……あれ、この店では禁止よ」

「禁止とかあるんですか？」

「禁止と言ったら禁止なの」

　知らないけれど。

　ただ、アタシはこの店でそんなキザなことをする人間を見たことはない。

「馬鹿なこと言ってないで、さっさと打ち合わせするわよ。ほら、これを見なさい」

　言いながら、アタシはカバンから海凪用に考えてきた物語のプロットを取りだした。

　これこそ、アタシが最近の余暇を費やして考えた作戦だった。

　告白禁止条約などという子どもの考えたごっこ遊びに、今日この場で終止符を打つ。そのための、完璧な作戦──。
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　アタシがテーブルに置いたＡ４用紙の束を、錬太郎は嬉うれしそうに手に取った。

「あ、プロット書いてきてくれたんですか？」

「あくまで案の一つだけどね」

　アタシも昔は、漫画の真ま似ね事ごとのようなものを描いていたことがある。自分に才能がないことを悟るのにそう時間はかからなかったけれど、それでもなにかしらの形で携わっていたいと思うほど漫画が好きだった。だからこそ漫画編集の道に進んだ──そこに紆う余よ曲きよく折せつはあったけれど。

　プロットを読み終えた錬太郎は、プロの表情をしていた。たまにこうして見せる彼の顔に、不覚にもドキッとさせられる。

「……う～ん、ちょっとしっとりしすぎじゃないですか？」

「大人な雰囲気を出せるのが、年上キャラの強みでしょ？」

「普段とのギャップはいいですけどね。いつもはツンケンしてるのに、こんな一面があったって。すれてるけど、実は乙女。確かにこのプロットなら、萌絵さんが言ってたギャップ萌もえって言葉もわからなくもないですけど……」

「けど？」

「『増井さん』はあくまでラブコメですよ。最後の方、ほとんどコメディをどこかに置き忘れた感じになってましたけど」

　自嘲気味に笑いながら、錬太郎はプロットをペラペラとめくる。

「せっかくスピンオフで仕切り直せるなら、あの作品のよさを取り戻したいんですよね」

「でもこれ、ネームにもまだ落としてないから、錬太郎はまだよくわからないんじゃないかしら？　書いたアタシには、結構いい映像が浮かんでいるんだけれど」

「そしたら、ネーム切ってみます？　明日中には上げられると思いますよ」

　その提案に、アタシは首を振った。それではダメなのだ。

「ネームじゃなくて、ここで実際に演じてみましょ」

「演じるって？」

「つまり、錬太郎が主人公の増ま澄すみを演じて、アタシが海凪を演じるわけ。場面は……そうね、バーで増澄が海凪に告白するところとか」

　アタシは錬太郎の手からプロットをひったくり、バーの場面を開いてテーブルに置いた。

　それから、ちらりと錬太郎の顔を一いち瞥べつする。照れているかと思ったけれど、意外にも彼はやる気のようだった。

「なるほど！　実際にやってみた方が、確かにイメージは摑つかみやすいかもしれませんね」

「……告白するのよ？　大丈夫？」

「ちょっと待ってください。増澄の気持ちになりきります」

　言うが早いか、目をつぶってなにか呪文のような言葉をぶつぶつと呟つぶやく錬太郎。

　……あ、こいつ、漫画家モードに入ってる。正確には、先ほどプロットを読むときから入った漫画家モードから抜けていない。

　照れてあたふたした彼を見たかったアタシとしては少し残念な気がしたけれど、これはこれで結果オーライ。どうせ、あの手この手を駆使してやらせるつもりだったんだから。

　そんなことを考えながら、アタシは今日の「成果」を記録するため、密ひそかにスマホを録音モードにした。

　好きと言わせれば勝ちという条約なら、正攻法に頼らなくても、いくらでもやりようがある。

　……悪いわね、むつき、しおり。純粋なあなたちには悪いけれど、大人は汚い生き物なの。

　そのとき、錬太郎がすっと目を開ける。

「海凪さん……いや、海凪」

「──へ？」

　後ろ暗いことを考えていて準備不足だったせいか、アタシは突然始まった錬太郎の演技に驚き、素っ頓狂な声を出してしまった。

　錬太郎が、そっとアタシの手を握る。一瞬にして、手から冷や汗がぶわりと吹きだし、彼に気づかれていないか心配になった。
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　そういえば、あのプロットでは増澄は海凪の手を握ってたっけ……？

　錬太郎に真剣な顔で見つめられ、顔に血が上ってくるのを感じた。こいつ、真面目な顔をしてるときは、確かに結構かっこいいのよね……。

「ずっと一緒にいて、やっと気づいたんだ。俺はあんたのことが好きだ」

　そう言われて、頭の中が真っ白になる。

　違う、これは錬太郎がアタシに言ってるんじゃなくて、増澄が海凪に言ってるのよ！　冷静になりなさい！　返しのセリフはなんだったかしら……？

「で、でも……アタシはあなたに相応ふさわしくないわ。アタシ、ずっと気づいていたの」

　嚙かみながら、なんとかセリフを思いだす。この場面で海凪は動揺しているわけだから、ちょっと言いい淀よどんだところで不自然さはないはず……。

「何に？」

「れん……増澄くんのことは好き。でも、それはあなたと一緒にいたいっていう『好き』じゃないんだって。あなたの幸せがアタシの幸せ。あなたが笑っていてくれることが、アタシの喜び。でも好きだからこそ、アタシはあなたと一緒にいられないんだって……」

「海凪が一緒にいてくれれば、俺は幸せだ。あんたと一緒にいれば、俺は笑ってみせる」

「ダメ、アタシはあなたを不幸にしかできない……知ってるでしょ？」

「なんでそうやって、いつも頭でっかちなんだよ。理屈、理屈で、どうしてもっと自分の気持ちを大事にしないんだ！」

　演技を続ける錬太郎は、アタシの手をぎゅっと握りしめて立ち上がった。

「そうやって、あんたはずっと他の人のために生きてきた！　そろそろあんた自身が幸せになってもいいころだ！」

　テーブルを回りこ込んでそばまでやってくると、錬太郎はアタシを躊ちゆう躇ちよなく抱きしめた。

「あんたの背負う不幸ごと、俺はあんたを背負ってみせる！　だから、俺とずっと一緒にいてくれ！」

　なんてこと……まさか、ここまでキャラに入り込めるなんて……。

　完全に誤算だった。とはいえ、これはこれで……。

　アタシが錬太郎に抱きしめられたままでいると、近くでガシャンとなにかが割れる音が聞こえた。

「そ、そんな……萌絵……？」

「──ん？」

　見ると、和沙がトレーごと飲み物を落としてしまったようだった。床に叩たたきつけられたグラスが粉々に砕け、注文したソフトドリンクらしき液体が床に飛び散っている。

「海凪！　俺は本気──」

「──ちょ、ちょっと待ちなさい、錬太郎！　もういいわ！」

　アタシが叫ぶと、ようやく錬太郎はハッと我に返った様子だった。途端に真っ赤になってアタシを解放すると、あたふたしながら後ずさる。

「──わあっ！　す、すみません、萌絵さん！　熱が入りすぎちゃって！」

「……もう、他の人もいるんだから」

　衣服を直し、顔を真っ青にして立ちすくむ和沙の方を向く。彼女はいまの光景を見て勘違いしているに違いなかったけれど、アタシはこの際、彼女の勘違いをそのままにしておこうと思った。

「ごめんなさいね？　錬太郎はちょっと周りが見えなくなることがあって」

「こ、こういうのって、公私混同って言うんじゃないの？　漫画編集の身で、漫画家に手を出すなんて……」

「ご、誤解ですよ、お姉さん！　俺と萌絵さんはそんな関係じゃ──」

　慌てふためく錬太郎の口に、アタシはそっと手を当てて黙らせた。

「……ねえ、和沙。それ、アタシたちが注文した飲み物でしょ？　片付けて、同じ物持ってきてくれるかしら？」

「あ、あんたまで私を置いていくの？　私たち、親友よね？　萌絵……」

「公私混同をしてるのはあなたじゃないかしら？　いいから仕事しなさい」

　𠮟りつけるように言うと、和沙は表情をなくしてグラスを片づけ始めた。

　床のモップがけが終わり、破片をトレーに乗せた和沙がカウンターの奥に行くのを見届けてから、アタシは錬太郎に意識を向けた。彼はまだ顔を赤くして、椅子の中で小さくなっていた。

「なかなか演技派じゃない、錬太郎？」

「……怒ってます？」

「なにを？」

「いや、その、つい勢いで萌絵さんを……」

　もじもじする錬太郎を見て、アタシはきゅっと胸が締めつけられるのを感じた。

　可か愛わいいわね、もう……。さっきはあんなに強引だったくせに。

「別に気にしてないわ。むしろ、あなたのそういうところは才能だと思っているから」

「そういうところって？」

「物事に入り込みすぎるところ。ときどき、恥ずかしげもなく変なストーリーを上げてくるときがあるけど、それも今日で納得したわ」

「……やっぱり怒ってるじゃないですか」

　これは先ほど、あたふたさせられた仕返しだ。間違えて、つい増澄のことを錬太郎って呼びそうになったし。

　いっそのこと、抱きしめた責任を取れって詰め寄ってやろうかしら？

「その……俺、ちょっとトイレ行って頭冷やしてきます……」

　錬太郎はぎくしゃくしながら、トイレに向かっていった。まんざらでもない気持ちで彼の後ろ姿を見ていると、テーブルにそっと置かれた二つのグラスが視界の隅に入り、おやっとなる。

「……コーラとオレンジジュースになります」

　そう言う和沙は、表情に暗い影を落としている。友だちに男ができただけで、ここまで深刻な顔をできるなんて、ある意味才能だと思う。すぐに種明かしするのも勿もつ体たいないので、もう少しからかってやろう。

「あら、もう持ってきてくれたの？　ありがとう」

「……裏切り者」

「なによそれ？　アタシは別に、男ができたからってあなたと友だちをやめたりしないわ。こういう業界にいるんだもの。彼だって、アタシの趣味に理解を示してくれるはずよ」

「彼、ね。ふふふ……言うようになったじゃない、萌絵……」

「和沙もなにか飲んだら？　奢おごるわよ」

　言いながら、グラスを手に取ってオレンジジュースに口をつける。

　──途端に、アタシは妙な苦みを覚えて顔をしかめた。

「……ちょっと、なにこれ？」

「……萌絵、悪いけど私、もう他人の幸せを素直に喜べるほど純粋じゃないの」

「なに言って……」

　そのとき、体温がカッと上がってくるのを感じる。アタシはグラスを置き、喉を両手で押さえた。

「か、和沙！　これになにを入れたの!?」

「……大丈夫よ。あとのことは私に任せてちょうだい……」

「なに……にゃにを……」

「ふっふふふ……」

「──にゃあああっはっはっはっはっは！　れんたろーにぎゅっとされたぞおおおい！」

　──そうしてアタシの意識は、快楽の渦に飲み込まれていった……。
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　トイレから帰ってくると、そこに萌絵さんはいなかった。

　先ほどまで萌絵さんだったモンスターが、とぐろを巻いているだけだった。

「──おらああ！　れんたろー！　いつまでおはなをつんでんだ！」

「──はあ!?」

「ごめんなさいね、薬師寺せーんせっ！　萌絵ったら、お酒飲むとこうなっちゃうの！　幻滅しないでね～？」

　そう言うバーテンダーの和沙さんは、ものすごい笑顔。

「いや、なんで萌絵さんがお酒飲んでるんですか!?」

「この子って、昔からこらえ性のない犬みたいな性格だから！　お酒があると飲まずにいられないのよ！　しかも見て、この酒癖の悪さ！　酒は人を変えるっていうけど、それは間違いだわ！　正しくは、酒は人の本性をあらわにするだけなの！　つまり、これが本当の萌絵の姿ってわけ！」

　ものすごい剣幕で言い募ってくる和沙さん。

「普段はクールなふりをしているけど、ちょっと化けの皮を剝はいだらこんなもんなの！　もちろん私は止めたわ！　でも、酒を持ってこないと友だちやめるって言われたら仕方ないと思わない!?」

「……まあ、萌絵さんは横暴なとこありますからねえ」

「そうでしょ!?」

「あたしのどこがおうぼうだってんだ！　なくぞ！　とりけさないと、あたしなくぞ！」

　椅子の上でジタバタと器用に暴れる萌絵さん。ほとんど駄々っ子のそれだ。

「こうなったらもう言葉は通じないわ。すぐ眠りだすから待っときましょ？」

「……ふええええええ！」

　萌絵さんが本当に泣きだして、ぎょっとした。

　へべれけになった彼女は何度も見てきたが、泣くところを目まの当あたりにするのは初めてである。

「噓うそ泣なきよ。気にしなくていいから」

「そ、そうなんですか？」

「そんなことよりも、先生……」

　泣き喚わめく萌絵さんを無視し、和沙さんは流し目で俺を見る。

「なんです？」

「萌絵とつき合うのはお勧めしないわ！　私は昔から萌絵のことを知ってるけど、それはもうヒドいんだから！　具体的には──その……とにかくヒドいんだから！」

　ふわふわした感じで、萌絵さんをこき下ろそうとする和沙さん。

　一方の俺は、まだこの人が誤解したままだと知り、大慌てする羽目になった。

「いや、ですから俺と萌絵さんはつき合ってませんって！　さっきのは誤解なんですよ！」

「……へ？」

　和沙さんは、ぽかんと口を開けて固まった。

　そこで、俺は先ほど俺たちの間であったやり取りを説明した。あくまでも漫画のためにプロットのシーンを演技していたこと。そして熱が入りすぎて、ちょっと周りが見えなくなってしまったこと……。

　説明を聞き終わったあと、和沙さんは気まずそうな顔をして、萌絵さんの方をちらりと一いち瞥べつした。

「……あ、あんたが悪いのよ、萌絵……ちゃんと説明しないから……」

　萌絵さんは喚わめき疲れたのか、あるいは酔いが回ったのか、テーブルに突っ伏して眠っている。

「……萌絵さん、寝ちゃいましたね。打ち合わせの途中だったのに……」

「そ、その、萌絵の面倒は私が見とくわ！　先生は帰ってお仕事してください！」

　急にあたふたして、和沙さんはそんなことを言いだした。

「いや、そういうわけにもいかないでしょう……俺が連れて帰りますよ」

「いえ、いえ！　私たちの間にあった悲しい誤解を解いておかないと、きっと萌絵は烈火の如ごとく怒り狂い、最悪絶縁されてしまうかもないわ！」

「……なにかあったんですか？」

「こ、こっちの話よ」

　和沙さんは不自然なにこにこ顔で萌絵さんに近づくと、彼女に肩を貸して立たせ、バックヤードに連れていってしまった。

　大丈夫なのかな、これ？　友だちとはいえ、客をそんな簡単に店の奥に連れていってもいいの？

　そのとき俺は、最近読んだ漫画で、こんな感じの夜の店で反社会的な組織が人身売買をしているシーンがあったことを思いだした。

　その漫画では確か、ある女性が友だちだと信じていた相手に裏切られ、人身売買の商品として出荷されてしまうのだ。

　なんだろう、このデジャヴ感……。まるで、漫画の内容がそのまま現実で起こっているかのような既視感だった。

　ちなみに、その漫画では、恨みを買ってきたことが裏切りの決め手となった。

　う～ん、萌絵さんって友だちとか他人とか関係なく、人の恨み買いそうだしなあ。

「いや、まさかそんなことあるわけないけどな……どれだけ漫画脳だって話だし……」

　言いながら、そっとバックヤードに近づく。関係者以外立ち入り禁止の文字が書かれた扉を、静かに開いて中を覗のぞいた。こうなると、もう気分はスパイである。

「ごめんね、ごめんね、萌絵……」

　和沙さんは休憩室らしき部屋に敷かれた畳の上で、ぶつぶつ呟つぶやきながらなにかしていた。

　よく見えない……俺はさらに一歩進んで、彼女の奇行を確かめた。

　刹那、ドアがギッと音を立て、和沙さんがハッとこちらを振り向いた。

「こ、ここに入ってきちゃダメじゃない！」

　焦あせるところが、ますます怪しいぞ！

「いや、なにしてるんですか！　萌絵さんにいったいなにを──」

　しかし、それ以上先を、俺は続けることができなかった。

　畳に寝転ぶ萌絵さんが、シャツの胸元が開け放たれた姿で、その豊かな胸の谷間をあらわにしていたからだ。

「なにって、介抱してるだけよ。酔っぱらって寝てるのに、ちょっと服を緩めてあげないと、苦しいでしょ？」

「……か、帰りますね、俺！」

「あ、ちょっと！」

　俺はほとんど和沙さんの言葉を聞かずに、その場から逃げだした。見てはいけないものを見てしまった気分でいっぱいだった。

　参考資料として女の人のそういう写真を見ることはあったけれども、生身の女の人のものを見るのは初めてである。

　ちくしょう！　なんてボリューム、なんて臨場感なんだ！

「……萌絵さんってスタイルいいと思ってたけど、まさかあそこまで凶悪なブツを隠し持っていたなんて！」

　俺の夜の街デビューは、一粒で二度おいしい大人な体験になった。

　それにしても、今日の俺はちょっといい目を見すぎている気がする。

　いまの胸チラ。その前はパンチラだ。

　そう──よく考えれば、萌絵さんと会う前は、茶菓上と一緒に打ち合わせして、なぜかパンツの写真を撮っていたわけだ。あいつは天然だから意識してないだろうけど、見せパンとはいえ、普通男にパンチラの写真なんて撮らせないからな。

　しかも、俺のスマホにはまだ連射モードで撮影した茶菓上のコスプレパンチラ写真が保存されっぱなしなのである。

　周りに誰もいないことを確認して、こっそりとスマホを取りだす。

　すけべ心に支配されるまま、いそいそと写真アプリを開こうとして──俺は、例のマッチングアプリに更新があることに気がついた。

　見ると、シズナさんから返信が来ているではないか。

　保存されたパンツはいつでも見られる。

　そう思った俺は、まずマッチングアプリの方から確認してみることにした。メッセージがなんと返ってきているか、この瞬間はいつも緊張する。意図せず変なことを言っていて、幻滅されていないだろうか……？

『レンタさんって、ラブコメ漫画がお好きなんですね！　わたしも大好きですよ！』

　少女漫画の方じゃなくて、ラブコメの方に反応してくれたのか。ひょっとすると、俺と話を合わせようとしてくれてるのかもしれないな。そんなことを考えながら、続きに目を通す。

『最近だと、「増井さん増殖中！」っていう漫画にハマっていました。ちょっと恥ずかしい話なんですけど、実はわたしのハンドルネームも、あの作品に登場するヒロインの名前からつけたものなんです……』

「『増井さん増殖中！』だと……？」

　どこかで聞いたことがある名前の漫画だった。

　──というか、俺が描いた漫画の名前だった！

「──え!?　噓うそ!?　ってことは、シズナさんって俺の漫画の読者!?」

　思わず、大声を出してしまう。道行く人に不審そうな目で見られたけれども、いまそんなことはどうでもいい。

「しかも、ハンドルネームをあの漫画のヒロインの名前にしてるだって……？　シズナって──そうか、詞し砂ずなのことか！」

　名前は増井詞砂。メガネっ子の後輩キャラで、絵にかいたような真面目な性格。主人公に対して、常に献身的な態度で接してくれる優しい女の子である。

「マジかよ……これもう運命だろ」

　マッチングアプリで自分の作品の読者とつながれるって、奇跡みたいなものじゃない？

　それにしたって、今日はなんていい日なんだろう！

　俺はもうこのシズナさんが、サクラ業者であるとは微み塵じんも思えなくなっていた。

『ぼくもあの漫画知ってますよ！　でもあの漫画って完結してから、ものすごい炎上してますよね……ヒロインレースをやった作品の宿命なんですかね～』

　震える手でそう打ち込み、送信してみる。

　流石に、いまの段階で「自分があの漫画の作者です！」などというのは時期尚早だ。ここはじっくり丁寧に行かなければ……。

　焦あせりは禁物である。こういうときこそ、気持ちを落ち着かせなければならない。

　──ああ、それなのになぜスキップが止まらない！

　そんなこんなでニヤニヤしながら自宅に帰ると、怪け訝げんそうな顔をした父さんから「お前、なにか変なものでも食べてきたのか……？」と心配される羽目になった。
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　週末の土曜日、私は萌絵ちゃんに呼びだされて近所のファミレスにやってきた。

　それまで薬師くんとラブラブでネット通話しながら作業していたので、邪魔されてイラっとしたけれど、この関係を自慢するにはちょうどいい機会かもしれないと思って、わざわざ足を運んできたのである。

　ファミレスには、萌絵ちゃんの他にしおりちゃんもいた。

「やっほ～、お二人さん」

　私が声をかけると、そこはかとなく得意げな萌絵ちゃんが手をあげる。

「忙しい中、悪いわね。茶菓上先生？」

「それ、嫌味？　私くらいの天才になると、スケジュール管理も完璧だから。私のためならどんな労苦を惜しまないアシスタントもいるしね」

「……それって、先生のことですか？」

　しおりちゃんが不平っぽく訊きいてくる。

「そうだよ？　こないだなんて、薬師くんと……あ、これは言っちゃダメなやつか！」

「なんですか、それ！　先生といったいなにをしたんです！」

「え？　いやいや、こっちの話だから！　気にしないで！」

　これ見よがしに言うと、しおりちゃんはぐぬぬと唇を嚙かんで、

「……ひょっとして、先生にコスプレ衣装の撮影をさせたという件ですか？」

「──え、どうして知ってるの？」

　これには意表を突かれた。私と薬師くんだけの秘密を、まさかしおりちゃんが知っているとは思わなかったから。

「な、な～んだ、ほっとしました。もっとすごいことをしているのかと思いましたけど、全然大したことないじゃないですか。そんなこと、普通に先生が話してくれましたよ？」

　途端に得意げになるしおりちゃん。

「あの野郎！　私との蜜月関係を、第三者にペラペラと話しおってからに！」

「なにが蜜月関係ですか！　そう思ってるのは茶菓上先輩だけで、先生はただ漫画制作に協力しようとしただけです！　先生はとっても真面目な方ですから」

　真面目かどうかは置いておいて、薬師くんが漫画バカなのは確か。とはいえ、このまま引き下がるのは、負けを認めたようで嫌だった。

「ま、まあ、私と薬師くんの関係は、それだけじゃないけどね？　最近なんて、ほとんど毎日一緒に作業してるし？」

「ネット通話しながらでしょう？　それ、私も先生とずっとやっていました」

　私は、しばらくしおりちゃんと睨にらみ合あっていた。

「まあまあ、喧けん嘩かはそれくらいにしなさい」

　そのとき、萌絵ちゃんが言った。

「あなたたちが争うのは不毛よ。ここに呼ばれた時点で、薄々気づいているでしょうけれど」

「どういうこと？」

「アタシ、錬太郎に『好き』って言わせたわ」

「──は？」

「──は？」

　思わず、私としおりちゃんの声がハモる。

「これで、アタシの勝ちってことよね？　今日はそれを確認するために、あなたたちを呼んだのよ」

「う、噓うそを吐つかないでください！　先生には全然そんな様子ありませんよ！」

「そ、そうだそうだ！　だいたい、薬師くんの性格から考えて、彼女ができたらすぐに新連載の準備に取り掛かろうとするはず！　だったら、いま私と作業している暇なんてないはずだよ！」

「証拠だってあるのよ？　ほら、これ」

　言いながら、萌絵ちゃんはスマホを取りだす。

　それからイヤホンジャックにイヤホンを刺し込むと、左右の機器をそれぞれ私としおりちゃんに渡してきた。

　私としおりちゃんは顔を見合わせてから、それを耳に装着した。

　薬師くんの声が聞こえてくる。誰かと会話しているようだった。

『ずっと一緒にいて、やっと気づいたんだ。俺はあんたのことが好きだ』

　──なんだと！　私は思わず目を剝むいた。

『で、でも……アタシはあなたに相応ふさわしくないわ。アタシ、ずっと気づいていたの』

　それは萌絵ちゃんの声だった。けれども、いつもの不遜な感じと違って、ちょっと気弱げな感じがした。

『何に？』

『れん……太郎のことは好き。でも、それはあなたと一緒にいたいっていう『好き』じゃないんだって。あなたの幸せがアタシの幸せ。あなたが笑っていてくれることが、アタシの喜び。でも好きだからこそ、アタシはあなたと一緒にいられないんだって……』

『萌絵──ザザ──が一緒にいてくれれば、俺は幸せだ。あんたと一緒にいれば、俺は笑ってみせる』

　途中ちょっと変な音が入ったけれども、私は会話内容に衝撃を受けていて、そんなところに意識を向ける余裕がなかった。

『ダメ、アタシはあなたを不幸にしかできない……知ってるでしょ？』

『なんでそうやって、いつも頭でっかちなんだよ。理屈、理屈で、どうしてもっと自分の気持ちを大事にしないんだ！　そうやって、あんたはずっと他の人のために生きてきた！　そろそろあんた自身が幸せになってもいいころだ！　あんたの背負う不幸ごと、俺はあんたを背負ってみせる！　だから、俺とずっと一緒にいてくれ！』

　それからプツリという音が響いた。録音された内容が終わったのだろう。

「……」

　私は無言でイヤホンを耳から取り外した。

「──と、いうわけよ。ごめんなさい」

　萌絵ちゃんの顔には哀れみがあった。これが、勝者の余裕というものなのだろうか。

　実感が伴うにつれて、私は自分が泣きそうになっていることに気がついた。

　そのとき、

「──いや、これ編集していますよね？」

　しおりちゃんが、ぽつりと呟つぶやいた。

「……はあ、編集？」

「そうです。つまりこれは、あたかも先生が巡川さんに向かって言っているかのように改ざんされている音声データということです」

「馬鹿なことを言わないでくれるかしら？　錬太郎の声を切り貼りして、好きな言葉を言わせたとでも？」

　確かに、音声の切り貼りでこんなに不自然なく話させるのは無理だ。たとえ商品化されているボイスロイドであっても、ここまで流ちょうに言葉を紡つむげないだろう。

「巡川さんにはできるんじゃないですか？　だって、新連載の条件に恋人を作ることを強要することすらできるんですから」

「大した想像力ね。尊敬するわ」

「──先生に『増井さん』のスピンオフを描くことを許可されたそうですね？」

　しおりちゃんがそう言った瞬間、萌絵ちゃんがさっと目を逸そらすのを私は見逃さなかった。

「……ん？」

「あ、あら、耳が早いわね。もう錬太郎から聞いていたの……？」

「ええ。わたしは先生のアシスタントですから」

　にっこりと笑うしおりちゃん。なんだろう、風向きが変わった気がする……。

「ちなみに、巡川さんが書かれたプロットも見せていただきましたよ。そこには、いま先生と巡川さんが朗読されていたものとまったく同じシーンがありました」

「──朗読とな？」

　私は聞き捨てならぬとばかりに、ずいっと割って入った。

「ええ、そのとおりです。いまのは別に、先生が巡川さんに向けて言った言葉じゃなく、主人公の増澄がヒロインの海凪に向けて言った言葉ってことです。多分、ちょっとここを演じてみようとかなんとか先生をそそのかして、一緒になって朗読したんでしょう」

「その割に薬師くん、えらく熱入ってたね……」

「先生は真面目な方ですから」

　しおりちゃんは、萌絵ちゃんに向き直る。

「あとは増澄や海凪の箇所を先生と自分の名前に置き換えるだけ。流石は編集さんです。音声まで編集してしまうなんて」

「なにか言いたいことは？　萌絵ちゃん」

　いまの私は、ほとんど刑事ドラマの刑事になりきっていた。追い詰められた犯人に対して、カツ丼を頼んで「はやく楽になれよ」と諭すあの役。

　居心地悪そうにうつむく萌絵ちゃんは……しかしここでまさかの居直りを見せた！

「──好きと言わせればいいんでしょ？　手段は問題じゃないわ！」

「な、なにを言っているんですか！　大問題ですよ！」

「そうだそうだ！　恥を知れ、恥を！」

「う、うるさいわね！　あーもう！　錬太郎がおしゃべりなせいで、せっかくの計画が狂っちゃったじゃない！」

「やることが汚いんですよ！　だいたい、どうしてスピンオフが海凪メインの話なんですか！　そこからも、一番巡川さんに近いキャラを描かせて、先生の心を引き寄せようとする浅ましさを感じます！」

「なんという浅ましさ！　恥を知れ、恥を！」

「ち、違うわよ！　錬太郎が海凪を描きたいって言ったの。海凪って、あの子のお気に入りヒロインだから……」

　お気に入りヒロイン？

　そのワードで、私は以前薬師くんが言っていたことを思いだした。

　──そんなこと言ったら、俺個人の好みだと姫乃エンドでも鏡花エンドでもないからな！　それをぐっと我慢して姫乃エンドにした、こちらの心中を推し量っていただきたい。

　彼の口ぶりでは、あの漫画の中に好みなタイプの女の子がいるという話だった。

　まさか、それが海凪なの……？

　私とタイプが全然違うじゃん！　私が人知れず焦あせっていると、しおりちゃんがまた異を唱える。

「先生が海凪を描きたいなんて言いだすわけありません！　先生に確認してもいいんですよ？　本当は巡川さんに描けって言われたんですよね？　って」

「くっ……」

「ほーら、やっぱり！　そうだと思ったんです。だって先生のお気に入りは、詞砂なんですから！」

　詞砂といえば、しおりちゃんをそのまま漫画キャラ化したようなヒロイン。その子も、私とはタイプが全然違うじゃん！

「それはなにを根拠に言っているのかしら？　錬太郎は、明らかに海凪を気に入っているわ。しおりもアシスタントとして、海凪メイン回の作画を近くで見てきたでしょ？　力を込めまくっていたもの」

「いいえ！　それを言うなら、先生は詞砂のメイン回の話だけ、特別念入りにプロットを組んでいました。好きなヒロインだったからこそ、手抜きができなかったんです」

「それって、単に話を転がしにくいヒロインだったってだけでしょ？」

「なにを！」

「待った！　ちょっとタイム！」

　言い争う二人を見て、私は待ったをかけた。

「なんです？」

「なによ？」

「『増井さん』には、私っぽいヒロインがいないじゃないか！　これじゃ話に入れない！」

「あんたはピピでしょ」

「ピピですね」

　いがみ合っていたくせに、急に意気投合する二人。

　ピピといえば、あれか。増井ピピロンチーノ。辛からい物好きで、ちょっと天然の入った宇宙人。

「な、なにを馬鹿な！　私は宇宙人じゃないもん！」

「でもむつきって天然じゃないの」

「いまのセリフも、すでに天然っぽかったですよね」

　なんだか、すごく失礼なことを言われている気がする。

　ものすごくむっとしたけれど、この際だ。背に腹は替えられぬ。

「──じゃあ私は、薬師くんのお気に入りはピピだと思う！」

「じゃあってなんですか!?　これはそんな簡単な話じゃないんですよ！」

「そうよ！　恥を知りなさい、恥を！」

「やかましい！　萌絵ちゃんにだけは言われたくない！」

　結局その日、私たちの間で結ばれた条約が終了することなく、私たちは薬師くんのお気に入りヒロインが誰なのかを議論することになった。

『増井さん増殖中！』に登場したヒロインは十六人。薬師くんの口ぶりでは、そこから姫乃と鏡花を除く十四人。

　十四人分の一の勝ちヒロインは、いったい誰なのだろうか？
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『レンタさんさえよかったらですけど、今度、リアルでお会いしませんか？』

　ある日の昼休憩のこと、俺がいつものように、部室で昼食を取っていたときだった。

　シズナさんからのそんなメッセージを見て、俺は心臓が止まりそうなほど驚いた。

　チャットを続けていて思ったのは、彼女とはとにかく気が合うということ。こないだ俺が恐る恐る送った炎上云うん々ぬんのメッセージにも、『色々言いたくなる気持ちもわかりますけど、それで作者さんを叩たたくのは間違いですよね。いままで楽しんでいた自分も否定しちゃうみたいで、わたしはそういうことしたくありません』と、擁護風のコメントが返ってきた。

　シズナさんは、あの作品の終了後も炎上騒動に参加していない作者擁護派なのだ。

　これ幸いにと、俺は作者であることを活いかして作品知識を総動員し、彼女と『増ます井いさん増殖中！』トークを繰り広げた。

　彼女は俺でさえ舌を巻くほどあの作品に詳しかった。

　ハンドルネームにするくらいだから、彼女のお気に入りは詞し砂ずな。俺のお気に入りも聞かれたが、もちろん詞砂と返しておいた。やはり、俺はできる男！

　そうこうするうちに、俺とシズナさんはもう何年も前からの知り合い同士であるかのように話せる間柄になっていた。

　リアルで会わないかというお誘いは、そんな矢先の出来事である。

　まだ心臓がドキドキしている。しかし、ここでビビッてはいけない。

『いいですね！　ぼくもシズナさんにお会いしてみたいです！』

『嬉うれしいです。そしたら、週末の日曜日とかどうでしょうか？』

　とんとん拍子に話が進み、俺は自分の才能が恐ろしくなった。え、ひょっとして俺のコミュ力って高すぎ……？　それとも、このマッチングアプリがすごいのか？　あるいはその両方？

　やだなあ、もう！　このままだと、つき合っちゃうだろ俺とシズナさんは！

　しかし、そのとき俺は大変なことに気がついた。

「……都と喜き村むらさん、ちょっといいかな？」

　俺は部室で昼食を食べている都喜村さんに話しかけた。

「なんでしょうか？」

「いまのおしゃれってどんな感じかわかる？　服とか、髪型とか」

「どうしてそんなことを気にされるんですか？」

「ほら、こないだから言ってるマッチングアプリあるだろ？　実はあれで、俺ってば女の人と会うことになっちゃってさ～」

「本当ですか!?　すごいです、先生！」

　俺の自慢を聞いた都喜村さんは、まるで自分のことのように喜んでくれた。

　これこれ、これよ。この反応こそ、俺が求めていたもの。すぐにサクラだなんだとケチをつけてくるわからず屋どもとは違いますわ。

　とはいっても、俺はずいぶんとこのアプリのことで都喜村さんに迷惑をかけた。

　最初のころ、まったく他のユーザーから相手にされない俺を見かね、彼女がプロフィール作成やらなにやらで色々とアドバイスしてくれたのだ。

　ちなみにだが、そうこうしているうちに都喜村さんも興味を持ったのか、同じマッチングアプリを始めている。彼女の場合は友だち作りが目的のようだけれども、同じアプリを利用している人が近くにいると、色んな情報交換ができるため心強かった。

　都喜村さんは、本当に優しくて頼りになるな～。

　そんなことを思いながら、話を戻す。

「ほら、第一印象って大事だろ？　だからその人と会うとき、人並みな格好をしたいんだけどさ。俺って、流行の服とかわからないし」

「そのままでいいと思いますよ。わざわざ服を買っていただくとか心苦しいですし」

「……ん？　どういうこと？」

　一瞬、都喜村さんがなにを言っているのかわからず、俺は眉をひそめた。

「──あ、すみません！　ちょっと、その……つまり、私も実は、マッチングアプリで人と会うことになりまして。その相手の方が、先生みたいにわざわざ事前に準備しようとするのかと思うと、心苦しいなあっていうか……」

「……え？　都喜村さんもマッチングアプリで人と会うの？」

「はい。今度の日曜日に」

「……男の人？」

「はい。もちろん、あくまで友だちとして会うだけですけど」

　急に不安に駆られる。それって大丈夫なのだろうか……？

「……その人、本当に信用できる？　サクラとか詐欺師なんじゃない？」

「その点は大丈夫です。完全に信用できます」

　ものすごく自信満々にうなずかれる。まあ、都喜村さんは俺なんかよりもよっぽどしっかりしてるからな。彼女が大丈夫と言うなら、大丈夫なのだろうが……。

「相手がなにかヤバそうな感じがしたら、すぐ連絡入れてよ。助けに行くから」

「ありがとうございます、先生」

　にっこりと笑顔を向けられ、ちょっと気恥ずかしくなる。俺は誤魔化すようにして、ごにょごにょと「そりゃ、都喜村さんは大事なアシスタントだから……」と呟つぶやいた。

「とにかくですね、先生はそのままで素敵ですよ。今度会うというその方も、きっとすぐ先生のよさをわかってくれると思います」

「そう言われてもなあ。この際だから、俺もイメチェンしようかなって」

「その人のためではなく、先生自身がそうしたいと思うのなら、イメチェンしてみてもいいんじゃないでしょうか？」

　言いながら、都喜村さんはスマホを取りだす。

「はい、ここ男性のヘアカタログサイトです」

「……え？　ずいぶんと準備いいね？」

　いま、ものの二、三秒だったんだけど……。

「あ、いえ、それはあれですよ！　こないだ、お父さんにおすすめの髪型を聞かれまして！　それがサジェストに残ってたっていうか……」

「でも都喜村さんのお父さんって、いま海外じゃなかった？」

「こ、心はわたしと一緒にいますから……」

　目を逸そらして言う都喜村さん。そんな彼女を見て、俺はなんて馬鹿なことを訊きいたんだと自分を責めることになった。都喜村さんは健けな気げでいじらしい女の子じゃないか。彼女に後ろ暗いところなんて何一つない。

　俺は都喜村さんの横に椅子を持っていって、スマホを覗のぞき込んだ。

「俺って、どんな髪型が似合うと思う？」

「先生はいまのままで素敵ですよ」

「いっそのこと、このソフトモヒカンってやつにしてみようか」

「いいかもしれませんね！」

　冗談で言ったのに、肯定意見が返ってきて面めん喰くらう。都喜村さんは基本、人をけなすことしないからな。やはり彼女にオススメを聞くのは間違っているか。そこで試しに、

「──こっちの坊ぼう主ず頭もいいかも！」

「ワイルドですね！　先生がその髪型にしたら、男らしいかもしれません！」

　やっぱりダメだ！　これじゃ、なにもわからないのと一緒じゃないか……。

「……う～ん、美容院とやらに行って、そこにお任せしてみるか」

「先生はこれまで床屋さんで散髪していたんですか？」

「そうそう、家から近いとこ。美容院ってなんとなく敷しき居いが高い気がしてさ。予約とかもいるんじゃなかったっけ？」

「なんでしたら、わたしがいつも行っている美容院を紹介しましょうか？」

「いいの？」

　探し方もわからないし、確かに、他の人が使っている美容院を紹介してもらうのが一番手っ取り早い気がする。それに都喜村さんのサラサラな髪の毛を見れば、その美容師さんの腕前がわかろうというもの。もっとも、これは彼女のモノがいいだけかもしれないけれども。

「もちろんです！　そしたら、いまから予約しますね」

　言うが早いか、都喜村さんはその場で美容院に電話をかけた。

　いや、そこまでしてもらおうと思ってたわけじゃないんだけどな。これじゃまるで、介護されてるみたいじゃない？

「──今日の午後で予約取れました、先生！」

「あ、ありがとう。ごめんね、予約くらい自分で取ったのに……」

「構いませんよ。ところで、その……」

　途端にもじもじする都喜村さん。

「どうかした？」

「わ、わたしもついていってもいいですか……？　ほら、道案内が必要だと思うんです！」

「いや、本当にそこまでしてもらうわけには……」

「いいえ、中ちゆう途と半はん端ぱにするわけにはいきませんから！　それに、先生に美容院を紹介したということは、先生の髪型の責任はわたしにあります！　ならばこそ最後まで見届けないと！」

　彼女の目は本気だった。

　まあ、アウェイな場所に行くとき、つき添いがいると心強いのは確かなわけだし……。

「そ、そう？　そしたら、お願いしようかな……」

「ありがとうございます！　そのあと、服も見に行きましょうね」

「とりあえず、茶さ菓か上がみには、今日一緒に作業できないって言っとかないとなあ」

　俺がなんの気なしに言うと、都喜村さんは一瞬ピタリと固まって、またにっこりと笑顔になった。

「……先生はもうすぐ『増井さん』のスピンオフを描かれるわけですから、茶菓上先輩のアシスタントを続けるのは無理になっちゃいますね」

「まあ、スピンオフが終わったら、またあいつの配下に戻ることになるかもしれないけどね」

「それまでに、新連載をスタートさせたらいいじゃないですか。わたし、先生が漫画を描かないのは、コミックノアにとっても、先生の作品を心待ちにしているファンの方にとっても大きな損失だと思うんです」

　都喜村さんが俺の漫画を気に入ってくれているのは知っていた。彼女はいまファンという言葉を使ったが、一番身近にいてくれる俺のファンが都喜村さんだ。

　ファン筆頭である彼女に早く連載をスタートさせろと言われたならば、俺としても頑張らざるを得ない。

　そのためには、なにより彼女を作ること！

　やる気に満みち溢あふれた俺は、その日の放課後、都喜村さんと一緒に精いっぱいのおしゃれを施しに行った。

　美容院のお姉さんにワックスの使い方を教えてもらい、ブティックではほとんどマネキンごと服一式を買かい揃そろえた。

　決戦の週末に向け、準備を万全に整えるために──。
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　週末の日曜日を迎え、わたしは朝からそわそわしながら身支度を整えました。

　今日は先生とお会いする日です。

　先生はシズナという女性とお会いする。わたしはとある男性とお会いする。先生はそう思っておられるようでしたが、ここにわたしの仕掛けた作戦があるのです。

　これによって、まったく関係ないように見える二つの出来事は、一つに収束します。

　なにを隠そう、先生がずっとマッチングアプリで連絡を取っているシズナとは、わたしなのですから。

　この状況に至るには、いくつかの過程が必要でした。

　まず、先生がなかなかマッチングアプリで成果を挙げられないとき、わたしは先生をサポートしながら、自分のアカウントも作成しました。普段ならそんなアプリを使うつもりは絶対にありませんが、状況が状況です。先生の心を射止めるためには、多少の無理はしなければなりません。

　アカウント登録の次にやったのは、住まいや登録時期での絞り込みです。

　そうやって、ついに『レンタ』というアカウントを見つけたとき、それが先生のものだと確信しました。なぜなら、わたしがアドバイスさせていただいたプロフィール情報が、ほとんどそのまま記載されていたからです。

　連絡を取ったのはわたしからでした。

　それから、わたしはずっと先生とチャットルームで会話し、普段顔を合わせていては訊ききづらいことも、少しずつ訊きいていきました。

　特に嬉うれしかったのは、先生が『増井さん増殖中！』の中で一番気に入っているヒロインが、詞砂だと言ってくれたこと。

　彼女はわたしが先生とお会いする前から漫画内に登場していましたが、先生はわたしを見て「詞砂にそっくり」という旨むねの言葉を何度もおっしゃられたことがあります。

　詞砂がヒロインレースで負けヒロインとなってしまったことは残念でしたが、先生も好きで姫ひめ乃のを勝たせたわけではありません。そこには大きな妥協があったのです。

　……少し話が逸それました。

　とにかく、このマッチングアプリでのつながりこそが、わたしがあの恐るべき「告白禁止条約」下の戦いで勝利するための作戦でした。アプリで偶然つながり、ずっと将来の恋人にと考えていた相手が、知り合いだったらどうでしょう？　これはもう、運命的なものを感じざるを得ないのではないでしょうか！

　わたしは今日、この戦いを終わらせる気でいました。ヒロイン、というと少しおこがましい気がしますが、わたしは先生の一番になり、このヒロインレースの勝者となってみせる、と。

「……大丈夫、大丈夫だから」

　鏡に映るわたしは、いつもながら、ぱっとしない地味な容姿をしていました。

　茶菓上先輩のようなはつらつとした元気もないし、巡めぐり川かわさんのようにプロポーションがいいわけでもありません。けれど、先生を想おもう気持ちだけは、二人に負けていないと思います。

　時間が刻々と過ぎ、そろそろ先生との待ち合わせ場所に向かおうと思って、わたしは部屋を出ました。

　──異変を感じたのはそのときです。

　階下からなにかがゴソゴソと動く物音が聞こえてきたのです。

　もちろん、この家にはわたしの他に誰もいません。いないはずです。

　まさか、泥棒……？

　心臓がドキドキと早鐘を打ち始め、わたしはどうすればいいのかわからず、ただその場で立ちすくんでいました。

　そんな中、誰かがゆっくりと階段を上ってくる音が聞こえてきたので、もうパニック状態です。

　逃げ道を探しておろおろしていると、その人が二階にひょいっと顔を出しました。

「しおり、ただいま」

「……え……お父さん……？」

　そこにいたのは、海外出張に行っているはずのお父さんでした。

「一年とちょっとぶりかな。元気にしてた？」

　お父さんの優しい微ほほ笑えみを見て、わたしは緊張の糸が切れ、その場に座り込んでしまいました。

「び、びっくりしたあ……泥棒かと思っちゃった」

「ごめんごめん、ちょっと急だったかな」

　どっと安心が心に押し寄せてきます。しかしそれと同時に、今度はどうしてここにお父さんがいるのかわからず、困惑してしまいました。

「お父さん……ひょっとして、会社でなにかあった？」

「いや？　どうして？」

「だって、急に帰ってくるから。もしかしてなにかあったのかなって……」

「ああ、そういうことか。相変わらず、しおりは周りに気を配れる子だね。いや、もちろん仕事は順調だよ。ただ、ちょっと気になることがあってね」

　お父さんは気まずそうな顔をして、ちらりとわたしを見つめます。

「……でも、杞き憂ゆうだったみたいだ。家はとても奇麗だし」

「杞き憂ゆうって？　もしかして、わたしが家をめちゃくちゃにしていると思った？」

「そういうわけじゃないよ」

　ここはお父さんの家ですから、わたしが自分勝手なことをしていいわけありません。お父さんが帰ってきたとき気持ちよく使えるようにしておこうと思って、きちんと掃除もしています。

　──と、そこまで考えて、わたしはさっと青ざめました。

　唯一、わたしが勝手の限りを尽くしている場所があります。

　漫画グッズ……というか、先生グッズに満みち溢あふれた自室！　お父さんが出張に行くときは人並みな部屋だったと思いますが、いまとなってそこは混こん沌とんのるつぼと化しています。

「ところで、しおり。今日はずいぶんとおしゃれをしているけど、これからどこかに行くのかい？」

「え？　いや、その……」

　わたしは頭が真っ白になって、あたふたと言いい淀よどみました。

　このまま外出してしまえば、きっとお父さんに部屋の秘密を知られてしまいます。なんとかして、片付ける時間を稼がないと……。

「べ、別にどこにも行かないよ？　そうだ、お父さん。コーヒーを淹いれてあげようか？」

「いいのかい？」

「もちろん！　疲れてるでしょ？　今日はゆっくりしてね」

　わたしは冷や汗をかきながら、お父さんを連れて一階に下りました。それからコーヒーを淹いれていると、先生との約束の時間が迫っていることに気がつきました。

　どうしたらいいんでしょうか？　せめてアプリ経由で連絡を入れないと、先生に待ちぼうけをさせてしまいます。

「ねえ、お父さん。いつまで日本にいられるの？」

　わたしはきっかけを摑つかむため、そう訊たずねました。

「明後日あさつてには帰らないといけない」

「そんなに急なの？」

「ごめんね、しおり。いまプロジェクトが大事なところで、休暇がそれくらいしか取れなかったんだ」

「せめて連絡してから帰ってきてくれたらよかったのに。そしたら、一緒にどこかに行く予定も立てられたじゃない」

「いや、しおりの元気な顔が見られたら、それだけでよかったんだ。お父さん、安心したよ」

　そこで、また気まずそうな顔をするお父さん。

「ところで……その……またあとでいいんだけど、しおりの部屋を少し見せてくれないかな？」

　それを聞いて、わたしは心臓が飛びでるかと思いました。

「わ、わたしの部屋!?　どうして!?」

「しおりのことを疑っているわけじゃないんだ。ただ、同僚に不吉な話を聞いてね。子どもが不健全ななにかに入れ込んだり……」

「ふ、不健全って……」

「ほら、カルトとかそういうやつさ。別に、お父さんはしおりの趣味を否定したいわけじゃなくってね。むしろ、しおりがなにか好きなことを見つけてくれるのは嬉うれしいんだ」

　なるほど、どうやらお父さんは思想的な問題について、悩んでいるようでした。宗教やそういう問題に関しては、海外の方が敏感なのかもしれません。日本はほとんど無神教の国ですし、あまり意識したことがない問題だと思いますが。

　わたしはお父さんがなにを心配しているのかわかり、少しほっとしました。

　漫画グッズ程度なら趣味の範はん疇ちゆうですし、きっと許してくれるはずです。

　ここは、さっと部屋を見て安心してもらって、そのあとゆっくりしてもらった方がいいでしょう。

　そうすれば、わたしも当初の作戦を計画どおりに進行できます。

「いいよ。そしたら、いま見に行く？　ちょっと散らかってるけど」

「そうかい？」

　お父さんはほっと安あん堵どの表情でした。

　もちろん、わたしも緊張感から解き放たれて安心しきっています。

　淹いれかけのコーヒーをそのままにして、わたしたちはまた二階に向かいました。

「やっぱり、ちょっと恥ずかしいな……笑わないでね？」

「大丈夫だよ」

　お父さんの言葉に背中を押され、わたしは禁断の門を開きました。

「……」

「あ、この写真は別に違うんだよ！　好きな芸能人っていうか、タレントさんっていうか……つまり──」

　部屋中に張り巡らされた先生の写真について言い訳しようとしていると、お父さんが苦しそうな呻うめき声を上げるのがわかりました。

「なんてことだ……ジャパニメーション……」

「……へ？」

　苦く悶もんの表情を浮かべるお父さんを、わたしはしばらく呆ぼう然ぜんと眺めていました。
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　シズナさんとの待ち合わせ場所である駅地下街の本屋前で、俺はそわそわしながら周りを見回していた。

　今日は初デートの日。もちろんデートとはっきり明言はしなかったものの、男と女が一対一で遊びに行くことなど、もうデートと言って差し支えないだろう。

　約束した時間まで、あと三十分ほど。しかし、もしかしたらすでにシズナさんが来ているかもしれない。

　ただ、今日は俺の特徴をシズナさんに教えていて、向こうから声をかけてもらう約束だったので、彼女がどんな容姿をしているのかわからなかった。

　そういうわけで、俺は女の人がそばを通るたび、つい背筋を伸ばすという不審ムーブを続けていた。

　こんなことなら、俺もシズナさんの格好を教えてもらっておけばよかったな……。

　ポケットの中の携帯が震えたのは、そんなときだった。

　いよいよ、シズナさんからメッセージが来たぞ！

　慌てて取りだしたところ、それはアプリの更新通知ではなく、電話の着信だった。相手は都喜村さん。

　こんなときにどうしたんだろう、と怪け訝げんに思いつつも、とにかく通話ボタンをタップする。

「はい、もしもし？」

『あ、先生……』

　彼女の声は震えていた。そのあと、鼻をすする音が聞こえる。

　まさか、泣いているのだろうか……？

　俺は即座に、都喜村さんの身になにかよくないことがあったのではないかと直感した。

「……どうかした？　大丈夫？」

『すみません……その、なんていったら言いか……わたし、こんなとき先生くらいしか頼れる人がいなくって……』

　言いたいことがまとまっていないらしい。いつも理路整然としている彼女には、かなり珍しいことだ。混乱しているのだろうか。

　俺はそのとき、さっと閃ひらめいた。

　今日、確か彼女はマッチングアプリで知り合った男と会う約束をしていると言っていた。それ絡がらみなのではないか。俺が心配していたことが、やはり現実になったのでは……。

　──相手がなにかヤバそうな感じがしたら、すぐ連絡入れてよ。助けに行くから……。

　それは、俺が彼女に言った言葉だった。

　都喜村さんは混乱する中、俺の言葉を思いだして助けを求めてきたに違いない。

「都喜村さん、大丈夫!?　いま、自分がどこにいるかわかる!?」

『え？　それは家ですけど……』

　家？　まさか見知らぬ男を家に招待したのか？　それとも、勝手に押し入ってきた？

　どちらにせよ、彼女の危機には変わりない！

　俺はさっと青ざめて、彼女を落ち着かせようと必死になった。

「いい？　と、都喜村さん、とにかくいまは冷静になって……」

　そのとき、通話口の向こうから、語気強めな男の声が聞こえた。なにを言っているのかまではわからなかったが、雰囲気からして怒っているようだ。

『すみません、先生……電話、切りますね……』

「ちょっと待った！　俺にそこにいる男と話をさせてくれ！」

　しかし、通話はすでに切られていた。急いでコールバックしたものの、電話がつながることはなかった。

「た、大変だ！」

　俺はほとんどパニック状態になって、その場でうろうろと行ったり来たりした。

　こんなことになるなら、都喜村さんが男と会うと言ったとき、もっときつく止めておくべきだった！

　とはいえ、いまはそんなことを後悔していても仕方がない。冷静になれ、俺！　都喜村さんを助けられるのは、いま俺しかいないんだぞ！

「家にいるって言ってたな……でも、都喜村さんの住所とか聞いたことないし」

　そうだ、ひょっとして茶菓上ならなにか知っているかもしれない！　最近あの二人は妙に仲がよかったから。

　思いつきに任せて、俺は彼女に電話をかけた。

　休日だから、茶菓上は引きこもって連載用の漫画原稿を描いているだろう。作業の邪魔をすることになるけれども、下手すれば人命にかかわる問題なので、そんなことを言ってもいられない。

『もしもし、薬やく師しくん？』

「──茶菓上！　都喜村さんの家の場所って知ってるか!?」

　茶菓上が電話に出た瞬間、俺は一息にそう訊たずねた。

『……しおりちゃんの家？　どうしてそんなこと訊きくわけ？』

　不機嫌そうに訊きき返してくる茶菓上。作業の邪魔をされて怒るのは、もちろんわかるけどさ。

「大変なんだよ！　いま都喜村さん、マッチングアプリでヤバいやつに狙われてるみたいで！」

『え、しおりちゃんもマッチングアプリ使ってるの……？』

「俺のせいだ……俺が彼女にあのアプリのことを話したりしたから──ちくしょう！」

『お、おお落ち着いて薬師くん……！』

　茶菓上は明らかに落ち着きなく言った。

『わ、わたし、こないだ萌も絵えちゃんと一緒にしおりちゃんの家に行ったんだ！　だから、最寄り駅はわかる！　だけど……』

「だけど!?」

『ごめん、そこから家までの道は覚えてない……暗かったし……』

「萌絵さんなら覚えてるか!?」

『いまちょっと聞いてみる！』

　すぐに通話は切れた。どうやら、茶菓上が萌絵さんに電話してくれるらしい。

　まったく生きた心地がしないまま、そわそわと待っていると、すぐに萌絵さんから電話がかかってきた。

「──もしもし!?」

『むつきから話は聞いたわ』

　萌絵さんは話が早い。彼女は一切の無駄話をすっ飛ばしてそう言うと、都喜村さんの家の最寄り駅の名前を告げ、その駅前にあるロータリーにすぐ来るように言った。

『そこまで車で迎えに行くわ。あの子の家に連れてってあげるから』

「ありがとうございます！」

『警察には連絡した？』

　焦あせっていて失念していたけれども、これは普通に警察沙汰にすべき事件だ。

「す、すみません、忘れてました……」

『アタシが連絡しとくわ。とにかく、いまは落ち着いて行動しなさい』

　こういうとき、萌絵さんは本当に頼りになった。涙が出そうになるのをこらえ、俺は改札をくぐって指示された駅に向かった。

　飛び乗った電車の窓からパトカーが見え、俺は最悪の事態ばかり想像している自分に気づき、ブンブンと頭を振った。

　都喜村さんが俺にとって、どれだけ大事な存在だったか思い知らされる。とにかく無事でいてほしい。その一心だった。

　そうこうしているうちに、シズナさんとの待ち合わせ時間はすっかり過ぎてしまっていたが、いまの俺にそんなことを考えている余裕はなかった。
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　萌絵さんに来いと言われた駅のロータリーでは、茶菓上が待っていた。どうやら彼女も萌絵さんに連絡を入れたあと、いてもたってもいられずにやってきたらしい。

　それから少しして、萌絵さんの車がやってきた。

　ピンク色の軽自動車。この車で、何度か取材に連れていったもらったことがある。

　俺たちが乗り込むと、萌絵さんはすぐに車を急発進させた。

「警察には通報しておいたわ。アタシたちよりも先についてるはずよ」

「いまから私たちが行って、なにかしおりちゃんのためにできることあるかな……？」

　そう言う茶菓上にいつもの能天気さはなく、かなり不安げな様子だった。

「あの子は一人暮らしなのよ。いくらでもあるわ」

「そ、そうだよね！　ごめんね、変なこと訊きいて……」

　二人の会話を聞きながら、俺はずっと押し黙っていた。時間が経たつにつれて、心にぐつぐつとした怒いかりがこみ上げてきて、それを抑えるのに必死だったからだ。

　か弱い女子高生を狙うなんて、クズの極みのような男だ。マッチングアプリでは、色々と条件を設定して、接触する相手を選ぶことができる。日ごろから、悪意を持ってアプリを使っている不届き者に違いない。

　カーナビがもうすぐで目標地点であることを告げたとき、前方からやってきたパトカーとすれ違った。

「これってきっと、萌絵ちゃんが通報した警察の人のやつだよね。犯人、逮捕とかされたのかな……？」

「後部座席の方は、誰か乗ってるように見えなかったわね」

「萌絵さん、都喜村さんの家ってどれ？」

「あそこのベージュ色の屋根」

　車が完全に停止する前に、俺は助手席から飛びだしていた。「都喜村」という表札の横にあるインターフォンを何度も押す。ひょっとしたら、都喜村さんはすでに警察の人に保護されているのかもしれない──。

　そう思っていると、玄関がガチャリと開いて、中から気だるげな表情を浮かべた中年男性が顔だけ出す。

「……まだなにか？」

　その男を見た瞬間、俺はついに自分を抑えられなくなった。

　こいつか！　マッチングアプリをゲスな目的で使う不届き者は！　こういう見た目だけ真面目そうな成りをして、内心は下心で溢あふれているやつのなんと多いことか！

　男は俺を見て、当てが外れたような顔で固まった。

「……あれ、警察の方は？」

「てめえ、この変態オヤジ！　なにを我が物顔で、この家に入り浸ってやがる！」

　門もん扉ぴを開いて玄関に近寄ると、俺はその男に摑つかみかかった。

「な、なんだね、君は!?」

「なんだはこっちのセリフだ！　あんたみたいなやつがいるから、援交とかパパ活とかがなくならないんだろうが！　ふざけんじゃねえぞ！」

「援交……？　そ、そうか！　さっきの警察沙汰は君の仕業だな！　なにを勘違いしたのか知らんが、こっちはいい迷惑だぞ！」

「とぼけるんじゃねえ！　歪ゆがんだ性癖をため込んだ変態オヤジめ！　どうせ同意の上とか言って、警察の人を上う手まくはぐらかしたんだろ！　でも、俺はそうはいかねえからな！」

「だから、君はなにを言っているんだ!?」

「マッチングアプリを悪用して、女子高生を誘い出しただろ！　そういうのは、せめてよそでやれ！　都喜村さんに手を出すな！」

「都喜村はわたしだ！」

　目の前の男が変なことを言いだし、俺はますます激高した。

「噓うそを吐つくなあ！　都喜村さんは女子高生だぞ！　あんたはどう見てもおっさんじゃねえか！」

「ひょっとして、君はしおりの友だちかい？」

「しおり、だと!?　俺でさえ、まだ彼女のことは『都喜村さん』って苗みよう字じ呼びなんだぞ！　見せつけてるつもりか!?」

「ちょ、ちょっと落ち着きなさい！　わたしはしおりの父親だ！」

　父親……？

　その言葉で俺は一瞬、摑つかみかかっていた腕の力を緩めた──が、すぐにまたギアを上げた。

「パパ活を認めたな!?　ほら見たことか！」

「ち、違う！　正真正銘の父親だ！」

「噓うそを吐つきやがって！　都喜村さんのお父さんは、海外出張中のエリートサラリーマンだって聞いてるぞ！　なんでそんな人が日本にいるんだ！」

「休暇を取って帰ってきただけだよ。またすぐ海外へ発たつ」

　そう言われて、俺は今度こそ腕の力を緩めた。よくよく考えれば、この人が俺の想像するような変態なら、さっきすれ違った警察の人が見逃すわけがない気がする。

　……え？　じゃあ、本当に……？

「しおり！　ちょっとこっちに来てくれないか！」

　俺が勢いをなくしたとみるや、男性は大慌ての形相で後ろを振り返り、大声を出した。

　ほどなくして、家の中から都喜村さんが現れる。

「──せ、先生!?　どうしてここに!?」

「しおり、この子とは知り合い？」

「え？　うん、そうだよ……？」

　都喜村さんのくだけた口調を聞き、俺はさっと青ざめた。

　マジかよ!?　そしたら、この人本当に都喜村さんの父親なのか!?

「……ねえ、錬れん太た郎ろう」

　背後から萌絵さんの声が聞こえ、俺は救いの手を求めて振り向いた。

「な、なんです!?」

「いま警察の人からコールバックがあったんだけど、なにかの勘違いじゃないかって言われたわ。確かに普段いない男性は家にいたけど、事件性はなかったって」

「そもそも、薬師くん。しおりちゃんからどういう電話をもらったのさ？」

　一緒にいる茶菓上が追撃を加えてくる。

「……」

　俺は冷や汗をかきながら、また男性の方を恐る恐る振り返った。

「……え、本当に都喜村さんのお父さんですか……？」

「だから、そう言ってるじゃないか。証明書類も見せようか？」

　示された免許証には、「都喜村奏そう詞し」と記載されている。

　都喜村、か。なるほどね。

　──俺は一瞬で膝を折り、玄関ポーチに土下座の姿勢を取った。

「す、すみませんでした！」

「すみませんじゃないよ、まったく！　いったいどういうつもりなんだ！」

　そういえば、さっき都喜村さんとの通話中聞こえた声はこんな感じだったと思いだす。

「か、返す言葉もございません！　全部ぼくの早とちりでした！」

「早とちり？　馬鹿なことを言うのもいい加減にしたまえ！　警察まで巻き込んで、近所迷惑じゃないか！」

「お父さん、待って！　先生はわたしの電話を聞いて来てくれただけなの！」

　そのとき、都喜村さんが必死な声を出し、俺のそばに駆け寄った。額を地面にこすりつけながら、ちらりと見ると、彼女は靴下のまま玄関に出てきていた。

「電話……？　ああ、ひょっとしてさっきの電話は、この子にしてたのかい？」

「そうだよ、だから全部、わたしが悪いの！　わたしがあのとき、先生を誤解させるようなことを言っちゃったから……」

「その先生という呼び方はどういうことかな」

　都喜村さんが割って入ったことで、お父さんはずいぶんと口調を和らげていた。しかし、それゆえの威圧感というものもある。俺の父さんはこんな威厳を持っているタイプではないので、俺はいま、正直なところかなり怖かった。

「しおりと年もほとんど同じじゃないか？　なんでこの子を先生なんて呼ぶんだい？」

「そ、それは、その……」

　都喜村さんは、しどろもどろだ。彼女が続けて口にした言葉は、消え入りそうなほどかすれていた。

「わたしは先生に……漫画のことを教えてもらってるから……」

「漫画、か……」

　大きなため息が聞こえる。

「……そうか、お父さんもおかしいと思っていたんだ。真面目なしおりが、自分からそんなくだらないものに興味を持つわけがないって。この子のせいで、しおりはいまみたいな馬鹿げた生活を送るようになったんだね？」

「──馬鹿げてない！　漫画はくだらないものなんかじゃないよ！　どうしてわかってくれないの!?」

「思うに、漫画を始めとするジャパニメーション文化というものは、いま過激さのチキンレースめいた方向に、舵かじを切りすぎている傾向がある。実際、最悪のケースでは、そんな非現実的な妄想から悪影響を受けて、犯罪に走ったりもする人もいるじゃないか」

「それは小説だって同じだよ！　どうして小説は認めてくれたのに、漫画はダメだの？　おかしいじゃない！」

「その話はさっきしただろう？　いいかい？　お父さんだって、しおりのことを大事に思っているからこそ、こういうことを言うんだ。いまはわからないかもしれない。でも、そのうちお父さんの言っていたことが正しかったって、わかるときが来る」

　それは相変わらずやんわりとした口調だったけれども、有無を言わせぬ迫力がある。

「わ、わたし……外国になんて行かないから……」

　都喜村さんはついにこらえきれなくなったのか、湿っぽい声を出した。

　外国だって？　都喜村さんが外国に行く？

　そのときになって、ようやく彼女が先ほど俺に助けを求めてきたわけを理解する。

　そうか、都喜村さんが困っていたのは、マッチングアプリで変な男に引っかかったからじゃなかったんだ。突然帰ってきたお父さんから、ここでの生活を全否定されたからだ。

　もちろん、経緯はわからない。どうしていままで一人暮らしを認めていたお父さんが、急に帰ってきてそんなことを言いだすのかも……。

　しかし、いまこの場で都喜村さんを救えるのは、俺以外にいないと思った。

「……来てよかった」

　小さく呟つぶやき、地面にこすりつけていた顔を上げる。

　取り返しのつかない馬鹿なことをしでかしてしまったと、後悔していた。

　でも、違ったんだ。ここに来なかった方が、もっと取り返しのつかない事態につながっていた。ときには勘違いだって、役に立つことがあるもんだな。

　俺はゆっくり立ち上がった。

　あれほど威圧感を放っていた目の前の男性から、いまやなんの恐怖も感じない。

「──お父さん！　俺はあなたの考え方に賛成できません！」

　俺は意を決し、力強く叫んだ。
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「……また君か。早とちりだったとさっき自分で認めただろう」

　お父さんはうんざりした様子で俺を睨にらみつけた。

「誤解していたことは全面的に謝罪します！　でも、間違った考え方をみすみす放置することはできません！」

「君には関係のないことだ。これはわたしたち家族の問題なんだよ」

「いいえ、お父さんはいま漫画をくだらないものと言いましたね？　それは俺に対する宣戦布告と同じだ！　なぜなら、漫画は俺のすべてですから！」

「悪いが、君のような世間知らずにはつき合ってられん」

「世間知らずはどっちですか！　漫画の世界のことをなにも知らないのに、勝手なことを言っているのはそっちじゃないですか！　あなたたちのような人が漫画に向ける偏見は、もうたくさんだ！」

「偏見？　事実じゃないか。現に漫画がすべてだという君は、さっきから常識外れな行動ばかり取っている。もうたくさんはこっちのセリフだよ」

「その常識ってやつが、おかしいと思ったことはないんですか？　それって要するに、周りの人がそう言ってるから、とかそういう意味でしょう。そんなものでしか物事を測ることができないから、しおりさんにさっきみたいな独善的なことが言えるんだ！」

「……独善的？　わたしが？」

　お父さんは、ますます険しい目つきでそう言った。

「そうでしょう！　根拠をなんら示さず、自分が正しいから従えっていうのが独善的でないならなんですか!?　現に、しおりさんはいま納得していないじゃないですか！　彼女はとても頭のいい人ですよ？　お父さんが正しい理屈を示せば、それを理解して納得してくれると思います！」

「だから、漫画やそういった文化から悪影響を受けた人が多いと言っているだろう」

「世間的に、そう言われているだけでしょう？　周りがそう言っているから。他の人が言っているから。それは根拠でもなんでもありませんよ」

　俺はお父さんから目を離し、そばに立ちすくむ都喜村さんの方をじっと見つめた。

「しおりさんに聞いたことがあります。お父さんは、知人の子どもさんが海外でノイローゼになったという話を聞いて、しおりさんにそんな苦しみを味わわせたくないとの思いから、日本での一人暮らしを提案したそうですね？」

「そのとおりだ」

「かと思えば、今度はしおりさんが周りによいものとして認められていない文化に傾倒していたから、海外に連れていくと言う。どうして周りの意見ばかり聞いて、肝心のしおりさんの声を聞かないんですか？」

　すると、お父さんが目に見えて狼狽うろたえるのがわかった。

　この人が、どれだけ一人娘である都喜村さんを大事にしてきたかは、普段彼女自身から聞くちょっとした世間話からもわかること。今回の一件だって、元をたどれば彼女のことを思うが故ゆえ。その都喜村さんを軽んじていると指摘されれば、当然平静ではいられないだろう。

「そ、それは……」

「常識に即してさえいれば、個人の感情はどうでもいいってことですか？　その常識が正しいかどうかもわからないのに？　さっきお父さんは漫画文化に影響された人が犯罪に走ったりすると言いましたけど、それこそまさに間違った常識ですよ。メディアが勝手なイメージを作って報道して、みんながそうに違いないと思い込むから、そういう空気ができあがっているだけです。罪を犯した人の全員が、漫画文化から影響を受けているんですか？　違うでしょう」

「……いることはいるだろう」

「そういう人がいるというだけです。だから俺は一般論を振りかざして暴力的な議論をするんじゃなく、個人を見た方がいいって話をしているんです。漫画文化に浸っていても、正しい倫理観のままでいる人の方が圧倒的に多い。こういう言い方が正しいかわかりませんが、漫画文化に影響されて犯罪に走るような人は、漫画文化に影響されていなくても同じようなことをやっていたんじゃないでしょうか？」

　小説、ドラマ、演劇。それこそ創作で生みだされた世界など、このご時世、どこにでも転がっているのだから。どうして漫画やアニメなどの、「絵」の文化だけがここまで槍やり玉だまに挙げられなければならないのか。

「俺は、しおりさんがそんな人間になると思いません。どんな趣味を持っていて、どんなものを好きになろうと、彼女は現実と空想の区別をきっちりつけられる人です。自分のやるべきことをしっかり捉え、きっちり努力できる人です。俺は確かに彼女を漫画の世界に巻き込みましたけど、彼女はそれを言い訳にして学業を疎おろそかにすることもありませんでした」

「せ、先生……」

　俺は瞳を潤ませる都喜村さんに微ほほ笑えみかけると、表情を引き締めてまたお父さんに向き直った。

「どうか周りの意見に左右されることなく、しおりさん自身を見てあげてください。俺は、彼女を尊敬しています。そんな人の想おもいが、根拠なく踏みにじられるのを黙って見ていることはできません」
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「……君はとても弁が立つようだ。わたしが君くらいの年齢のとき、なにかについてそこまで深く考えるようなことはなかったと思う」

　お父さんの態度は軟化しているように思えた。少なくとも、先ほどまでのような頭ごなしの態度ではない。

　表情から怒いかりは消え、俺を見る目にどこか興味の色が帯びているようにさえ見える。

　これでいい、と俺はますます気を引き締めた。

　大人と話し合うとき、俺たちはどうしても余計なステップを踏まなければならない。多くの大人が、子どもを対等の相手として見なさないことが多いからだ。単に「世間をわかっていないだけ」と決めつけ、俺たちの話を歯し牙がにもかけない。

　しかしこの人は違う、と俺は感じた。それだけで幸運なことだ。理屈さえしっかりしていれば、きっちりと俺たちの話にも耳を傾けてくれる。

「確かにわたしは、漫画をはじめとするジャパニメーション文化を無理解のまま否定していたかもしれない。ではそれらはいったい、どういうものなんだろう？　君にはきちんと説明できるのかな」

「俺がわかるのは漫画だけですけど」

「構わない。漫画とはどういうものか、無知なわたしに教えてくれないか」

　そんなものは決まっている。俺は自信満々に答えた。

「手段です」

「手段？」

「そうです。物語を誰かに伝えるための手段。そのために、小説では文章を使います。ドラマや演劇では実際の人を使います。同じことを、漫画では絵を使ってやっているだけです」

「それらと根本は同じだということかな」

「はい。フィクションとしての表現の違いがあるだけです」

「ふむ」

　お父さんはあごに手を当て、興味深そうにうなずいた。

「ただ、そういうものから派生したモノがあるだろう？　漫画という文脈を離れ、キャラクターだけが一人歩きしているようなグッズが、娘の部屋に大量にあったが。ああいうものは、ずいぶんとカルト的じゃないかな？　つまり、よくない偏執性を引き起こされた結果じゃないのか──と、そう訊ききたいわけだが」

　それを聞いて、俺は眉をひそめた。

　もちろん、難しいことを訊きかれたからではない。都喜村さんがそういうグッズを集めていたというのが意外だったからだ。なんの作品だろう？

「たとえば、娘の部屋には妙な衣類があった。破廉恥極まりなく、口にするのも憚はばかられるような服だ。ああいうものは、妄執する対象への帰属意識が引き起こされた結果じゃないのか。知り合いの娘さんの言葉を借りれば……コスプレ？　とか言ったかな」

「あ」

　と、言ったのは茶菓上だった。なにか事情を知っているらしい。

「お父さん、安心して！　あれはいわば民族衣装だから！　つまり、民俗学を勉強するための資料のようなものなんだよ！」

「民俗学を……？　そんな高尚なものには見えなかったけどね……」

「文化の違いを理解するには、どっちが上とか下とか、そういう態度が一番いけないの！」

　いや、お前はなにを言ってるんだよ！　せっかくいい感じの流れになってるんだから、邪魔するんじゃない！

　自分自身もコスプレをたしなむ茶菓上にとっては、それが他ひ人と事ごとのようには思えなかったのかもしれない。けどさ、せめてシチュエーションってもんを考えてもらわないと──

「……ふむ、なるほど。確かに君の言うことにも一理あるか」

　しかし、茶菓上の天然発言を聞いて、お父さんはどこか感心した様子だった。

　勢いで押しきれるのなら、それにこしたことはない。

　俺は「もう余計なこと言うな」と茶菓上に目配せしてから、お父さんに向き直った。ちなみに当の茶菓上は、表情に一仕事やり終えた感を出していて、ちょっとイラっとした。

「か、彼女の言うとおりです。それに、キャラクターに対する強い思いを偏執性と呼ぶのなら、人にはみな偏執性が備わっていると思いますよ」

「ほう？」

「漫画キャラクターというのは、俳優やアイドルと同じものだと思います。ああいう方々も、作品の文脈を離れて人気になりますよね。そうして、今度はその人気を利用して別の作品が作られたりする。そのとき、誰々が俳優を務める作品、とかいう謳うたい文もん句くでドラマが宣伝されます。人物に価値が出てくる。キャラクターに価値が出てくる。そこに新しい商機が生まれる。同じことだと思います」

「言われてみると、確かに理屈は同じかもしれないね」

「俺からすれば、どうして絵の文化だけがここまで社会に拒否反応を示されるのか、理解できません。空想に比重を置きすぎているから？　表現に自由度がありすぎるから？　非現実的すぎるから？」

　ぺろりと唇を舐なめてから続ける。

「でも、空想によって生まれた世界が、それだけで非現実的と呼ばれるのはナンセンスだと思います。非現実的な世界とは、空想すらできない世界のことでしょう。人間の頭の中だって、現実じゃないですか」

　そこで、初めてお父さんはにこりと笑った。

「……面白い考え方だね。柔軟というか」

「俺たち漫画描きからすれば、当たり前の感覚ですけどね。漫画は、想像できるあらゆる世界を具現化できる手段です。最近はＣＧやなにやらで、実写の中でもそういうことをできる技術が発達してきていますけど、まだ漫画の手軽さには及びません」

「へえ、君は自分でも漫画を描くのかい？」

　その言葉を聞いて、俺は一瞬肩透かしを食らった気になった。

　しかしよく考えれば、この人に自分が漫画家だと言っていないことを思いだす。

「彼はプロの漫画家ですよ」

　そう言ったのは萌絵さんだった。

「ペンネームは『薬やく師し寺じ錬れん太た』。弊社の発行しているコミックノアという雑誌で、二年ほど連載を持ってもらっていました」

　彼女はすかさず財布から名刺を取りだすと、流れるような手つきでお父さんに渡す。こういう場面を目にすると、萌絵さんもちゃんとした社会人なんだなあと思う。

「そ、そうだったのか！　なるほど、しおりが彼を先生と呼ぶのは、プロの漫画家だったからか……」

「ええ。娘さんの部屋にあったのは、彼が生みだした大ヒット作『増井さん増殖中！』の関連グッズです。それだけ、彼の漫画は人の心を惹ひきつけるということですね」

「そんな人とどうしてしおりがつながりを……？」

「しおりちゃんは、薬師くんのアシスタントをしてたんだよ！」

　今度は茶菓上が口を挟む。

「……アシスタント？」

「漫画を描く手伝いをする人！　つまり、薬師くんの助手ってことかな」

　それを聞いたお父さんは、意外そうな顔をして都喜村さんに声をかけた。

「……しおり。どうしてお父さんに、そのことを教えてくれなかったんだい？」

「だって、お父さんはわたしの話なんて本気で聞いてくれないと思ったから……」

　愛まな娘むすめのそんな言葉に、ショックを受けたのだろう。お父さんは、悲しげに目を伏せた。

「……ごめんな、しおり。お父さんが間違っていたみたいだ」

「ううん、わたしこそごめんね。ずっと秘密にしてたのは、わたしだもん。お父さんに怒られると思って……」

　お父さんは都喜村さんに近寄ると、彼女をしっかりと抱きしめた。

「お父さんは見聞が狭かった。いま、彼と話してみてわかったよ。しおりの先生の方が、お父さんよりよっぽどしっかりしているみたいだね」

　そんなお父さんを、俺はすごいと思った。

　クラスの担任なんて、俺が漫画家として生きていくと言っても、笑って取り合ってくれないのに。海外の社会は能力主義と聞くし、そういう場所で働いていると、年齢や役職で人を見下さない習慣ができるのかもしれない。

「わたしも是非、薬師寺先生の漫画が読んでみたいな」

　お父さんは都喜村さんを放すと、俺に向かって言った。

「わたしの部屋に全巻そろってるよ！」

　都喜村さんは、普段の彼女から想像できないほどくだけた様子で言った。自分の父親の前で年相応の女の子に戻る彼女を見て、ちょっぴりドキッとする。これがギャップ萌もえというやつか。

　俺は咳せき払ばらいしてから一つ提案した。

「いや、都喜村さん。お父さんには、まずあれを読んでもらった方がいいんじゃない？」

「あれ？」

「ほら、俺が初めて都喜村さんに見せた漫画」

　都喜村さんの小説を一章分、漫画化したやつだ。

　けれども、彼女はそれを聞いた途端に赤面して、もじもじし始めてしまった。

「あ……で、でも、あれはわたしも関わっているので……」

「それを言ったら、俺の漫画も後半になったらほぼ都喜村さんが関わってるじゃないか。アシスタントなんだし」

「お父さんも、薬師寺先生の言っているやつが読みたいな」

「もう、お父さんまで！」

　膨ふくれっ面つらで言う都喜村さんが可か愛わいらしくて、俺たちは自然と笑みをもらしていた。
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　先生たちが帰ったあと、わたしはお父さんに先生に描いてもらった漫画を見てもらいました。

「……なるほど、そういうことか」

　タイトルを見た瞬間、お父さんはそれがどういうものか理解したようです。わたしの書いた小説を、お父さんはすでに何度も読んでくれていました。

　パラパラと原稿のページがめくられていき、ついに最後のページに到着したとき、お父さんは感嘆した様子で大きく息を吐きました。

「……すごいね、さっきの彼は。お父さんがしおりの小説を読んで想像していた世界よりも、遥はるかに活いき活いきした世界が描かれている。類たぐいまれな想像力、そして表現力。なるほど、これが漫画のすばらしさということだね」

「うん。でも最初はわたしもお父さんと同じで、文学の方が漫画よりもすごいって思ってたんだよ？」

「そうなのかい？」

「うん。先生がこの漫画を描いてくれて、ようやくそれが間違いだってわかったの。だから、これはわたしの宝物」

「しおりもお父さんと同じく、薬師寺先生にやり込められたってことだね」

　お父さんは嬉うれしそうに笑いました。

「そのときに、こんなにすごいものを自分でも描けるようになりたいって、そう思ったの。先生に教えてもらって、いま少しずつその夢がかたちになってるところ」

　わたしはじっとお父さんを見つめて続けました。

「……だから、わたし日本にいたいの。お父さんがわたしのことを考えてくれているのはわかるけど、ここで夢を追っていたい」

「もう勝手なことは言わないよ。しおりのやりたいようにやりなさい」

「……ありがとう、お父さん」

　涙ぐむわたしの頭を、お父さんは優しく撫なでてくれました。

「お父さんだって、ずっと海外にいるわけじゃない。いまの仕事が終われば、日本に帰ってくるから。でも、向こうにいる間寂しいから、しおりのやっていることでなにか成果が出たら、教えてくれると嬉うれしいな」

「……うん。これからは、もう隠さずに話すね……」

「しおりは心からやりたいことを見つけたんだね。昔から、お父さんはしおりにずっと苦労をかけてきた。しおりは気の回る優しい子だから、いつもお父さんのことを考えてくれていたけど、お父さんは内心それを申し訳なく思っていたんだ」

「そんなこと……」

「今回の件の償いというわけじゃないけど、もっとわがままを言ってくれたっていいんだよ。夢を追うために必要なものがあれば、できる範囲で応援するから。お父さんが子どものときは、もっと親に迷惑をかけてばかりいたからね。しおりはまだまだ足りないくらいだ」

　思えば、わたしたちは会話の少ない家庭だったかもしれません。

　日々の生活で必要になる最低限度の会話があっただけで、お互いに胸きよう襟きんを開くようなことは、確かになかったように思います。お互いの心のうちを探るようにして、気を使い、お互いをわかった気になる。それは、遠慮以外の何物でもありません。

　意を決したわたしは、自分の中にある最大の秘密を話そうと思いました。それでこそ、好きなものを好きと言える親子関係になれるのではないかと。

「……お父さん、もう薄々気づいてると思うけど」

「うん？」

「わたし、先生のことが好きなの」

　瞬間、お父さんの顔がピシリと固まりました。

「……え？」

「わたしの部屋にいっぱい先生の写真貼ってあったでしょ？　あれって、無理を言って先生の写真をいっぱい撮らせてもらったんだよ」

「あ……え……あれって、薬師寺先生の写真なのか？」

「気づかなかったの？　今日、あんなに近くで話したのに」

　そこまで言って、わたしは思いつくことがありました。

　そういえば、先生は髪型や服装が変わっていたのでした。以前からも素敵でしたが、いまはそれにも増して格好よくなっています。美容院を紹介したわたしとしては、少し鼻が高いです。もちろん、先生がもともとお持ちになっている素材がよかったというだけの話ですが。

「まあでも、わからなくても当然かもね。確かに、ちょっと雰囲気は変わってるから」

「ま、まさかしおりと薬師寺先生はつき合っているのかい……？」

　お父さんは額にびっしりと汗をかいていました。

　いきなりそんなことを訊きかれたわたしはびっくりです。

「──つき合う!?　わたしと先生が!?　ないない！」

「そ、そうか……いや、そうだよな、ははは……」

「でも、その……」

「で、でも!?」

　恥ずかしさはありましたが、わたしはもう隠し事をしないと決めたのです。目標を堂々と掲げ、失敗を恐れずに突き進む先生を見本にして、お父さんにはっきりと宣言しました。

「……いつかは、おつき合いしたいと思ってる」

「……薬師寺先生は……しおりのことをどう思ってるのかな？」

「多分、いまは相手にされてないと思う……。でも、いつか好きって言ってもらうから」

「……」

　お父さんは無言で立ち上がりました。

　それからしばらく、そわそわと部屋の中を動き回ります。

「お父さん、どうしたの？」

「……しおり、やっぱりお父さんについてくる気はないかな？」

「ど、どうしていきなりそんなこと言うの!?」

「……冗談だよ。でも……ああ、こんなことなら帰ってくるんじゃなかった……知らないままの方が、どれだけ気が楽だったか……」

　こんなに慌てふためくお父さんの姿を見たことがなかったわたしは、びっくりしてしまいました。

「……その……漫画家というのは、どれくらいの収入があるものなんだい？　つまりだ、お父さんは別に、しおりに反対したいわけじゃない。決して反対したいわけじゃないけども……将来的に、しおりが薬師寺先生と一緒になって苦労するくらいなら……その……」

「もう、お父さんの馬鹿！　どうしていきなり、そんなとこまで話を飛躍させるの!?　恥ずかしいじゃない！」

　まだおつき合いもしていないのに、その先の心配をするお父さんを見て、わたしは顔が熱くなるのを感じました。

　まさか、ここまで子離れできていないなんて！

　なんだか、これからお父さんを見る目が変わってしまいそうです……。

　よくも悪くも、そうやってわたしはお父さんの新しい一面を知ることになりました。




　　　　　７




　都喜村さんの家での一件のあと、俺たちは萌絵さんの運転する車に乗せてもらって岐路についていた。

「萌絵さん、今日はありがとうございました。助かりました」

「あなたとしおりに貸しが一つずつできたわね」

　萌絵さんは冗談っぽく笑って言った。普段なら真顔で言いそうなところなのに、今日は機嫌がいいらしい。

「それにしても、話のわかるお父さんでよかったわね。あの調子なら、しおりは現状維持を認めてもらえるでしょ」

「そうですね。初対面の印象は最悪だったと思いますけど、よく話を聞いてくれましたよね。流石は都喜村さんのお父さんという感じですよ！」

　すると、助手席に座る茶菓上が俺の方をちらりと振り返った。

「……薬師くんってば、ずいぶんと力説してたもんねえ。そんなにしおりちゃんがいなくなるのが嫌だったんだ？」

「そりゃそうだろ。俺の数少ない友だちだぞ。それに有能なアシスタントでもある」

「……まあ、薬師くんならそう言うかぁ」

「どういう意味だ？」

「そのまんまの意味」

　答えになっていないんだよな。こっちは、それがわかんないから訊きいてるわけで。

「そういえば錬太郎、その髪型はどうしたわけ？」

　バックミラーでちらりと俺を見て、萌絵さんが訊たずねてきた。

「これですか？　よく訊きいてくれま───って、あああああああああ！」

　そのときになって、ようやく肝心なことを思いだす。

「……なんなのよ、急に大声出して！」

「シ、シズナさんとの約束をすっかり忘れていたあああああ！」

「……シズナって、前に言ってたマッチングアプリの？」

「そうですよ！　今日、その人と会う約束をしてたんです！　この髪型もこの服も、今日のデートのために用意したってのに！」

　大慌てでスマホを取りだし、即座にマッチングアプリを開いた。

　やっぱりシズナさんからメッセージが来ている！　約束をすっぽかしたことをなじる内容に違いないと、恐る恐る開いてみたところ──

『今日はどうもありがとうございました』

「……あれ？」

「どうしたの？」

　訊きいてきたのは茶菓上だ。

「いや、なんかお礼を言われたんだけど……『今日はどうもありがとうございました』って」

「なんで約束をすっぽかしたのに、お礼を言われてるわけ？」

「こっちが訊ききたいよ」

　わけがわからない。ひょっとして、シズナさんは直前になって会うのが怖くなって引き返したとか？　俺が来ない方が彼女にとって都合がよかったから、こんなお礼を……いや、そしたら、なんで今日俺が約束の場所にいなかったのを知ってるのかって話になる。

　俺が頭にはてなマークを浮かべていると、萌絵さんが探るような声で訊きいてきた。

「ねえ……その相手って、シズナっていう名前なのよね？」

「そうですよ！　なにを隠そう、俺の作品のファンだっていうんです！　シズナっていう名前も、ヒロインの詞砂から取ったっていうくらいの筋金入り！」

　今日、俺はさっそうと自分が『増井さん』の作者であることを明かし、彼女に感動の渦をお届けしようとしていたというのに！　あわよくば、その流れでおつき合いの申し込みをしようと思ってたのに！

「ああ……そういうことね。へえ、なかなかやるじゃない……」

　萌絵さんは苦々しそうな顔で言うと、それきり押し黙ってしまった。

「どういうことです？　なにかわかったんですか？」

「別に？」

「私もさっぱりわからん！　萌絵ちゃん、どういうこと!?」

「あとで教えてあげるわ」

　萌絵さんは茶菓上をちらりと見つめて、そう言った。

「ちょっと待ってください！　二人だけずるいですよ！」

「そういえば錬太郎。なかなか決まってるわよ、その髪型」

「へ？」

　いきなり変なことを言われて、素っ頓狂な声を出してしまう。しかし萌絵さんのやり方を知り尽くしている俺は、すぐに話を戻した。

「いや、誤魔化さないでくださいよ！　ちゃんとなにがあったのか教えてください！　俺はシズナさんに返信しないといけないんです……真意がわからないと、また変なことを送っちゃうじゃないですか！」

「ちっ、面倒くさいわね」

「面倒くさいとはなんだ！　こっちはあんたの出した条件のせいで、こんなにも必死になってるんだぞ！」

　ついに俺はキレた。

「……しょうがないわね。そこまで言うなら教えてあげるわ。せっかく、あなたがショックを受けると思って、黙っておいてあげようとしてたんだけど」

　ぶすっと膨れる俺を見て笑うと、萌絵さんは衝撃的なことを言いだした。

「つまり、錬太郎。あなた、ふるいにかけられたのよ」

「ふるい？」

「そ。そのシズナって女は、今日何人かと会う約束をしてたんでしょ。で、現地に行ってみて好みの男を選ぼうって。あんたは確認だけされて、切られたってわけ」

「き、切られた……？」

「マッチングアプリなんて、普通は何人とも同時にやりとりするものなのよ。好みの相手を見つけるために、ひたすら効率を重視するやり方なんだから。なのに実際に会ってみて、相手が微妙だと一日が無駄でしょ？　だから候補を同じ場所に集めて、その中から好みの相手を見繕ったってわけ。シズナって女は、ずいぶんとやり手ね」

　それを聞いて、俺は頭が真っ白になった。

　効率？　やり手？

「う、噓うそだあ！　シズナさんはそんな人じゃない！」

「『今日はありがとうございました』ってのは、『今日はわざわざ来てくれてありがとうございました。わたしの目には適かないませんでしたけど』って意味よ」

「うわああああああああああああああ！　やめてくれえええええええええええ！」

　俺は身も世もなく絶叫した。

　信じていたのに！　きっと『増井さん』の詞砂みたいな、純粋で可か愛わいらしい後輩キャラだと思っていたのに！

「な、なんて姑こ息そくな方法を思いつくんだ！　純朴な青少年の心を弄びやがって！」

「だからアタシは、マッチングアプリなんかに頼るなって言ったでしょ。この際だから、錬太郎。そんなもの、やめなさい」

　萌絵さんがすかさず命令してくる。

　ついでに、茶菓上もすかさず便乗してくる。

「そうだよ。私もサクラだって言ったよね？　マッチングアプリなんて、そんな魑ち魅み魍もう魎りようが蠢うごめいている場所なんだから」

「うう……」

　二人から暗に馬鹿扱いされている気がして、俺は小さくなった。

　泣きそう。ほんと、しばらくこのダメージから立ち直れないぞ。

「なにか問題があったとき、周りがどれだけ心配するか、今日で懲りたでしょ？　さあ、アプリを消しなさい」

「はい、スマホ渡して。自分でできないなら、私が消してあげるから」

　仕方なく、俺はスマホを渡した。

　憐あわれみのこもった顔で、アプリを消去する茶菓上。

「……もうさ、薬師くん。こういう変なアプリに頼ろうとしちゃダメだからね？」

「……やっぱり、ヒロインレースはダメだ」

　マッチングアプリの消え去ったスマホを受け取ると、俺は憎ぞう悪おとともに呟つぶやいた。

「はあ？」

「実際に、今日選ばれる側を体験してみてわかった！　負けヒロインは、こういう気持ちになるんだってな！　ちくしょうめ、なにが『わたしの目には適かないませんでした』だ！　やはり俺が次に描く漫画は、一強ヒロインものしかない！」

　ヒロインレースは悲しみしか生まないのだ。

　本来、ヒロインに勝ちヒロインも負けヒロインもない。それを無理やりラブコメの文法に当てはめようとするから、そんな悲しみが生まれる。

　ラブコメ作品を描いている同業者に、俺はいま一度こう説いてやりたい気分だった。

　──『ヒロインレースはもうやめませんか？』──と。
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「……お待たせしました」

　場所は、以前にみんなで一度集まったファミレス。

　そこにしおりちゃんがやってくると、私と萌も絵えちゃんは彼女を優しい笑みで迎え入れた。

「お父さんはもう海外に発たったのかしら？」

　開口一番にそう言ったのは、萌絵ちゃん。あのお父さん襲撃事件から、今日で三日が経過していた。

「はい。その節は、本当にご迷惑をおかけしました」

　そういって、しおりちゃんはその場で深々と頭を下げる。

「それに、本当にありがとうございました。先生だけじゃなくって、茶さ菓か上がみ先輩と巡めぐり川かわさんにも助けていただきました」

「とりあえず座りなよ」

「そうそう。アタシたちは、別にお礼を言ってほしくて今日あなたを呼んだわけじゃないんだから」

　私たちがずっとにっこり笑顔を崩さずにいると、それまで申し訳なさの極みと言わんばかりだったしおりちゃんの顔が、次第に警戒の色に染まっていく。

「……え？　ど、どういうつもりですか……？」

「どういうつもりはこっちの台詞せりふだよね、シズナちゃん」

　ピシリとしおりちゃんの表情が固まる。

　私はすでに萌絵ちゃんから、薬やく師しくんとしおりちゃんの間に密ひそかに存在していたであろう関係性を聞いていた。彼がマッチングアプリで浮かれてチャットしていた相手が、しおりちゃんだったに違いないということを。薬師くんがいるところでそのことを話すわけにはいかないので、こないだの車中ではあんな説明をしたらしい。私もすっかり信じ込んでしまっていたけれども、真相は別だったのである。

　しおりちゃんはわかりやすく狼ろう狽ばいしながら、すっと目を泳がせた。

「シ、シズナ……？　いったいなんのことだか……」

「アタシたちのやり方を散々卑ひ怯きようだのなんの言ってたくせに、自分はそんな裏工作みたいなことをしていたなんてね。姑こ息そくこの上ないわ。まったく、どうやったらそんな方法を思いつくのかしら？」

「そうだそうだ！　恥を知れ、恥を！」

「こ、姑こ息そくじゃありません！　わたしはあくまでも先生がお悩みの様子だったから、少しでも支えになれるようにと──」

　慌てて言い繕おうとしてから、しおりちゃんはハッと息を吞のんだ。

「ほ～ら、やっぱりシズナはしおりちゃんだったんじゃん！」

「語るに落ちたわね。なーにが『太陽の温かさを持って接する』よ。錬れん太た郎ろうの馬鹿さ加減につけ込んだだけじゃない」

「先生は馬鹿なんかじゃありません！」

「馬鹿だからホイホイ釣られそうになったんでしょ？」

「──ちょっと萌絵ちゃん、言いすぎだと思う！」

　私が思わず異を唱えると、萌絵ちゃんはびっくりした様子でこっちを見た。

「な、なんであなたが嚙かみついてくるのよ。今日はしおりを断罪するっていう約束でしょ？」

「いや、よく考えたら萌絵ちゃんがやった方法もひどい！」

「裏切る気!?」

「もちろん、しおりちゃんのやり方も汚い！　これは変わらないよ。つまりなにが言いたいかっていうと……正攻法で攻め立てた私だけがすばらしいってこと！」

「立場を利用して、見たくもないコスプレを撮影させるなんて、単なるパワハラじゃないですか。茶菓上先輩のやり方だって褒められたものじゃありませんよ」

「そうよ！　あなたみたいな人間が、人の上に立ったときに部下を悪気なくいじめたりするんだから！　このブラック企業メイカー！」

「な、なんだと！　漫画編集にだけは言われたくない！」

「まあまあ、お二人とも落ち着いてください」

　しおりちゃんが私たちの間に入ったことで、私と萌絵ちゃんは威嚇し合いながらも、矛を収めた。そうして一瞬、自分の置かれている状況がわからなくなる。どうして私と萌絵ちゃんが争っていて、それを諫いさめているのがしおりちゃんなのか。予定とだいぶ違うんですけど。

「ここは一つ、みながそれぞれ使える手札を一枚ずつ切っただけで、その方法によいも悪いもなかったことにしましょう」

「……そうね。なんで糾弾されるべきあなたが、調停役をしているのか釈然としないけど……」

「……右に同じ」

「問題は結局、先生のお気持ちですから」

　しおりちゃんはどこか夢見ごこちといった面持ちで、私たちの疑問をスルーする。

「経緯はどうあれ、先生はわたしを助けに駆けつけてくださいました……漫画的な文法で考えるなら、わたしが勝ちヒロインということになるのではないでしょうか？　ヒロインのピンチに駆けつけることはわかりやすいきっかけです！　心の中に確かに存在していた、彼女への愛に気づくための……」

「……あなた、なにを言っているの？」

「しおりちゃんは妄想癖があるんだよ。かわいそうに、恋愛脳の弊害だね」

　共通の敵を見つけ、また私と萌絵ちゃんの結束が固くなる。

「だいたいね、しおり？　漫画的な文法で言うなら、あなたは滑り台決定よ」

「な、なにを！」

「だってラブコメなんて、攻略対象となるヒロインが、話によってコロコロ変わっていくものなんだから。色んなヒロインがピンチに陥って、それを主人公が助けるっていうのが一つのパターン。わかるかしら？」

　流石はラブコメ漫画を担当していた編集。言葉に説得力がある。

「で、漫画のマンネリを避けるために、ヒロインの陥るピンチっていうのは、どんどんインフレしていくものなの。その理屈で言えば、あなたはこんな序盤で、しかもわりとしょうもないピンチを持ってきた。これが負けフラグでなくてなに？」

「しょうもないピンチとはなんです！」

「だって、単なる親バレでしょ？」

　ぐぬぬ、と悔しそうに歯は嚙がみするしおりちゃん。

「げ、現実と漫画を一緒にしないでください……」

「え～？　でも、漫画的文法とか言いだしたのはしおりちゃんだよね～？」

　私もここぞとばかりに加勢する。いいぞ、これが本来あるべきだった今日の流れ。

「きっとこれから、錬太郎がアタシたちのピンチを華麗に救ってくれるんだわ。つまり、今度はアタシたちのターン」

「きっとあれだよ、コミックノアが廃刊になるとか」

「……それは洒しや落れにならないから、別のピンチにして」

　それから私と萌絵ちゃんは、自分たちに起こりうるピンチをあーだこーだと議論し始めた。正直、これだけで一つ漫画が描けるんじゃないかと思い始めていたとき──ようやくしおりちゃんが「……あの」と口を挟んでくる。

「なに？」

「これ以上続けると、確かにそんな感じになりそうな気がするので……」

「うん」

「……ここで終わりにしませんか？」

「はあ？」

「つまり──ヒロインレースはもうやめませんか？」

　それを聞き、私と萌絵ちゃんはしかめっ面つらになって顔を見合わせた。

「ダメ」

　異口同音に出てきた答えは、もちろんノーだった。
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　お世話になっております、旭あさひです。

　これまでいくつかラブコメを書いてきましたが、ヒロインレースに関する作品は初めてです！　あまり展開がドロドロしてしまうと読んでいてしんどくなると思いますので、さっぱりとした読み口になるように、これからがんばっていきたいと思います。ひとまずの第一巻、少しでも楽しんでいただけますと幸いです！




　さて本作が書籍と相成るまで、たくさんの方のお世話になりました。

　前作から引き続き、本作を担当していただきました編集部の阿あ南なん様、清きよ瀬せ様、大おお澤さわ様。魅力的なイラストで作品を彩いろどっていただきましたＩｘｙいくしー様。タイトルロゴや装丁を美しく仕上げていただきましたデザイン担当様。内容や誤字脱字に目を光らせていただきました校閲様。

　そしてKADOKAWA文芸局をはじめとする、この本の出版、宣伝、営業、販売に関わっていただきました全ての方々。本当に、ありがとうございました。

　そして何より、この本を手に取っていただきました読者の皆様に最大級の感謝を。
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